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大正三年太魯閣原住民討伐陸軍部隊における保申人夫徴用（一・）（前）

は
じ
め
に

一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
、
台
湾
総
督
府
は
台
湾
中
央
山
脈
東
側
の
太
魯
閣
渓
谷
一
帯
に
点
在
し
た
集
落
を
な
す
太
魯
閣
原

住
民
討
伐
を
行
っ
た
。
こ
の
討
伐
行
動
で
は
、
警
察
部
隊
と
陸
軍
部
隊
が
組
織
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
陸
軍
部
隊
で
使
役
さ
れ

た
「
本
島
人
」
（
＝
漢
民
族
系
台
湾
住
民
）
の
保
甲
人
夫
に
つ
い
て
・
そ
の
徴
用
シ
ス
テ
ム
、
動
員
と
サ
ポ
ー
ト
の
あ
り
方
、
徴

用
現
場
に
お
け
る
保
甲
人
夫
の
状
況
、
保
中
の
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
検
討
す
る
凸

こ
の
分
析
に
使
用
す
る
資
料
の
大
部
分
は
、
「
大
正
三
年

太
魯
閣
蕃
討
伐
に
関
す
る
保
甲
人
夫
徴
用
書
類
」
　
で
あ

る
。
同
資
料
は
四
分
冊
に
な
っ
て
お
り
、
国
史
館
台
湾
文
献

館
（
南
投
市
中
興
新
村
）
の
所
蔵
文
書
で
あ
る
台
湾
総
督
府

文
書
「
公
文
類
纂
」
中
に
、
「
十
五
年
保
存
文
書
」
と
し
て

整
理
さ
れ
て
い
る
。



大正三年太魯閣原住民討伐陸軍部隊における保申人夫徴用（一）（前）

1
　
太
魯
闇
原
住
民
討
伐
作
戦
の
概
要

太
魯
閣
原
住
民
討
伐
作
戦
は
、
い
わ
ゆ
る
将
器
事
業
五
ケ
年
計
画
の
最
終
戦
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
理
番
と
は

台
湾
原
住
民
の
統
御
政
策
と
い
え
る
が
、
台
湾
総
督
府
警
務
局
が
ま
と
め
た
『
埋
葬
誌
稿
』
　
（
第
三
編
）
で
は
、
理
蕃
事
業
を

三
期
に
わ
け
て
い
る
。
第
一
期
が
台
湾
統
治
開
始
の
一
八
九
四
（
明
治
二
八
）
年
か
ら
一
九
〇
一
（
明
治
三
国
）
年
、
軍
一
期

が
一
九
〇
二
（
明
堕
二
元
）
年
か
ら
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
、
琴
二
期
が
山
九
一
〇
（
明
治
凶
三
）
年
か
ら
一
九
一
四
（
大

正
山
二
、
引
画
で
は
明
治
四
七
）
年
。
こ
の
琴
二
期
が
埋
磨
事
業
五
ケ
年
計
画
に
該
当
す
る
。
そ
の
計
画
は
、
千
五
百
四
十
ガ
円

を
使
い
、
「
兇
蕃
」
の
「
掃
準
と
「
道
路
の
開
撃
・
隈
勇
線
の
「
歩
進
に
着
き
す
る
も
の
で
、
達
成
日
標
を
「
蕃
人
の
有

す
る
銃
器
及
弾
典
全
部
を
押
収
し
番
地
に
永
久
の
酢
在
所
を
設
備
し
て
番
人
を
統
御
し
利
源
開
発
の
企
図
を
擁
讐
す
る
こ
と

に
置
い
て
い
る
。

l
九
一
四
（
大
正
三
）
咋
の
太
魯
閣
原
住
民
討
伐
作
戦
で
は
警
察
と
陸
軍
の
そ
れ
ぞ
れ
に
討
伐
部
隊
が
組
織
さ
れ
た
。
睦
軍

部
隊
は
警
察
隊
の
支
援
と
い
う
位
置
つ
け
が
あ
た
え
ら
れ
た
。
討
伐
部
隊
全
体
の
指
揮
は
佐
久
間
台
湾
総
督
自
ら
が
務
め
た
。
警

察
隊
は
出
動
人
員
三
一
二
七
人
で
、
タ
ツ
キ
リ
方
面
討
伐
隊
と
バ
ト
ラ
ン
方
面
討
伐
隊
の
二
階
で
編
成
さ
れ
、
総
指
揮
官
は
民

政
長
官
の
内
田
嘉
吉
が
努
め
た
。
陸
軍
部
隊
は
第
二
守
備
隊
・
歩
兵
第
一
・
琴
t
連
隊
を
中
核
と
す
る
一
四
中
隊
、
出
動
人
員

三
一
〇
八
人
と
さ
れ
、
佐
久
間
総
督
が
指
揮
し
た
ご
」
れ
ら
の
部
隊
に
使
役
予
定
の
人
夫
は
、
警
察
部
隊
（
花
蓮
港
方
面
）
が

約
六
一
〇
〇
人
、
陸
軍
部
隊
が
約
六
八
〇
〇
人
で
あ
っ
た
。
討
伐
軍
行
動
計
画
の
概
要
は
、
警
察
部
隊
が
台
湾
東
部
か
ら
進
攻

し
、
木
瓜
渓
谷
と
タ
ツ
キ
リ
渓
谷
に
ま
た
が
る
一
帯
に
展
開
し
、
陸
軍
部
隊
は
台
湾
西
部
か
ら
進
攻
し
、
中
央
山
脈
の
育
英
主

山
南
峰
と
合
歓
山
附
近
を
越
え
て
木
瓜
渓
谷
と
タ
ツ
キ
リ
渓
谷
に
下
り
る
、
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

五
月
二
〇
日
・
佐
久
間
総
督
は
哺
里
社
か
ら
追
分
に
入
っ
て
軍
命
令
を
だ
し
、
太
魯
閣
原
住
民
討
伐
行
動
が
開
始
さ
れ
る
。
六
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大正三年大魚閣原住民討伐陸軍部隊における保申人夫徴用（一）（前）

月
三
日
に
は
警
察
部
隊
と
陸
軍
の
部
隊
が
出
会
っ
た
。
佐
久
間
総
督
は
七
月
二
日
、
「
両
太
魯
閣
主
力
蕃
ヲ
処
分
シ
了
レ
リ
」

と
し
、
八
月
九
日
軍
隊
の
↓
部
を
残
し
、
そ
の
他
は
帰
還
の
準
備
に
着
手
さ
せ
、
作
戦
行
動
は
終
了
し
た
。

2
　
保
甲
人
夫
徴
用
シ
ス
テ
ム

太
魯
閣
原
住
民
討
伐
部
隊
で
は
、
運
搬
を
主
と
す
る
労
役
は
保
甲
民
か
ら
徴
用
さ
れ
た
人
夫
に
行
わ
せ
た
。
こ
こ
で
は
、
ま

ず
保
甲
と
は
ど
の
よ
う
な
組
織
か
、
矢
内
原
忠
雄
氏
の
著
書
か
ら
引
用
し
て
お
き
た
い
。

「
明
治
三
十
一
年
保
甲
条
例
を
制
定
し
、
消
国
の
迫
制
た
る
保
甲
の
制
度
を
採
用
し
て
警
察
の
補
助
機
関
と
為
し
た
。
‥

甲
は
十
戸
、
保
は
十
甲
を
以
て
組
織
す
る
本
島
人
の
地
域
的
隣
保
団
体
に
し
て
、
其
団
体
員
は
家
長
で
あ
り
、
甲
は
甲
長
、

保
に
は
保
正
を
置
く
。
保
甲
の
事
務
は
戸
口
調
香
、
旧
人
者
取
調
、
風
水
火
災
及
土
匪
強
盗
等
に
対
す
る
警
戒
捜
査
、
伝

染
病
予
防
、
阿
片
、
共
他
地
方
の
安
寧
保
持
上
必
要
な
る
事
項
等
保
安
警
察
事
務
の
外
に
、
道
路
橋
梁
の
小
破
修
繕
及
掃

除
、
害
虫
予
防
、
獣
疫
予
防
等
普
通
行
政
事
務
に
関
す
る
事
項
を
含
み
・
且
つ
明
治
四
十
二
年
律
令
第
雪
盲
以
て
、
新

に
保
正
甲
長
を
し
て
法
令
其
他
行
政
官
庁
よ
り
発
す
る
命
令
の
周
知
又
は
伝
達
、
産
業
上
の
調
査
資
料
蒐
集
及
其
の
施
設
、

及
び
台
湾
歳
入
地
方
税
其
他
の
収
入
に
関
す
る
書
類
伝
達
及
納
入
の
催
促
等
に
関
す
る
区
行
政
事
務
を
補
助
執
行
せ
し
む

る
こ
と
と
為
し
た
。
‥
・
而
し
て
右
の
保
甲
事
務
に
つ
き
家
長
は
其
家
族
の
動
静
を
監
督
し
、
各
家
長
は
相
互
的
に
相

監
視
警
戒
し
、
保
正
甲
長
は
全
体
を
監
督
し
・
責
任
賞
罰
を
明
ら
か
に
し
、
非
違
又
は
職
務
怠
慢
あ
る
と
き
は
単
独
又
は

連
座
の
制
裁
を
課
す
d
即
ち
事
の
軽
重
に
よ
り
家
長
若
く
は
保
甲
全
員
が
本
人
の
責
任
に
連
座
す
る
も
の
で
あ
る
。
保
甲

の
経
費
は
保
甲
民
の
負
担
と
し
、
共
の
山
役
は
無
償
で
あ
る
8
而
し
て
保
正
叩
長
は
保
甲
員
た
る
家
長
の
互
選
に
な
る
と

い
へ
と
も
、
保
甲
及
壮
丁
同
の
本
質
は
住
民
の
自
治
的
機
関
に
あ
ら
ず
、
警
察
官
の
指
揮
命
令
を
受
く
る
下
級
警
察
及
下



大正三年太魯闇原住民討伐陸軍郡隊における保申人夫徴用（→）（前）

級
行
政
補
助
機
関
で
あ
る
。
由
来
台
湾
の
警
察
制
度
並
に
警
察
補
助
機
関
と
し
て
の
保
甲
は
、
土
匪
討
伐
の
必
要
に
よ
り

て
普
及
せ
ら
れ
し
も
の
で
あ
る
。
」

こ
の
よ
う
に
、
保
甲
組
織
は
清
が
施
行
し
て
い
た
制
度
を
受
け
継
い
で
台
湾
総
督
府
が
制
度
化
し
、
下
級
の
警
察
・
行
政
補

助
機
関
と
位
置
つ
け
し
た
も
の
で
あ
る
。
台
湾
住
民
の
反
口
武
装
行
動
討
伐
の
必
要
性
か
ら
普
及
が
な
さ
れ
・
そ
の
延
長
上
に

原
住
民
討
伐
の
保
甲
民
徴
用
が
あ
っ
た
。

陸
軍
部
隊
に
お
け
る
保
岬
人
夫
の
徴
用
シ
ス
テ
ム
は
以
ド
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
台
湾
総
督
府
陸
軍
経
理
部
長
が
台
湾
総
督
府

民
政
長
官
に
対
し
、
保
叩
人
夫
の
請
求
を
す
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
民
政
部
警
察
本
署
長
は
各
庁
長
に
対
し
徴
用
人
夫
人
員
を

通
達
す
る
。
各
庁
長
は
予
め
保
甲
に
お
い
て
徴
用
順
序
が
定
め
ら
れ
た
住
民
に
動
員
を
か
け
る
。
各
地
か
ら
動
員
さ
れ
た
人
夫

は
、
汽
車
又
は
船
で
途
中
ま
で
輸
送
さ
れ
、
下
車
又
は
下
船
地
点
か
ら
徒
歩
で
任
務
地
に
着
く
。
人
夫
の
出
発
か
ら
帰
還
ま
で

警
察
官
が
人
夫
の
監
督
を
担
当
す
る
。

こ
う
し
た
保
甲
人
夫
徴
用
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
規
定
に
は
、
（
A
）
「
大
正
三
年
討
伐
陸
軍
部
隊
所
要
保
甲
人
夫
徴
用
規
程
」

と
、
（
B
）
「
臨
時
保
甲
規
約
標
準
」
　
が
あ
っ
た
。

（
A
）
　
陸
軍
保
甲
人
夫
徴
用
規
程

「
大
正
三
年
討
伐
陸
軍
部
隊
所
要
保
甲
人
夫
徴
用
規
程
」
は
、
陸
軍
部
隊
で
使
役
さ
れ
る
人
夫
の
徴
用
に
関
す
る
規
程
で
、
人

夫
を
供
給
す
る
役
所
の
区
分
、
人
夫
の
請
求
ま
た
は
解
散
、
人
夫
の
待
遇
や
人
夫
の
監
督
を
す
る
警
官
の
職
務
、
な
ど
を
そ
の

内
容
と
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
粂
　
保
甲
人
夫
を
供
給
す
る
庁
の
区
分
。
一
、
軍
隊
行
動
開
始
前
に
輸
送
に
従
事
す
る
人
夫
の
全
部
は
台
車
庁
が
担
当
。

一
一
、
軍
隊
行
動
開
始
後
、
軍
隊
専
属
の
人
夫
と
輸
送
に
従
事
す
る
人
夫
は
、
台
南
庁
、
嘉
義
庁
・
台
巾
庁
、
桃
園
庁
、
南

投
庁
、
新
竹
庁
、
阿
絹
庁
が
担
当
。



大正三年太魯閣原住民討伐陸軍部隊における保申人夫徴用（一）（前）

第
二
粂
　
軍
需
品
輸
送
の
際
の
後
押
人
夫
動
員
は
陸
軍
経
理
部
長
と
協
議
の
上
で
な
け
れ
ば
任
意
に
人
夫
に
充
当
し
な
い
こ
と

第
三
条
　
人
夫
は
任
務
終
了
ま
で
交
代
帰
還
を
認
め
な
い

第
四
粂
　
保
甲
人
夫
の
請
求
ま
た
は
解
散
。
陸
軍
経
理
部
長
は
、
保
甲
人
夫
の
出
役
を
請
求
ま
た
は
解
散
さ
せ
る
時
は
、
七

日
以
前
に
所
要
人
員
と
引
渡
し
場
所
等
を
定
め
て
請
求
す
る
こ
と

第
五
粂
　
警
官
の
取
締
り
・
監
督
。
軍
隊
行
動
前
は
、
各
庁
か
ら
保
甲
人
夫
を
供
給
す
る
場
合
、
人
夫
約
五
〇
名
に
対
し
一

名
宛
の
巡
査
ま
た
は
巡
査
補
を
付
属
さ
せ
、
取
締
ら
せ
る
。
軍
隊
行
動
開
始
後
は
、
途
中
監
督
の
為
、
同
じ
割
合
で
警
察

官
を
付
属
さ
せ
、
当
該
警
察
官
は
人
夫
引
渡
し
後
に
帰
還
す
る
こ
と

第
六
粂
　
保
甲
人
夫
の
給
与

一
・
軍
隊
行
動
開
始
前
の
輸
送
人
夫
口
絵
　
（
1
）
輔
里
社
以
西
に
宿
泊
す
る
人
夫
　
金
四
〇
銭
　
（
2
）
眉
渓
以
東
追
分

マ
ヘ
ボ
以
西
に
宿
泊
す
る
人
夫
　
金
五
〇
銭

二
、
（
1
）
軍
隊
行
動
開
始
後
の
輸
送
お
よ
び
軍
隊
付
属
人
夫
口
給
　
捕
里
祉
以
西
に
宿
泊
す
る
人
夫
　
金
四
〇
銭
　
眉
渓

以
東
に
宿
泊
す
る
人
夫
　
金
六
〇
銭
　
（
3
）
軍
隊
専
属
人
夫
　
金
六
〇
銭

三
、
糧
食
の
官
給
　
（
1
）
主
食
　
米
一
人
一
日
七
台
五
勺
　
但
し
激
し
い
労
働
の
場
合
、
八
台
　
（
2
）
副
食
一
人
一

口
塩
肉
六
〇
匁
以
内
　
乾
物
野
菜
二
〇
匁
以
内
　
漬
物
l
五
匁
以
内
　
味
噌
三
〇
匁
以
内

撃
ハ
灸
の
二
　
日
役
小
逃
走
し
た
人
夫
は
服
役
し
た
日
数
に
対
し
て
も
日
給
を
支
給
し
な
い

第
七
粂
　
保
甲
人
夫
出
没
ま
た
は
帰
還
の
際
に
お
け
る
給
与

一
、
軍
隊
行
動
開
始
前
に
出
没
し
た
輸
送
人
夫

汽
車
賃
：
出
役
ま
た
は
解
散
の
途
中
の
汽
車
賃
実
費
を
軍
隊
で
支
払
う

日
給
‥
（
1
）
土
城
に
宿
泊
す
る
者
　
金
二
〇
銭
　
（
2
）
相
子
林
に
宿
泊
す
る
者
　
金
三
〇
銭
　
（
3
）
哺
里
祉
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に
宿
泊
す
る
着
　
金
四
〇
銭

∵
　
軍
隊
行
動
開
始
後
に
出
役
し
た
人
夫

汽
車
賃
‥
出
役
ま
た
は
解
散
の
途
中
の
汽
車
賃
実
費
を
軍
隊
で
支
払
う

日
給
＝
（
1
）
　
哺
里
社
以
西

に
宿
泊
す
る
着
　
金
四
〇
銭

（
2
）
　
眉
渓
以
東
追
分
お
よ

び
マ
へ
ボ
以
西
に
宿
泊
す
る

着
　
金
六
〇
銭
　
（
3
）
　
合

歓
山
お
よ
び
中
間
以
東
に
宿

泊
す
る
着
　
金
一
円
六
〇
銭

第
七
条
の
二
　
前
条
の
保
甲
人
夫
に

は
、
土
城
楠
仔
以
東
で
は
糧
食
を
官

給
す
る

第
八
条
　
保
甲
人
夫
の
給
料
は
、
帰
還

の
際
に
哺
里
祉
ま
た
は
土
城
に
お
い

て
陸
軍
経
理
部
出
納
官
吏
が
人
夫
票

丙
号
に
よ
っ
て
支
払
う
。
た
だ
し
、

蕃
人
へ
の
給
与
支
払
い
場
所
は
適
宜

定
め
る
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第
九
条
　
人
夫
へ
の
草
鞋
官
給

第
十
条
　
保
甲
人
夫
の
担
送
員
。
（
1
）

合
歓
山
お
よ
び
等
菜
山
南
峰
以
西
は

八
貫
　
（
2
）
　
前
項
地
点
以
東
は
四

貫
第
十
一
・
十
二
・
卜
三
・
十
四
条
　
人

夫
票

第
十
五
条
　
仮
乗
車
証

こ
の
規
程
は
、
保
甲
人
夫
の
給
与
（
第

六
～
九
条
）
と
人
夫
票
（
第
十
一
～
十
四

条
）
　
に
関
し
て
詳
細
な
定
め
を
し
て
い

る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
人
夫
の
糧
食
や

手
当
に
関
わ
る
事
項
で
、
そ
の
出
没
状
況

に
応
じ
た
待
遇
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
例
え
ば
、
第
七
条
の
二
に
あ

る
軍
隊
行
動
開
始
後
に
出
役
し
た
人
夫
へ

の
日
給
は
、
標
高
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を

越
す
山
岳
地
帯
の
合
歓
山
お
よ
び
中
間
以

東
に
宿
泊
す
る
者
は
、
哺
里
社
以
西
に
宿
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泊
す
る
者
の
四
倍
と
な
っ
て
い
る
。

（
B
）
　
臨
時
保
甲
規
約
標
準

次
に
保
甲
に
お
け
る
人
夫
の
出
役
に
関
す
る
規
約
と
し
て
「
臨
時
保

甲
規
約
標
準
」
が
あ
る
。
そ
の
日
的
は
、
第
一
条
に
「
本
規
約
ハ
官
庁

ノ
命
令
二
依
ル
人
夫
出
役
二
開
シ
締
結
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
明
記
さ
れ

て
い
る
。
各
庁
は
こ
の
臨
時
保
申
規
約
標
準
通
り
か
、
若
干
修
正
す
る

か
し
て
保
甲
規
約
を
定
め
た
。

こ
の
臨
時
保
申
規
約
標
準
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
大
正
三
年
三
月
一

七
日
付
で
台
湾
総
督
府
の
警
察
木
署
長
が
各
庁
長
宛
に
「
人
夫
徴
用
二

関
ス
ル
件
」
　
と
題
す
る
以
下
の
趣
旨
の
照
会
を
行
っ
て
い
る
。

「
タ
ロ
コ
蕃
討
伐
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
糧
食
そ
の
他
物
件
輸
送
の

た
め
多
大
の
人
夫
が
必
要
で
あ
り
、
こ
こ
数
力
年
間
の
人
夫
徴
用

と
は
そ
の
事
情
を
異
に
し
て
い
る
。
従
来
各
庁
に
お
け
る
人
夫
徴

用
は
様
々
で
統
一
し
た
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
、
本
年
は
出
来
る
だ

け
同
一
事
情
に
よ
っ
て
人
夫
を
徴
用
し
、
人
民
の
負
担
を
軽
減
し

か
つ
そ
の
逃
走
を
防
止
す
る
策
を
講
じ
る
こ
と
が
良
も
緊
要
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
際
臨
時
保
甲
規
約
を
締
結
さ
せ
、
人
民
一

般
に
人
夫
出
役
の
義
務
を
負
担
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
い
。
つ
い
て

は
、
別
紙
規
約
草
案
に
つ
い
て
意
見
を
よ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
ご

一
、
本
謹
ハ
雑
役
人
夫
卜
運
搬
人
夫
ト
ニ
区
別
ス
ル
コ
ト
ナ

ク
使
用
部
隊
二
於
テ
毎
日
発
行
交
付
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

一
、
同
凶
ノ
押
捺
シ
ァ
ル
モ
ノ
ニ
ハ
印
章
一
個
毎
二
金
弐
拾

鮎
ヲ
割
増
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
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こ
の
照
会
に
対
し
、
草
案
（
「
臨
時
保
甲
規
約
」
）
へ
の
各
庁
の
意
見
（
阿
誠
庁
・
南
投
庁
、
台
繭
庁
、
宜
蘭
庁
、
台
北
庁
、
台

中
庁
、
桃
園
庁
、
膨
湖
庁
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。
各
庁
の
意
見
が
集
中
し
て
い
る
条
目
は
範
囲
条
の
徴
用
対
象
年
齢
と
免
除
対

象
者
に
関
す
る
も
の
で
、
す
べ
て
の
庁
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
‖
）

こ
の
意
見
書
に
は
・
保
甲
の
実
情
を
ふ
ま
え
た
も
の
が
多
数
見
ら
れ
る
が
・
桃
園
庁
の
意
見
書
は
前
年
の
大
正
二
年
六
月
の

ガ
オ
ガ
ン
方
面
の
討
伐
時
に
お
け
る
出
役
人
夫
の
状
況
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
意
見
苔
の
一
部
を
引
川
し
て
み
よ
う
。

「　　理由説明

一
、
草
案
第
四
条
二
依
ル
ト
キ
ハ
保
叩
内
住
民
ニ
シ
テ
二
↑
歳
以
1
四
↑
五
歳
以
下
ノ
身
体
強
壮
ナ
ル
男
子
ハ
全
部
人

夫
ト
シ
テ
出
役
ノ
義
務
ヲ
負
フ
コ
ト
ト
ナ
り
居
ル
モ
従
来
行
ヒ
来
り
タ
ル
実
験
二
徴
ス
ル
ニ
斯
ノ
如
キ
多
数
ノ
人
夫

ヲ
要
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
大
正
二
空
ハ
月
「
ガ
オ
ガ
ン
」
方
面
蕃
地
前
進
昔
時
二
於
ケ
ル
出
役
人
夫
延
人
員
ニ
シ
テ
挑
聞

け
ヨ
リ
山
役
シ
タ
ル
ハ
弐
拾
空
ハ
千
余
人
二
過
キ
ス
之
ヲ
管
内
本
島
人
戸
数
こ
鑑
ミ
ル
ニ
昨
年
末
三
万
五
千
九
百
鹸

戸
ナ
ル
ヲ
以
テ
一
戸
ノ
員
担
六
人
弱
（
延
人
員
）
ナ
リ
故
二
一
保
百
戸
ア
リ
ト
仮
定
シ
抽
鑑
セ
シ
ム
ル
モ
出
役
義
務

ヲ
尽
ス
二
至
り
タ
ル
者
共
半
数
に
達
セ
サ
リ
シ
ナ
リ
」

草
案
で
は
、
徴
用
対
象
者
が
「
二
十
歳
以
上
四
十
五
歳
以
下
ノ
男
子
」
と
な
っ
て
い
た
が
、
各
庁
の
意
見
を
受
け
て
、
規
約

標
準
で
は
「
二
十
歳
以
上
五
十
歳
以
下
ノ
者
」
と
改
め
ら
れ
た
。
免
除
者
に
つ
い
て
は
、
も
と
も
と
の
草
案
で
は
「
鉄
道
、
通

信
ノ
事
務
二
従
事
ス
ル
者
、
官
健
二
奉
職
ス
ル
者
、
保
甲
役
員
、
不
具
者
、
病
者
、
ニ
シ
テ
出
役
ス
ル
能
ハ
サ
ル
者
ハ
保
甲
会

議
ノ
議
決
二
依
り
出
役
ノ
義
務
ヲ
免
除
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
な
っ
て
い
た
が
∵
」
の
免
除
対
象
者
に
「
区
艮
・
区
書
記
・
保
甲

書
記
・
農
会
坤
別
ノ
事
務
其
他
公
共
同
体
二
従
事
ス
ル
者
」
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
保
甲
組
織
や
地
域
の
公
共
的
実
務
に

携
わ
っ
て
い
る
者
の
免
除
対
象
者
を
拡
大
し
た
の
で
あ
る
。
保
甲
の
実
情
に
基
づ
く
各
庁
か
ら
の
意
見
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と

み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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次
に
、
第
五
条
に
も
五
つ
の
庁
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。
第
五
条
の
草
案
で
は
「
人
夫
出
役
ノ
方
法
ハ
保
内
二
於
テ
予

メ
抽
致
ヲ
行
ヒ
出
役
順
序
ヲ
定
メ
置
キ
官
魔
ノ
命
令
二
依
り
順
次
出
役
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
あ
っ
た
が
、
以
下
の
部
分
が
付
け

加
わ
っ
て
い
る
三
保
正
ハ
山
役
人
夫
名
簿
ヲ
作
り
橡
メ
抽
戴
ヲ
行
ヒ
山
役
順
序
ヲ
登
記
シ
置
キ
官
應
ノ
命
令
こ
依
り
順
次
出
発

セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス
但
出
発
順
序
ハ
本
人
ノ
志
望
又
ハ
其
他
ノ
事
山
二
依
り
保
甲
会
議
ノ
決
議
二
依
り
変
更
ス
ル
コ
ト
ア
ル
へ

シ」
第
十
条
の
醸
金
に
つ
い
て
も
七
つ
の
庁
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
条
目
に
つ
い
て
は
変
更
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
他
若
干
の
修
正
を
加
え
た
形
で
確
定
し
た
規
約
標
準
の
内
容
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

ま
ず
、
「
本
規
約
ハ
官
庁
ノ
命
令
二
俵
ル
人
夫
出
役
二
関
シ
締
結
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」
　
（
第
一
灸
）
と
規
約
の
目
的
が
書
か
れ
、

「
二
十
歳
以
上
五
十
歳
以
下
ノ
身
体
強
壮
な
る
者
」
は
人
夫
出
役
す
る
義
務
が
あ
る
と
、
人
夫
出
役
が
保
甲
民
の
義
務
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
公
職
に
あ
る
者
（
区
長
、
区
書
記
、
保
甲
役
員
、
壮
丁
団
長
、
副
団
長
、
保
甲
書
記
、
農
会
嘩
別
ノ

事
務
其
他
公
共
団
体
二
従
事
ス
ル
者
）
や
身
体
障
普
者
・
病
者
な
ど
は
出
役
の
義
務
を
免
除
す
る
（
第
四
条
）
。
出
役
す
べ
き
者

が
事
故
の
場
合
、
免
除
す
る
。
こ
の
場
合
、
免
除
さ
れ
た
者
は
、
資
産
に
応
じ
て
十
円
以
上
五
十
円
以
下
の
醸
金
を
す
る
こ
と

（
第
九
粂
）
二
俣
甲
内
二
本
居
又
ハ
寄
留
地
」
を
持
た
な
い
も
の
で
も
、
五
日
以
上
居
住
す
る
者
で
居
住
地
に
お
い
て
出
役
義
務

を
免
れ
て
い
る
者
と
認
め
た
時
は
、
保
内
に
居
住
す
る
者
と
み
な
し
、
出
役
の
義
務
を
負
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
十
四
条
）

義
務
を
免
れ
た
り
、
逃
走
す
る
こ
と
を
禁
1
L
し
て
い
る
。
こ
の
義
務
を
免
れ
る
目
的
を
も
っ
て
他
出
し
た
り
、
他
管
内
に
転

居
す
る
こ
と
の
禁
止
（
第
七
条
）
。
人
夫
出
役
の
柚
造
前
か
ら
他
出
し
保
内
に
不
在
の
者
で
、
理
由
な
く
居
住
地
に
復
帰
し
な
い

者
は
出
役
義
務
を
免
れ
る
た
め
に
他
山
し
た
者
と
み
な
す
（
第
八
条
）
。
出
役
人
夫
が
集
合
時
間
に
遅
れ
た
り
逃
走
し
な
い
こ
と

（
第
十
三
条
）
。
出
役
人
夫
が
逃
走
し
た
時
は
、
叩
内
の
各
家
長
を
連
座
処
分
に
す
る
こ
と
が
あ
る
　
（
第
十
六
条
）
。

人
夫
出
役
者
の
選
定
方
法
は
、
保
内
に
お
け
る
抽
鑑
と
い
う
形
式
を
取
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
出
役
順
序
を
定
め
て
お
き
、
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官
庁
の
命
令
に
よ
り
順
次
出
役
す
る
と
し
て
い
る
。
保
の
役
員
で
あ
る
保
正
は
出
役
人
夫
名
簿
を
作
り
あ
ら
か
じ
め
抽
紙
を
行

い
、
出
役
順
序
を
登
記
し
て
お
い
て
、
官
庁
の
命
令
で
順
次
出
発
さ
せ
る
も
の
と
す
（
第
五
条
）
。
一
家
に
数
人
の
出
役
義
務
者

が
あ
る
場
合
は
同
時
に
出
役
さ
せ
な
い
こ
と
　
（
第
六
条
）

保
甲
民
は
人
夫
出
没
に
つ
い
て
は
、
官
庁
と
保
甲
役
員
の
命
令
を
遵
守
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
第
二
粂
）
。
一
方
、

保
甲
役
員
は
、
人
夫
の
出
役
に
関
す
る
責
任
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
（
琴
二
条
）
。

出
役
人
夫
へ
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
醸
金
の
規
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。
出
役
の
免
除
を
受
け
た
者
（
第
四
条
但
し
書
き
に
よ
る

免
除
者
、
第
九
条
の
事
故
に
よ
り
揖
役
免
除
を
認
め
ら
れ
た
者
）
や
家
長
は
・
醸
金
を
し
て
出
役
者
に
対
す
る
利
益
を
図
る
（
第

十
条
）
。
こ
れ
ら
の
醸
出
金
を
、
出
役
者
の
家
族
で
生
活
困
難
な
者
に
前
貸
し
し
た
り
、
救
助
を
与
え
、
ま
た
は
人
夫
携
帯
品
の

購
入
や
出
役
人
夫
の
死
傷
手
当
賞
与
そ
の
他
必
要
な
費
用
に
あ
て
・
残
余
が
あ
る
時
は
出
役
人
夫
全
員
に
そ
の
出
役
日
数
に
応

じ
て
分
配
支
給
す
る
（
第
十
∴
粂
）
。
保
正
は
献
金
の
収
支
明
細
簿
を
作
り
、
そ
の
収
支
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
（
第
十
二
条
）
。

本
規
約
に
よ
る
感
金
、
過
怠
金
の
徴
収
と
醸
金
の
分
配
方
法
は
庁
良
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
。
保
正
は
出
役
業
務
終
了
後
三
十

日
以
内
に
人
夫
徴
収
に
関
す
る
収
支
決
算
を
庁
良
に
報
鉦
ロ
す
る
も
の
と
す
る
　
（
第
十
五
条
）

こ
の
規
約
に
違
反
し
た
者
は
「
百
円
以
↑
ノ
過
怠
金
ヲ
徴
ス
」
と
罰
金
を
課
す
こ
と
も
規
定
さ
れ
て
い
る
（
第
十
七
粂
）
。

3
　
保
甲
人
夫
の
動
員

（
1
）
徴
用
予
定
人
員
の
把
握

保
甲
人
夫
の
請
求
は
陸
軍
経
理
部
か
ら
な
さ
れ
る
が
・
前
も
っ
て
民
政
郡
で
は
警
察
本
署
長
代
理
名
で
各
庁
長
に
対
し
、
軍

部
所
要
の
徴
用
予
定
人
員
を
通
知
し
て
い
る
。
大
正
三
年
四
月
二
↑
二
日
付
で
桃
園
庁
・
新
竹
庁
エ
ロ
商
庁
・
阿
維
庁
、
四
月



大正三年太魯閣原住民討伐陸軍部隊における保申人夫徴用（一）（前）

二
十
四
日
付
で
台
北
庁
・
宜
蘭
庁
の
各
庁
長
に
宛
て
た
通
達
で
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
桃
園
庁
一
八
〇
〇
人
、
新
竹

庁
二
二
〇
〇
人
、
台
南
庁
二
〇
〇
〇
人
、
阿
根
庁
二
〇
〇
〇
人
、
台
北
庁
三
〇
〇
〇
人
、
宜
蘭
庁
一
九
四
一
人

民
政
部
で
は
、
保
安
課
長
名
で
徴
用
対
象
者
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
に
・
各
庁
に
対
し
労
働
状
況
に
関
す
る
調
査
の
照
会

を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
台
北
庁
と
宜
蘭
庁
の
調
査
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
調
査
で
は
、
農
繁
期
、
農
閑
期
・
労

働
者
の
普
通
賃
金
、
徴
用
し
得
る
最
大
人
員
（
農
繁
期
・
農
閑
期
）
を
調
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
保
甲
民
徴
用
の
責
任
を
担
っ
て

い
る
民
政
部
と
し
て
、
人
夫
動
員
を
効
率
的
に
行
う
た
め
に
、
保
甲
民
の
仕
事
の
状
況
を
ど
の
程
度
考
慮
す
る
か
、
検
討
の
材

料
に
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

七
月
二
二
日
付
で
民
政
部
警
察
本
署
長
よ
り
各
庁
長
宛
に
発
送
さ
れ
た
通
知
書
で
は
、
「
今
後
保
甲
人
夫
各
討
蕃
隊
物
資
輸
送

ノ
為
徴
用
ノ
予
定
有
之
」
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
雨
○
の
庁
か
ら
合
計
四
万
名
が
人
夫
徴
用
予
定
人
員
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て

い
る
（
※
こ
の
予
定
人
員
は
、
七
月
に
は
太
魯
閣
蕃
討
伐
作
戦
が
基
本
的
に
終
了
し
て
い
る
の
で
、
次
の
作
戦
の
た
め
の
徴
用

予
定
と
考
え
ら
れ
る
）
。

台
北
庁
　
五
五
〇
〇
名
　
宜
蘭
庁
　
二
五
〇
〇
名
　
桃
園
庁
　
三
〇
〇
〇
名
　
新
竹
庁
　
四
〇
〇
〇
名

台
中
庁
　
六
〇
〇
〇
名
　
商
投
庁
　
三
〇
〇
〇
名
　
嘉
義
庁
　
六
二
〇
〇
名
　
台
南
庁
　
六
〇
〇
〇
名

阿
紙
庁
　
三
〇
〇
〇
名
　
膨
湖
庁
　
　
八
〇
〇
名

計

　

　

　

四

〇

〇

〇

〇

名

（
2
）
陸
軍
経
理
部
の
保
甲
人
夫
請
求
と
出
役
人
夫
数

陸
軍
経
理
部
は
必
要
な
人
夫
の
請
求
を
民
政
長
官
宛
に
行
っ
て
い
る
。
そ
の
文
書
形
式
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

第
二
号保

甲
人
夫
請
求
書



大正三年太魯閣原住民討伐陸軍部隊における保申人夫徴用（一）（前）

大
正
三
年
四
月
十
七
日
　
台
湾
総
督
府
陸
軍
経
理
部
長
　
土
屋
　
善
旦
阻

民
政
長
官
　
内
田
　
嘉
吉
殿

討
伐
軍
隊
軍
需
品
輸
送
人
夫
ト
シ
テ
左
記
ノ
通
り
山
役
セ
シ
メ
ラ
レ
度
及
請
求
候
也

左
記

到
着
月
日

四
月
二
四
日

四
月
二
五
日

四
月
二
六
日

人
員
　
　
到
着
地

参
百
人
　
土
城

参
百
人
　
柑
仔
林

八
百
人
　
眉
渓

摘
要

柑
仔
林
、
眉
決
行
ノ
人
夫
ハ
可
成
土
城
、
輔
里
社
ヲ
経
由
セ
シ
メ
ラ
レ
タ
シ

以
下
、
保
甲
人
夫
請
求
書
に
基
つ
き
、

請
求
月
日
・
到
着
月
日
・
徴
用
人
員
数
・
到
若
地
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。

番

号

　

　

　

請

求

月

日

第

二

号

　

四

月

↓

七

口

第

三

号

　

四

月

二

一

日

第
四
号
　
五
月
四
日

第
五
号
　
五
月
四
日

到
着
月
日

四
月
二
四
日

四
月
二
五
日

四
月
二
六
日

四
月
二
八
口

四
月
三
〇
日

五
月
二
二
日

五
月
二
二
日

五
月
二
三
日

五

月

一

二

日

徴
川
人
員
数

三
〇
〇
人

三
〇
〇
人

八
〇
〇
人

八
〇
〇
人

八
〇
〇
人

一
〇
〇
〇
人

膚
0
0
0
人

一
〇
〇
〇
人

一
七
五
人

到
着
地

土
城

紺
仔
林

眉
渓

霧
祉
鞍
部

南
タ
ロ
ワ
ン

追
分

（17）

台
中
カ
ラ
目
的
地
　
（
※
使
用
区
域
記
載
）
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第

六

号

　

五

月

　

七

日

第

七

号

　

五

月

一

山

日

五

月

一

三

日

五

月

一

三

日

五

月

一

六

日

五

月

一

七

日

五

月

一

九

日

五

月

一

三

日

五

月

一

凹

日

五

月

一

六

日

五

月

一

六

日

五

月

一

八

日

五

月

一

五

日

五

月

一

五

日

五
月
一
六
人

五

月

一

七

日

五

月

一

八

日

五
月
二
〇
日

合
計

可
成
至
急

五
月
二
六
日

三
人

三
五
八
人

三
六
〇
人

一
八
〇
人

一
七
五
人

一
四
〇
人

一
九
五
人

二
六
〇
人

三
九
人

二
〇
〇
人

六
〇
人

八
三
人

一
一
三
〇
人

三
〇
〇
人

一
山
　
二
人

三
〇
〇
人

三
〇
五
三
人

四
〇
〇
人

四
六
〇
人

二
八
水
力
ラ
目
的
地

眉
揆
カ
ラ
目
的
地

露
社
鞍
部

追
分



大正三年太魯閤原住民討伐陵軍部隊における保申人夫徴用（一）（前）

′＼　　　　　ハ　　′ヽ

l】　　l】l】

二　　　六　四

日　　　目　口

緋頼朝緋膵潜燕

第
一
〇
号

第
一
二
号

第

一

二

号

第
一
三
与

第
一
四
日
勺

五

月

二

一

日

五
月
二
二
日

五
月
二
二
日

上
月
二
五
日

六

月

　

三

日

第

一

五

号

　

六

月

二

七

日

五
月
二
六
日

五
月
二
六
日

五
月
二
五
日

五
月
二
七
日

五
月
二
八
日

石
月
二
九
日

五
月
三
〇
日

五

月

三

一

日

六

月

　

八

日

六

月

　

九

日

六
月
二
〇
日

六

月

一

一

日

六
月
二
一
二
日

六
月
二
六
日

六
月
二
七
日

六
月
二
八
円

六
月
二
九
日

六
月
三
〇
日

七

月

　

二

日

ボ
ア
ル
ン

霧
社
各
倉
庫

哺
里
社

霧
社
倉
庫

（
※
第
八
号
は
二
種
類
出
さ
れ
て
い
る
）

哺
聖
社
倉
庫

霧
社
軽
部

霧
社
鞍
部

ル
ッ
ピ
倉
庫

霧
社
鞍
部

霧
社
倉
庫



大正三年太魯閣原住民討伐陸軍部隊における保申人夫徴用（一）（前）

第
一
六
号

第
一
七
号

第
一
八
号

第
二
〇
号

第
二
一
号

七

月

　

一

日

七

月

一

〇

日

七

月

一

六

日

八

月

　

一

日

八
月
二
六
日

七

月

　

三

日

七

月

　

四

日

七

月

　

五

日

七

月

　

六

日

七

月

　

四

日

七

月

一

〇

日

七

月

一

七

日

七

月

一

八

日

七

月

一

九

日

八

月

　

五

日

九

月

　

三

日

一
〇
〇
〇
人

一
〇
〇
〇
人

一
〇
〇
〇
人

一
〇
〇
〇
人

五
〇
〇
人

四
〇
〇
〇
人

三
〇
〇
人

九
〇
〇
人

八
〇
〇
人

六
〇
〇
人

五
〇
人

花
蓮
港
倉
庫

（18）

集
々
　
（
※
）

草
鞋
屯

土
城

柑
仔
林

基
隆

基
隆

以
上
の
陸
軍
請
求
人
夫
数
（
到
着
月
日
四
月
二
四
日
～
九
月
三
日
）
を
合
計
す
る
と
三
八
七
七
一
人
と
な
る
。
（
※
請
求
書
の

第
一
号
と
第
一
九
号
を
除
く
）

（19）

ち
な
み
に
、
陸
軍
経
理
部
は
「
経
理
部
皿
役
人
夫
人
員
表
」
と
い
う
資
料
を
作
成
し
て
い
る
（
表
1
）
。
こ
れ
は
、
四
月
二
一

日
か
ら
六
月
二
八
日
ま
で
の
出
役
人
夫
数
を
あ
げ
た
も
の
で
、
逃
走
人
員
、
帰
還
人
員
、
病
死
を
引
い
た
差
し
引
き
残
り
＝
そ

の
時
点
で
の
実
際
の
州
役
人
夫
数
も
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
人
夫
人
員
表
に
よ
る
と
、
出
役
人
員
の
合
計
は
二
三
五
〇
〇
人
と
な
っ

て
い
る
。

陸
軍
経
理
部
の
請
求
人
矢
数
の
合
引
三
八
七
七
一
人
か
ら
六
月
二
八
日
以
降
の
一
四
一
五
〇
人
を
引
け
ば
二
四
六
二
一
人
と
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大正三年太魯閤原住民討伐随軍部隊における保申人夫徴用（一）（前）

な
り
、
「
経
理
郡
山
役
人
夫
人
員
表
」
　
の
出
役
人
員
の
合
計
二
三
五
〇
〇
人
と
か
な
り
近
似
し
た
数
値
と
な
る
。

以
上
か
ら
、
陸
軍
請
求
人
夫
数
が
実
動
出
役
人
員
に
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
人
魯
閣
討
伐
陸
軍
部
隊
に
動
員

さ
れ
た
保
甲
人
夫
数
は
約
四
万
人
と
み
ら
れ
る
。

（
3
）
　
人
夫
の
輸
送

陸
軍
経
理
部
の
保
甲
人
夫
請
求
を
受
け
て
、
民
政
長
官
は
各
庁
に
対
し
て
所
要
す
る
陸
軍
部
隊
へ
の
引
渡
し
を
要
謂
す
る
と

と
も
に
・
人
夫
の
輸
送
計
画
を
立
て
通
知
し
た
。
輸
送
は
、
汽
車
に
よ
る
陸
上
輸
送
と
船
舶
に
よ
る
海
上
輸
送
が
行
わ
れ
て
い

る。

A
　
汽
車
輸
送

人
夫
の
動
員
と
輸
送
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
、
人
夫
徴
用
の
初
期
段
階
の
状
況
を
よ
く
示
し
て
い
る
台
南
庁
の
事
例
に

つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
陸
軍
経
理
部
か
ら
四
月
一
二
日
付
け
で
四
月
二
八
日
と
三
〇
日
に
合
計
一
六
〇
〇
名
の
人
夫
徴
川
を
請

求
さ
れ
た
民
政
部
は
、
台
南
庁
に
徴
川
人
夫
の
引
渡
し
を
要
請
す
る
以
下
の
通
達
文
を
台
南
庁
に
だ
し
て
い
る
。

第
九
四
二
占
う

至
急

大
正
三
年
四
月
二
三
日

警
察
本
署
長
　
保
安
課
長
㊥

警
務
課
長
㊥

民
政
長
官
　
（
委
任
印
）

総
督
　
（
委
任
印
）

年
月
日
　
民
政
長
官
代
理



大正三年太魯閣原住民討伐陸軍部隊における保申人夫徴用（一）（前）

台
南
庁
長
宛

保
甲
人
夫
徴
用
ノ
件

生
蕃
討
伐
軍
隊
ノ
物
資
輸
送
ノ
為
左
記
ノ
通
保
甲
人
夫
ヲ
徴
用
シ
大
正
三
年
討
伐
陸
軍
部
隊
所
要
保
甲
人
夫
徴
用
規
程
第

五
條
前
段
二
依
り
巡
査
、
巡
査
補
ヲ
附
シ
尚
諸
般
ノ
取
締
二
任
セ
シ
ム
ル
為
警
部
補
壱
名
ヲ
附
属
セ
シ
メ
別
表
二
依
り
汽

車
輸
送
ヲ
為
シ
到
着
地
陸
軍
経
埋
部
白
へ
引
渡
可
被
成

右
依
命
通
達
ス

追
テ
警
察
官
二
ハ
民
装
セ
シ
メ
ラ
ル
へ
ク
為
念
中
添
候

左
記

到
着
月
日

四
月
二
八
日

四
月
三
十
R

人
夫
人
員

八
百
人

八
百
人

到
着
地
名

商
投
庁
霧
社
鞍
部

同

摘
要

四
月
二
六
日
土
城
宿
泊
、
二
七
日
柄
里
祉
宿
泊

四
月
二
八
日
土
城
宿
泊
、
二
九
日
輔
里
社
宿
泊

注
意
一
、
目
下
軍
隊
ハ
行
動
開
始
セ
サ
ル
モ
此
ノ
人
夫
ハ
行
動
開
始
後
モ
使
役
ス
ル
筈
二
付
身
体
強
壮
二
シ
テ
担

送
二
差
支
ナ
キ
者
ヲ
選
抜
徴
用
セ
ラ
ル
へ
シ

二
、
人
夫
ハ
各
自
昼
食
ヲ
携
帯
セ
シ
メ
ラ
ル
へ
シ

保
甲
人
夫
徴
用
に
あ
た
っ
て
、
物
資
輸
送
に
あ
た
る
人
夫
に
監
督
の
警
察
官
を
つ
け
て
汽
車
輸
送
し
、
到
着
地
の
経
理
部
員

に
引
き
渡
す
こ
と
と
さ
れ
、
人
夫
の
到
着
日
、
人
夫
人
員
、
到
着
地
名
と
宿
泊
地
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
要
請
に
対
し
、
台
南
庁
長
は
、
閏
月
二
五
日
付
で
、
以
卜
の
よ
う
に
要
請
さ
れ
た
人
夫
の
徴
用
が
順
調
に
進
ん
で
い
る

（2■）

旨
民
政
部
に
通
報
し
て
い
る
。



大正三年太魯閣原住民討伐陸軍部隊における保申人夫徴用（一）（綿）

同
圃
㈲
励
］
＝
H
旧
粗

大
正
三
年
四
月
二
十
五
日

重
商
鹿
島
　
松
木
茂
俊

民
政
部
警
察
本
署
長
代
理

警
視
r
l
I
山
佐
之
助
殿

豪
商
警
ホ
第
二
七
〇
六
郷

人
夫
徴
用
二
関
ス
ル
状
況
通
報

討
伐
軍
隊
二
付
属
ス
へ
キ
人
夫
徴
用
二
付
テ
ハ
嚢
二
民
政
長
官
ノ
通
達
ア
ル
ヤ
夫
々
計
画
ヲ
立
テ
一
面
保
甲
役
員
等
こ
対

シ
大
体
ノ
方
針
二
就
テ
橡
メ
訓
示
ヲ
輿
へ
速
力
二
恐
慌
ヲ
来
ス
コ
ト
ナ
カ
ラ
シ
ム
ル
様
仕
向
ケ
置
キ
タ
リ
シ
カ
本
月
二
十

日
付
ヲ
以
テ
人
夫
千
六
百
名
（
本
月
二
十
六
日
出
発
ノ
分
八
百
名
同
月
二
十
八
日
‖
発
ノ
分
八
百
名
）
徴
用
ノ
電
命
二
接

シ
タ
ル
ヲ
以
テ
直
チ
二
之
ヲ
各
所
轄
男
人
口
こ
照
シ
別
表
ノ
如
ク
鼠
モ
公
平
二
割
督
テ
且
ツ
各
保
民
ノ
轍
出
二
依
り
一
人

一
日
五
六
十
銭
佗
ノ
補
助
ヲ
輿
フ
ル
ト
共
二
相
督
前
貸
シ
ヲ
モ
ナ
ス
コ
ト
ー
ナ
リ
徴
用
方
二
着
手
シ
タ
ル
ヨ
リ
直
轄
各
支

應
下
二
別
二
民
心
ノ
動
揺
等
ヲ
見
ル
コ
ト
ナ
ク
寧
口
地
方
こ
依
リ
テ
ハ
全
部
希
望
者
ヲ
以
テ
徴
用
シ
得
タ
ル
有
様
二
テ
明

口
出
発
ス
へ
キ
第
一
回
輸
送
ノ
分
八
百
名
ハ
既
二
携
帯
品
共
他
一
切
ノ
準
備
整
ヒ
ア
リ
テ
好
都
合
二
輸
送
シ
得
ル
見
込
二

俣

粂

不

取

敢

通

報

ス

　

　

　

　

終

五
月
七
日
付
け
で
、
民
政
長
官
代
理
よ
り
桃
園
・
新
竹
・
台
繭
・
阿
緬
各
庁
長
宛
に
、
人
夫
を
徴
用
し
所
要
陸
軍
部
隊
に
引

き
渡
す
よ
う
に
と
の
通
達
が
だ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
通
達
に
は
、
各
庁
単
位
で
、
集
合
地
・
集
合
日
時
（
五
月
一
二
日
～
二
三

日
）
・
所
要
部
隊
名
・
所
要
人
員
が
記
載
さ
れ
た
一
覧
表
（
「
生
蕃
討
伐
軍
隊
所
要
人
夫
集
合
場
所
及
集
合
時
間
一
覧
表
」
）
が
添

付
さ
れ
て
い
る
。
所
要
人
員
は
、
桃
園
庁
一
八
〇
七
人
・
新
竹
庁
二
〇
〇
〇
人
・
台
南
庁
四
一
二
人
・
阿
根
庁
一
〇
〇
〇
人
。
一



大正三年太魯閣原住民討伐陸軍部隊における保申人夫徴用（→）（前）

表2　新竹應ノ分 覧
表
の
一
例
と
し
て
、
新
竹
庁
の
分
を
あ
げ
て
お
き
た
い
（
表
2
）
。
こ
の
人
夫
は
五
月
二
二
日
二
三
日
に
追
分
に
集
合
す
る
人

夫
で
、
追
分
の
陸
軍
経
理
部
倉
庫
の
所
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ち
な
み
に
、
こ
の
新
竹
庁
分
は
、
保
甲
人
夫
請
求
書
第
四
号
の
　
「
五
月
二
二
日
到
着
月
日
・
人
員
二
〇
〇
〇
名
・
到
着
地
追

分
」
　
に
対
応
し
て
い
る
。
こ
れ
は
請
求
書
の
欄
外
に
　
「
新
竹
」
　
と
書
き
込
ま
れ
て
い
る
の
で
確
認
で
き
る
。

ま
た
、
阿
纏
庁
分
の
一
覧
表
の
う
ち
で
、
南
タ
ロ
ワ
ン
の
所
要
人
員
一
〇
〇
〇
人
は
、
保
甲
人
夫
請
求
書
第
四
号
の
　
「
五
月

二
二
日
到
着
月
日
・
人
員
一
〇
〇
〇
名
・
到
着
地
雨
タ
ロ
ワ
ン
」
　
に
対
応
し
て
い
る
。
こ
れ
は
新
竹
庁
の
事
例
と
同
じ
く
、
請

求
書
の
欄
外
に
　
「
阿
鰭
」
　
と
書
き
込
ま
れ
て
い
る
の
で
確
認
で
き
る
。

以
上
の
人
夫
輸
送
に
つ
い
て
は
、
五
月
九
口
付
け
で
下
車
駅
の
あ
る
台
中
庁
艮
宛
に
　
「
人
夫
輸
送
表
」
　
（
表
3
）
が
発
送
さ
れ

て
い
る
。
下
車
の
日
時
・
時
間
二
駅
名
、
人
夫
人
員
、
人
夫
所
属
庁
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
通
知
で
は
混
雑
し
な

い
よ
う
配
慮
を
求
め
て
い
る
。

五
月
二
六
日
と
二
七
日
、
嘉
義
庁
　
（
一
四
〇
〇
人
）
　
と
台
南
庁
　
二
六
〇
〇
人
）
　
か
ら
動
員
さ
れ
る
人
夫
の
　
「
人
夫
汽
車
輸

（25）

送
表
」
　
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
月
日
・
発
着
時
間
・
乗
車
下
車
駅
名
・
乗
車
下
車
人
員
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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表3　人夫輸送表 

A エコ 計 佛���:�:�騙ｹ:�:�:�:�:�:�:�:�:�:���月 日 �｢�鍈� 

十　二　十十十十　　十十　十　十十 一　十　九八八七　　六天　四　三二 

日　　　日　H　R　R　R　H　ロ　U　H　H　R　H　H　日　日 

同　後前　後　後　後　後　後　後　後　前　後　後　後　後　前　後 倬��

上　　十　　　　　　十　　十　　　卜　　　　　　　　十 

時時　時　暗　時　時　時　時　時　時　時　時　時　時　時　時 

四四　五　四　克　九　四　四　四　四　四　四　四　四　四　四 亊B�

十十　十　十　十　分　十　十　十！十　十　十　十　卜　十 
一六　五　一一　五　　一　七　分　分　一　一　分　分　二　一 

分分　分　分　分　　分　分　　　　分　分　　　　分　分 

同　　同　同　同　台　二　同　台　二　台　台　合　同　二　同　台 �r�kﾂ�

申　八　　中　八　申　申　巾　　八　　巾 

水　　　　水　　　　　　　　水 

六 〇 ��人 夫 

五 ��ｸ�������ｸ���ｨ������ｨ���ｨ��Jｨ��耳��ｾ8�����耳��貶��ｾ8��貶�������人 

0　　　0　0　五　〇　〇　〇　二　九　〇　三　三　五　〇　一　五 �R�

同　　新　阿　桃　台　阿　桃　台　阿　同　同　桃　同　阿　同　桃 傀ｩ�ﾂ�

竹　綿　風　雨　礪；園　南　媚　　　　園　　賊　　園 囘iWb�kﾂ�

庁　庁　庁　庁　庁　庁　庁　庁　　　　庁　　庁　　庁 

同　　同　台　台　台　二　台　台　二　台　台　台　同　二　同　台 �4R�wb�

中　中　中　八l日　中　八　中　中　中　　八　　中 

二　二　二　水　二　二　水　二　二　二　　　水　　　ニ 

下　下　下　二　下　下　二　下　下　下　　　二　　　下 

車　中　申　下　申　申　下　市　車　車　　　下　　車 

シ　シ　シ　車　シ　シ　東　シ　シ　シ　　　車　　　シ 

士　各　七　シ　直　直　シ　台　東　台　　　同　　　台 

城　部　城　各　二　二　同　中　二　中　　地　　中 

ニ　隊　二　部　各　土　地　ノ　土　ノ　　　ノ　　　ノ 

全　へ　全　隊　部　城　ノ　各　城　各　　各　　各 

リ　配　り　へ　隊　二　各　部　二　部　　部　　郡 

宿　属　宿　配　へ　至　部　隊　至　隊　　隊　　隊 

泊　　　泊　属　配　り　隊　ヘリ　へ　　　へ　　へ 

属　宿　二　配　宿　配　　配　　配 

泊　配　属　泊　属　　属　　属 

属　ス　ス 

ス 

－　25　－ 



大正三年太魯閣原住民討伐陸軍部隊における保申人夫徴用（一）（前）

保甲人夫徴用人員表 六
月
八
目
と
九
日
到
着
地
霧
社
鞍
部
、
人
夫
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
〇
〇
人
の
請
求
（
保
甲
人
夫
請
求
書
第
二
号
）
に
対
し
て
は
、

（26）

台
中
庁
と
意
義
庁
に
動
員
が
か
け
ら
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
　
「
第
一
表
　
保
甲
人
夫
徴
用
人
員
表
」
　
と
　
「
第
二
義
　
保
甲
人
夫
汽
車

輸
送
時
間
表
」
　
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
台
中
庁
の
第
一
表
　
（
表
4
）
　
と
第
二
表
　
（
表
5
）
　
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。

第
一
義

六
月
二
〇
日
到
着
地
霧
社
鞍
部
、
人
夫
一
〇
〇
〇
人
の
請
求
　
（
保
甲
人
夫
請
求
書
第
一
二
号
）
　
に
対
し
て
は
、
新
竹
庁
と
台

南
庁
に
動
員
が
か
け
ら
れ
た
。
こ
の
内
、
新
竹
庁
の
徴
用
人
夫
五
〇
〇
人
に
関
し
て
、
同
庁
か
ら
は
民
政
部
警
察
本
署
長
宛
に

乗
車
時
刻
を
知
ら
せ
る
よ
う
求
め
る
文
書
が
残
っ
て
い
る
。

七
月
二
目
か
ら
六
日
到
着
で
人
夫
合
計
五
〇
〇
〇
人
、
到
着
地
霧
祉
鞍
部
の
請
求
（
保
甲
人
夫
請
求
書
第
一
五
号
）
　
に
対
し

て
は
、
台
北
庁
・
新
竹
庁
・
桃
園
庁
ム
口
中
庁
・
台
南
庁
・
阿
根
庁
に
動
員
が
か
け
ら
れ
て
い
る
（
「
人
夫
徴
用
人
員
表
」
）
　
（
表

6）。
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表5　保甲人夫汽車輸送時間表

注 �:���:���:���:���:���:���:���:���:�����月 ��b�鍈�屬�鍈�保 申 人 夫 汽 車 輸 送 

意 五人 佇��

′ヽ 日 ����

同　午　同　同　午　午　同　同　同　午 倬��
一　後　十　九　前　後　十　九　八　前 

時一時時九〇一時時七 四時十四時時時什五時 

百　夫 偖ﾈ���ｸ��ﾍﾈ������ｨ��貶��Jｨ��?������劼�間 

六及 十讐 二察 ����ﾈ�"�自ZｩZｩZｨ耳�ZｩZｨｾ8��剋� 

分　発　発　　　分　七　発　着　分　六 劍ｭB�Uﾂ�&��(b�*��

着　　　　　　発　分　　　　　　分 

入官 八二 攣ハ 價ﾒ�

台　胡　台　胡　後　台l¶　台　大　田 �r�kﾂ�
打昼 セ食 シヲ ム携 �(h������%�������z(��(h��(h��(h��ﾈ�7���(b�

倣　　　傲　d三　　　火　　　　　央 

ト　　　　　　ド　　　　　　　　　　ド　　　　　　ト ��ﾂ�蹴�

ル　帯 佻ﾈ��ﾍﾈ��?����������������ｨ���ｨ���｢�

モ　セ ��

ノシ トメ スラ レ ��ﾈ�������ﾈ�����������ﾈ���ﾈ���ﾈ���ﾈ���ﾂ�

LP　L「．－．」　LJ　Lr」 �4R�wb�

夕 儿�������X�������X�������X��

シ �,ｨ��,ｨ��,ｨ��暈����������������

車　　　中　　　車　　　中 

上　　　　下　　　　上　　　　上 

－1　リ　　　り　　リ 

番　　　　番　　　　番　　　番 
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表6　人夫徴用人員表

備 俯X������������������������������������至l ��ﾂ�Wb�月　　　月　月　　　月　月　　　月　　　月　　　月 �(R�

考 倅����������貶������ﾍﾈ��?�������蓼������貶������?��月 

人　台 冦ｨ������ﾏｸ��������?ｨ��?ｨ������?ｨ������?ｨ������?｢�＝ 霧　　同　霧　　同　霧　　霧　　霧　　霧 �9��(R�

夫：fl 及ニ 倆����������������������������������������地 �*R��ﾂ�

徴 

警於 察テ 佻ﾈ�������ｨ��ﾍﾈ�����ｨ��ﾍﾈ����ﾍﾈ����ﾍﾈ����ﾍﾂ���ﾂ�蹴�

官　健 ��������������������������������������������用 儷ﾂ�kﾂ�fｲ�ﾎB�

ハ　康 ��������������������������������������������人 

昼診 食断 携ヲ ��ﾈ�������ﾈ���ﾈ�������ﾈ���ﾈ�������ﾈ�������ﾈ�������ﾂ�員 

七　　　七　七　　　七　六　　七　　七　　六 佝��р�

帯　為 �?ｨ������ﾈ���ﾈ�������?ｨ��ﾈ�������ﾈ�������ﾈ�������ﾈ��

ヲ　ス ��

要 冦ｨ������ﾏｸ��?ｨ������?ｨ���������?ｨ������mｨ��������

ス ��H�����H���H����7���?ｨ�����H�����H����m｢�

中　　中　中　　城　土　　中　　中　　台 

蓋冠蓋蓋緋蓋蓋蓋蓋慧茎 
宿　　宿　宿　　四　月　　宿　　宿　　城 

泊　　泊　泊　　日　一　　泊　　泊　　宿 

七　　七　七　　哺　日　　七　　七　　泊 

日　　　月　月　　　旦　哺　　　月　　　月　　　七 

二　　五　三　　社　里　　二　　三　　月 

日　　　日　日　　宿　社　　日　　　日 

哺　　哺　哺　　泊　宿　　哺　　哺　　　日 

里　　里　塁　　七　的　　塁　　皇　　哺 

社　　社　社　　月　七　　社　　社　　里 

宿　　宿　宿　　五　月　　宿　　宿　　社 

泊　　泊　泊　　　H　二　　泊　　泊　　宿 

七　　　七　七　　霧　日　　　七　　七　　　泊 

月　　　月　月　　　社　霧　　月　　　日　　　七 

三　　六　四　　着　祉　　三　　四　　　月 

日　　　日　日　　　　　着　　　日　　　日　　　二 

霧　　霧　霧　　　　　　　　霧　　題　　目 

社　　社　祉　　　　　　　　祉　　社　　霧 

若　　者　若　　　　　　　　者　　着　　社 

著 



大正三年太包間原住民討伐陸軍部隊における保申人夫徴用（一）（前）

索

基　打　同　同

隆　狗

長　撫　安　小

春　順　平　倉

九　九　九　九

B
　
海
上
輸
送

人
夫
輸
送
の
も
う
一
つ
の
方
法
と
し
て
・
台
湾
東
部
の
海
上
輸
送
が
あ
る
。
基
隆
港
と
花
蓮
港
を
結
ぶ
ル
ー
ト
で
あ
る
。

ム
月
に
「
花
蓮
港
方
面
討
伐
隊
輸
送
計
画
」
が
作
成
さ
れ
て
い
る
（
表
7
）
。
こ
の
輸
送
計
画
表
は
、
基
降
と
藤
池
を
乗
船
地

と
し
、
五
月
二
三
日
か
ら
二
七
日
に
か
け
て
花
蓮
港
に
L
陸
予
定
の
船
彗
出
帆
時
間
、
上
陸
地
、
入
港
時
間
、
輸
送
人
員
が

記
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
・
輸
送
人
員
の
内
訳
は
、
討
伐
軍
の
応
援
隊
（
台
北
・
宜
蘭
∵
台
中
・
商
投
・
警
察
本
署
・
桃
園
・

新
竹
）
二
二
四
七
人
、
職
T
と
人
夫
の
監
督
者
（
警
察
官
）
一
八
人
、
職
工
及
人
夫
五
一
三
九
人
で
あ
る
。
こ
の
内
、
（
保
甲
）

人
夫
は
　
「
職
丁
及
び
内
地
人
夫
」
　
二
八
八
人
を
除
く
と
四
九
四
一
人
で
あ
る
。

七
月
に
は
、
船
舶
に
よ
る
帰
還
人
夫
の
輸
送
が
本
格
化
す
る
。
人
夫
帰
還
に
あ
た
っ
て
は
、
陸
軍
経
理
部
長
よ
り
民
政
長
官

宛
に
上
陸
地
・
船
名
・
乗
組
人
員
・
日
航
月
日
・
入
港
月
日
が
記
入
さ
れ
た
「
人
夫
帰
還
之
件
通
牒
」
が
だ
さ
れ
た
。
（
八
月
十

八
日
出
航
以
降
の
分
に
つ
い
て
は
、
下
壁
駅
名
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
の
番
号
は
、
文
書
番
号
で
、
塞
挫
庶
第
〇
〇
日
巧
と

記
載
さ
れ
て
い
る
。
）

上
陸
地

三
〇
ム
循
　
基
降

船
名
　
乗
組
人
員

奉

天

九

　

一

．

四

日

航

月

日

　

入

港

月

日

　

　

　

摘

要

十
十
爪
川
丁
岬

五
〇
〇

七
六
〇

五
四
二
．

二
一
〇

八

月

　

二

口

八

月

　

三

口

同・
へ
＝
　
　
1
＝
〓

八

月

　

八

日



大正三年太魯閣原住民討伐陸軍部隊における保申人夫徴用（一）（前）

計 偖ﾂ�偃��ﾍﾂ�?｢�偃��貭�?｢�至 劔?�ﾍﾂ��ﾈ��月 �B����ﾖ��_ｲ�l｢�:"�K�����t���r�ﾇb�′ヽ 日 劔�?｢�凵a �?｢�

蘇 湾 亳��{"�基 隆 ��蘇 汚 ��基 隆 舒��{"�基 隆 ��b��B�&��

小 倉 丸 儻b�+r�ｭｲ�基 隆 丸 �5b�ｭｲ�天 長 丸 ��茲�8��基 隆 丸 ���[ﾒ�ｭｲ�天 長 丸 ��B�kﾂ�

乍二 後十 佻�?��午二 佻�?��ﾛ偖ﾂ�千二 �:��同 佻�?��午二 偬��

後十 佩8��佩8��剏繽¥ 佩8��帆 時 間 

±ハ 晦日 ��ﾈ�(�ﾈ�"�鳬?｢�六五 時日 ��ﾍﾂ��?｢�±四 画日 劍�ﾈ�)?��鳬?｢�′ヽ＿・．＿ 時日 刮� 

同 �:��同 �:��同 �:��同 �:��花 道 港 ��2�zB�&��

同 佻�?����ﾂ�ﾍﾈ��鳬?｢�同 佻�?����ﾂ�?�?��ﾈ���鳬?｢�午二 前十 五五 時日 �:��同 佻�?����ﾂ�ﾍﾈ貭�鳬?｢�午二 前十 五三 時日 �?ﾂ�ﾖ��鰾�ｭB�

四 亰��計新桃応 ��同 ○ 亰��同 ○ �:��同 ○ 佰ｲ�輸 

蘭 応 ���ﾉH9���計八五中城 二　九一隊 剽� 応 劔元 応 ��r�5��

援 剋褐|歪喜 一南 剋褐� 劔一援 �-b�4ﾂ�

七 ��ｹ���／八 二四 劍ｪ������ｲ�亂����隊 員 

八 亰��yb�*����ﾛ�� ��同 庁 巡 査 �ｨｵ��yb��*��ｿ9�"�?�YB�ﾅb�同 巡 至 �:����J2�rl 北 殿 巡 査 ����B�fｲ��ﾊr��(ﾇ��?�YB�^"�及輸 入送 夫ス ノヘ 警萎 

五 五 亰��yb�*��ﾍﾈ屬��ｲ��ｲ� ��同 五 〇 〇 亰��yb�*��ｾ8屬�貭�夫戯同 工 二内 八地〇 八人○ �:��ﾍﾂ��｢��｢�同 五 〇 〇 ��������ﾈ�ﾉfｲ��*��ﾍﾈ屬��ｲ��ｲ�職輸 工送 及ス 人へ 夫キ 

七 四 九 l用 ��ﾂ�價｢�佻ﾂ�貭�一 劍�ﾂ�人一 

七 プ 劔價｢�剏ﾜ 丶ﾈﾏｲ�6ﾒ�

L 四 刹� 劍貭�剋l 冲���r�



大正三年太魯閣原住民討伐陸軍部隊における保申人夫徴用（一）（前）

基　　基　打　打　打　基　基　基

降　　隆　狗　狗　狗　隆　隆　隆

長　　長　福　最　良　長　島　小

春　　春　岡　香　春　春　希　倉

丸　　丸　九　九　九　九　九　九

ハ　　　　一・四　一　一一・五

九　七　六　〇　〇　二　五　一

三　九　六　〇　一　〇　八　三

五　四　一　〇　六　一

日　H R R　日　日

三
二
〇
循

三
三
〇
師

三
四
二
姉

三
五
〇
弥

三
六
六
弥

三
七
川
堀

三
七
五
弥

三
九
〇
弥

八
月
卜
八
口

八
月
二
〇
日

八
月
二
五
日

八
月
一
．
八
日

九

月

　

九

日

九
月
∴
　
二
円

九

月

一

五

日

二

八

五

　

　

九

月

二

五

口

　

二

六

日
（12）

人
夫
の
帰
還
人
夫
輸
送
に
際
し
て
は
、
「
人
夫
輸
送
引
画
一
覧
表
」

新
竹
庁

外
二
引
率
警
察
官
一
名
、
※
下
車
駅
名
記
入
あ
り

外
二
引
率
警
察
官
三
名
、
※
下
車
駅
名
記
入
あ
り

外
こ
引
率
警
察
官
台
南
庁
二
名
、
桃
閲
庁
一
名

外
二
監
督
巡
査
阿
絨
庁
一
名
、
奈
義
庁
一
名

外
二
監
督
巡
奄
阿
絨
庁
、
台
南
庁
、
嘉
義
庁
一
名
宛

外
二
桃
囲
庁
巡
査
補
一
名

外
二
監
督
警
察
官
桃
圃
庁
警
部
補
以
下
九
、
新
竹

庁
二
、
台
中
庁
∵
■
　
※
下
車
駅
名
記
入
あ
り

引
率
警
察
官
新
竹
庁
警
部
補
一
、
台
北
庁
巡
査
三

が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

「
新
募
帰
還
人
夫
輸
送
計
画
一
覧
表
」
帰
還
人
夫
輸
送
分
　
七
月
二
四
円
～
八
月
二
日
花
蓮
港
発
（
基
隆
着
）
、
船
数
九
、
輸

送
人
員
五
〇
〇
〇
人
　
（
船
名
）
　
小
倉
丸
・
奉
天
九
・
安
平
九
・
撫
順
九
・
長
春
丸

（
※
新
募
人
夫
の
輸
送
は
以
下
の
通
り
‥
七
月
二
四
日
～
二
八
日
義
隆
港
発
花
蓮
港
着
、
船
数
九
、
輸
送
人
員
四
〇
〇
〇

人
。
な
お
、
こ
の
計
画
表
に
は
大
幅
な
修
正
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
予
定
の
変
更
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
た
こ
と
が
窺

われる。）

「
帰
還
人
夫
輸
送
計
画
表
」
　
七
月
三
〇
日
～
八
月
三
日
花
蓮
港
発
（
基
隆
港
着
）
　
（
蘇
渚
に
寄
港
）
、
船
致
五
、
輸
送
人
員
二

五
四
一
人
　
（
船
名
）
　
小
倉
九
・
長
春
九
・
安
平
九
・
奉
天
丸

「
討
伐
軍
隊
及
人
夫
輸
送
計
画
」
　
八
月
二
八
日
～
九
月
一
日
花
蓮
港
発
（
基
隆
溶
着
三
隻
、
打
狗
港
着
三
隻
、
卑
南
港
着
一



大正三年太包閤原住民討伐陸軍部隊における保申人夫徴用（一）（嗣）

隻
）
、
船
数
七
、
輸
送
人
員
二
七
二
八
人
余
　
（
他
に
、
軍
隊
将
校
四
人
、
下
士
卒
九
四
人
な
ど
）
　
（
船
名
）
長
春
九
・
奉

天
九
・
福
岡
丸

（
4
）
　
人
夫
健
康
診
断
の
実
施

徴
用
人
夫
の
選
抜
に
あ
た
っ
て
、
四
月
二
二
口
付
け
で
警
察
本
署
良
代
理
か
ら
各
庁
長
宛
に
　
「
徴
用
す
る
人
夫
は
討
伐
が
終

了
す
る
ま
で
交
代
さ
せ
な
い
苦
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
最
も
身
体
強
壮
な
者
を
選
抜
し
て
徴
用
す
る
よ
う
に
」
　
と
の
通
牒
が
だ

さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
実
際
に
徴
用
さ
れ
た
人
夫
は
使
役
す
る
軍
隊
側
か
ら
み
て
満
足
の
い
く
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
五
月
…
九

（鋤）

口
、
台
湾
総
督
府
陸
軍
経
理
部
長
か
ら
台
湾
総
督
府
民
政
長
官
宛
に
出
さ
れ
た
　
「
保
甲
人
夫
二
関
ス
ル
件
通
牒
」
　
で
、
軍
隊
付

き
の
専
属
人
夫
の
体
質
が
か
よ
わ
く
、
定
め
ら
れ
た
荷
物
の
担
送
に
耐
え
ら
れ
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
各
日
の
携
楷
晶
が
多
量

で
ま
す
ま
す
負
担
力
が
落
ち
、
部
隊
か
ら
の
苦
情
が
続
出
す
る
だ
け
で
な
く
行
動
に
も
支
障
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
な

い
の
で
、
将
来
の
徴
募
に
あ
た
っ
て
は
こ
の
よ
う
な
者
が
損
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
は
し
い
、
と
要
請
し
て
い
る
こ
と
か
ら
窺

え
る
。
こ
の
通
牒
を
受
け
て
、
試
月
二
一
日
、
警
察
本
署
長
よ
り
各
庁
長
宛
に
、
陸
軍
よ
り
苦
情
が
あ
っ
た
の
で
将
来
人
夫
徴

（35）

用
の
際
に
は
一
層
注
意
す
る
よ
う
に
、
と
の
通
牒
が
出
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
「
今
回
ノ
保
甲
人
夫
中
二
ハ
最
初
ヨ
リ
全
ク
労
働
二
堰
へ
サ
ル
モ
ノ
（
老
衰
従
来
ヨ
リ
疾
病
二
躍
り
居
り
タ
ル
モ
ノ

（36）

ハ
不
具
者
ノ
類
）
多
数
ア
リ
」
　
（
六
月
四
日
、
台
中
庁
）
と
の
報
皆
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
通
牒
が
各
庁
で
徹
底
さ
れ
た
か
ど
う

か
は
疑
問
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
汽
車
下
車
地
点
で
各
庁
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
人
夫
の
健
康
診
断
を
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
汽

車
下
車
地
点
（
台
申
駅
ま
た
は
員
林
駅
）
　
に
お
け
る
健
康
診
断
が
ど
の
段
階
か
ら
行
わ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
所
轄
の
台

叫
庁
島
か
ら
民
政
部
警
察
本
署
長
に
あ
て
た
通
報
に
よ
り
、
六
月
末
か
ら
七
月
の
健
康
診
断
の
結
果
が
わ
か
る
。
以
下
、
①
健



大正三年太魯閣原住民討伐陸軍部隊における保申人夫徴用（→）（前）

康
診
断
実
施
日
時
、
②
健
康
診
断
実
施
場
所
、
③
検
査
対
象
人
員
、
④
不
合
格
者
数
、
の
順
で
表
記
す
る
。

a
．
①
六
月
二
七
日
午
後
二
時
②
台
叶
駅
　
③
新
竹
庁
五
〇
〇
名
、
　
阿
鰯
庁
五
〇
〇
名
　
④
新
竹
庁
二
四
名
、
阿
喉
庁
三

〇
名
、
合
計
五
四
名

b
　
①
六
月
二
八
日
午
後
一
時
②
台
申
駅
　
④
台
南
庁
一
〇
〇
〇
名
　
④
↓
一
三
名

C
　
①
六
月
三
〇
日
　
②
台
中
駅
　
③
台
中
庁
五
〇
〇
名
、
　
台
北
庁
五
〇
〇
名
　
④
ム
口
中
庁
六
九
名
、
台
北
庁
二
二
名

d
　
①
七
月

e
　
①
七
月

ト
∴
　
①
七
月

g
．
①
七
月

h
　
①
七
月

1
．
①
七
月

1
．
①
七
n

k
．
①
七
月

二
口
　
②
台
申
駅
　
③
阿
楯
庁
ム
0
0
名
　
④
八
九
名

三
日
　
④
川
名
　
（
※
阿
絹
庁
の
人
夫
の
う
ち
病
気
を
申
し
出
た
者
を
再
診
断
）

四
日
　
②
員
林
駅
　
③
台
南
け
一
〇
〇
〇
名
　
④
一
四
二
名

五
日
　
③
台
中
庁
一
〇
〇
〇
名
　
③
ヒ
一
二
名

六
日
　
②
員
林
駅
　
③
台
南
庁
五
〇
〇
名
　
④
五
一
名

L
H
　
②
台
中
駅
　
③
新
竹
庁
五
〇
〇
名
　
③
四
一
名

九
口
　
②
台
中
駅
　
③
嘉
義
庁
ム
0
0
名
　
③
丘
○
名

八
円
　
②
員
林
駅
　
③
台
中
庁
▲
七
〇
〇
名
　
③
六
一
名

全
検
査
対
象
人
員
に
対
す
る
不
合
格
者
の
割
合
は
八
　
九
％
と
な
る
。
す
で
に
各
庁
か
ら
徴
用
さ
れ
、
汽
車
下
車
地
点
ま
で
輸

送
さ
れ
て
き
た
人
夫
の
う
ち
、
約
一
割
近
く
が
不
合
格
と
い
う
の
は
け
っ
こ
う
一
局
い
数
字
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
四
月

か
ら
始
ま
っ
た
討
伐
軍
の
徴
川
も
後
半
か
ら
終
了
の
時
期
に
さ
し
か
か
っ
て
お
り
、
軍
が
求
め
る
「
身
体
強
壮
な
者
」
　
の
徴
用

が
か
な
り
困
難
に
な
っ
て
い
る
状
況
が
窺
え
る
。

4
　
出
役
人
夫
の
状
況



大正三年太魯闇原住民討伐陸軍部隊における保申人夫徴用（一）（前）

保申人夫山役調査表（五月三一日調査）何　　應 

本期間出役敦 亢�ｭ(尸�B�逃走音数 儼�ｴ8ﾎ2��x尸�B�差引現在 出役敷 ����zh��ｪ��

警部 佗浦I^"�巡査 傀Hﾛ運"�

備考　　　　引率官ノ数ハ現在数ヲ記入スルコト

一一34－

（
1
）
　
報
告
苔
の
種
類

保
甲
人
夫
が
出
役
中
に
お
か
れ
て
い
た
状
況
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
三
種
類
（
A
）
（
B
）

（
C
）
　
の
報
告
書
が
あ
る
。

（
A
）
　
保
甲
人
夫
出
役
調
査
表

各
庁
長
（
台
北
、
宜
蘭
、
桃
園
、
新
竹
、
台
中
、
南
投
、
嘉
義
、
台
南
、
阿
鰭
）
が
民
政

部
に
提
出
し
た
調
査
表
。
民
政
部
は
五
月
二
七
日
付
の
通
牒
で
、
六
月
一
日
に
、
さ
ら
に
行

動
中
は
毎
月
一
五
日
と
月
末
に
報
皆
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
調
査
表
の
雛
形
は
下
記
の
通

り
で
あ
る
　
（
※
原
資
料
は
縦
書
き
）
。

（
B
）
　
六
月
出
役
人
夫
調
査
報
告
書

統
一
し
た
調
査
項
目
に
基
づ
い
て
各
庁
長
か
ら
六
月
下
旬
に
提
出
さ
れ
た
。
調
査
項
目
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
最
初
よ
り
出
役
し
た
る
人
夫
の
総
人
員
　
二
、
逃
走
死
亡
病
気
帰
還
の
人
員
　
三
、

現
在
出
役
総
人
員
　
四
、
一
保
平
均
出
役
人
員
　
五
、
人
夫
出
役
に
付
て
の
民
情
　
六
、

病
気
帰
還
者
の
帰
郷
後
に
於
け
る
談
話
の
状
況
　
イ
糧
食
の
状
況
　
口
軍
隊
及
倉
庫
員

の
人
夫
使
役
の
状
況
　
ハ
患
者
帰
還
途
中
各
倉
庫
給
与
の
状
況
及
軍
医
の
患
者
に
対
す

る
状
況
　
二
帰
郷
後
に
於
け
る
疾
病
の
状
況
　
ホ
人
夫
の
感
想
　
七
、
警
察
官
の
人
夫

に
対
す
る
状
況
　
八
、
ボ
ア
ル
ン
及
合
歓
山
前
方
に
於
け
る
人
夫
小
屋
の
状
況
　
九
、

人
夫
の
荷
物
担
送
の
重
量
一
〇
、
逃
走
人
夫
過
怠
処
分
の
状
況
及
過
怠
金
額
（
最
高

最
低
）
　
二
、
保
甲
醸
金
の
状
況
一
二
、
過
怠
処
分
及
醸
金
に
対
す
る
民
情



大正三年太魯間原住民討伐陸軍那隊における保申人夫徴用（一）（荊）

（
A
）
の
数
字
だ
け
の
調
査
に
比
べ
て
、
調
査
項
目
は
詳
細
か
つ
具
体
的
な
状
況
報
告
を
求
め
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
討
伐

軍
の
進
攻
に
つ
れ
て
様
々
な
問
題
が
出
て
き
た
中
で
、
出
役
人
夫
の
状
況
を
正
確
に
把
握
し
、
必
要
な
対
策
を
検
討
す
る
と
い

う
意
図
の
下
に
各
庁
に
詳
し
い
報
告
を
求
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
報
告
は
、
新
竹
庁
、
桃
園
庁
、
意
義
庁
、
台
南
庁
の
閃
庁
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
が
確
認
で
き
る
。

（
C
）
　
人
夫
状
況
報
告
書

各
庁
か
ら
出
さ
れ
た
人
夫
状
況
の
報
告
書
。
人
夫
の
監
督
に
あ
た
っ
て
い
た
警
察
官
か
ら
各
庁
へ
出
さ
れ
た
報
告
や
所
属
の

支
庁
か
ら
庁
へ
の
報
告
を
民
政
部
に
通
報
し
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
監
督
警
察
官
か
ら
の
報
告
は
、
出
役
人
夫
が
お
か
れ

た
状
況
を
と
り
わ
け
具
体
的
に
伝
え
て
い
る
。

庁
別
に
報
告
数
を
あ
げ
て
み
る
と
、
台
中
庁
一
一
二
　
嘉
義
庁
六
、
新
竹
庁
一
、
桃
園
庁
一
、
台
南
庁
∵
　
阿
稚
庁
一
と
、
二

つ
の
庁
に
集
中
し
て
い
る
。
台
中
庁
・
意
義
庁
以
外
の
各
庁
か
ら
派
遣
さ
れ
た
監
督
警
察
官
か
ら
の
報
告
が
な
か
っ
た
と
は
考

え
ら
れ
な
い
の
で
、
資
料
の
残
存
状
況
の
結
果
で
あ
る
と
考
え
て
お
き
た
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
報
告
か
ら
全
体
状
況
を
把

握
す
る
の
に
は
限
界
が
あ
る
が
、
具
体
的
な
個
別
報
告
は
全
体
の
状
況
を
推
察
す
る
上
で
有
効
な
材
料
を
提
供
し
て
い
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。

（柑）

（
2
）
　
保
甲
人
夫
出
役
調
査
表
　
（
A
）
　
と
六
月
出
役
人
夫
調
査
報
告
書
　
（
B
）
　
の
集
計
表

裏
8
の
保
申
人
夫
皿
役
調
査
表
は
、
各
庁
か
ら
出
さ
れ
た
保
甲
人
夫
出
役
調
査
表
　
（
A
）
　
と
調
査
報
告
書
　
（
B
）
　
を
各
庁
毎

に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

（
3
）
　
出
役
人
夫
の
お
か
れ
て
い
た
状
況

（
A
）
・
（
B
）
二
C
）
三
種
類
の
報
告
書
を
も
と
に
、
出
役
人
夫
が
お
か
れ
た
状
態
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
項
目
的
に

あ
げ
れ
ば
、
ま
ず
、
①
高
山
地
帯
に
お
け
る
物
資
輸
送
の
国
難
さ
、
と
②
気
候
条
件
の
厳
し
さ
が
あ
け
ら
れ
る
。
そ
の
上
に
、
③
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表8　保申人夫出役調査表（注、＊印は朱書の部分を表している）

庁 名 �+(ﾛ�?｢�本期間 出役数 亢�ｭ(尸�B�逃走 者数 儼�ｴ8ﾎ2��x尸�B�差引現在 出役数 ����zh���"�劔OR�ﾖﾂ�

警部 佗浦I^"�巡査 傀Hﾛ云��

口 北 店�S3��h�S�R�h�Yib�3300 3二！00 4690 ��#r�5 16 ���3b����3299 2959 4657 �� �� ��c���c"�Jﾘ*ﾓ2�

宣 蘭 店�C3��h�H�｣R�h�S���x�S�R�x�S3����S�R�2241 2】66 1000 350 ���V�ｴ3�b�馼ﾌﾃ��V�ｴ3#R������C���[�3#r�C3R�13 8 14 7 ��X��B�V�����X傚ﾓ"�V���B�R���e3r�X傚ﾓ"���224】 2235 2200 2166 16〕0 1537 ��4 1 ����R� ��

桃 圃 店�X�ﾃ��h�S�R����S#b����S3��x�X�｣R�x�X�ﾃ��2】47 2109 2947 281（】 3日ほ 4（】04 ����B�R��"�t5 29 50 〕7 3 5 �#2�3���3��V����B�+ｸ,ﾉ�ﾃB��#2�澱��#��2109 2030 2740 2652 3079 4459 ��1 1 1 2 1 �������D���r��｣��1 2 2 ��cB��cR��cb�ビ��c��

新 竹 店�S���h�X�｣R�h�R�h�X�ﾃ��240：l 2399 3400 2：ほ◆ 1000 ����30 31 ���ﾂ�2�3r�H��ﾂ�C����e3R�2399 232S H24 3315 ��｢�4 滅B�Cr���ﾂ�(�｢�(�ﾂ�5 5 6 ��c���c����i?｢�
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庁 名 �+(ﾛ�?｢�本期間 出役数 亢�ｭ(尸�B�逃走 音数 儼�ｴ8ﾎ2��x尸�B�差引硯竜三 出役数 ����zh���"�劔OR�ﾖﾂ� 

警部 佗�=�｢�巡査 傀Hﾛ運"�

［コ 中 店�S3��h�X�｣R�h�S#b�h�X�ﾃ��x�X�｣R�4760 3224 7260 4715 5405 ��S#"�#ヲ��v����706 14 720 42 172 巳�2�ﾈ�ﾃB�c#R��釘�33����e8�(�ﾂ�2224 2784 4101 4477 4894 鳴�ﾂ�ﾂ�ﾂ�3 3 〕 〕 都��s�����ッ� 冖ｳ�"��c�2��c�B��gCR�

南 授 店�S3��h�S�R�h�S3��x�S�R�x�S3��1430 16g● 857 400 日26 2600■ 30 400■ 都���c���#C����澱�i-ｲ�#sCh�ﾂ�4 1● 4 12 1■ 1 11 34● 塗�ﾂ�#B��｣X���?ｩ?｢�#����SR��x�ﾂ���#���ﾂ�570 165■ 709 】50● S77 】10● 85】 27t2■ 17（） 114◆ �� �?ｨ��� ��c����｢��c�r��c����c����c#��

嘉 義 店�S3��h�S�R�h�S(���｢�h�S3��x�S�R�x�S3��2100 1700 1800 700 500 �33"�鼎B�2�S������｢�254 41 295 29 30 44 �#�"��"���e8�#���#ィ���e8�#���#s����e8�#r�#cB���e8�#��##b���e8�##R�1二日2 】5（）7 2267 1949 2097 160（】 ��｢��｢�������l ��r��R��R��r�#��#��8 g 8 10 9 9 ��c(�｢��#"��c#2�ﾜ�#B��#R��c#b�

El 南 店�X5(�｢�h�S�R�h�R�3612 2012 5612 ��#�����53 14 43 �#cb�s���(�ﾂ�Sィ�N�Dﾈ耳皐,(*ﾒ�2012 1907 40】2 ��1 1 �3��3"�2 1 ��c#r�ﾝ�#��

－　37　－ 
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庁 名 �+(ﾛ�?｢�本期間 出複数 亢�ｭ(�)�B�逃走 者敦 儼�ｴ8ﾎ2��x�)�B�差引現在 出役数 ����zh���"�劔OR�ﾖﾂ�

警部 佗浦I^"�巡査 傀Hﾛ運"�

［コ 南 塗�X�ﾃ��(�S�R�4012 6512 6512 ��イ2�8 7二事 63 �#cR���ﾂ�����｣s��ci^���S迭�cX饕�〕739 2860 4789 �"�"�"�】 2 鉄������c��2 2 ����S#�����X�ﾃ���x�S3��

阿 絨 店�S3��h�S�R�h�X�ﾃ��x�S#��x�S3����S�R�2二；】4 2292 200（】 2574 2170 迭�sr��b��｣C��?｣b�鼎��1 53 193 75 77 42 �3b��cb�3s��?ｨ*��#�r�#�2�+8�ﾂ��｣ィ�2292 】989 250（】 2574 2170 999 ��】 2 2 3 1 鉄"�S"�S"�c��CR��｣b�2 ��x�S3"����S3���x�S3B�

※1　備考　病気後送者一ハ死亡ナリ（電死）

※2　備考　病気後送者ノ中一名ハ亀死

※3　備考　帰還後一二七名八両投方出役者ナルカ健康診断ノ結果不合格トナリタル者ナリ

※4　備考　帰還音数欄一一名ハ戦病死ヲ表ス

※5　備考　本表中第一回八五月一二日、五月一三日、五月一四日、五月一正日、五月一

※

※

※

※

六日、五月一七日、五月一一九日

第二回八五月二四日、第三回ハ六月一九日∴第四回八六月二四日損発セシメ

タルモノナリ

其他トアル八一度出没命令二応シタルモ討伐陳へ到達セス途中事故二依り討

伐隊へ引渡能ハサルモノナリ

備考　帰還音数四名ハ戦病死ヲ示ス

備考　帰還音数五名ハ戦病死ヲ示ス

備考　帰還音数一二ハ戦病死者ヲ示ス

備考　一、引率官警部警部補ハ人夫引渡後帰庁シタり

二、病気後送者欄ノ朱書一名ハ合歓山二於テ死亡シタルモノ

－　38　【



大正三年太魯閣原住民討伐陸軍部隊における保申人夫徴用（一）（前）

三、同欄ノ二名ハ派遣途中碍病帰還シタルモノ

四、前項三名ハ五月弐四日第二回派遣ノ際補充シタルヲ以テ出役者欄二二名

増加シタリ

※10　備考　一、本期間出役欄朱書人員ハ五月三十一口調現員ナリ

二、病気後送欄朱書凹ハ死亡

三、引率官巡査欄朱書一八病気後送途中ニアル者

沢目　備考　本期間出複数欄朱書ハ六月十五日現在出役数

引率官巡査欄二一中二ハ六月弐七日派遣者五ヲ含ム同湖朱書二二ハ病気後送

途中二アル者

※12　備考　外二病死三名アリ

※13　備考　　　　内訳

月　日

四月二十一・日

〝二十二ロ

〃二十四日

五月二十四日

〝二十七日

′′二十九日

六月　　八日

二十三日

〃二十五日

行先地　　　　員数　　　　　　備考

土妓　　　　　六〇〇

柑仔城　　　六〇〇

哺里祉　　一六〇〇

追分　　　　四六〇

霧社　　　一〇〇〇

同　　　　　　五〇〇

霧社　　　一〇〇〇

同　　　　　　五〇〇

同　　　　一000

合計　　　　　　　　　　　　ヒ二六〇

外二四月二十ヒ日土城行土木局ノ分四〇〇名

一保平均揖役人員八人九分（保数八方八保）

※14　備考　外二出役人夫病死二名ナリ

※15　備考　外二出役人夫九名病死

※16　備考　朱書ハ軍隊所要徴用人夫ナリ

※17　備考　一、本表中架酋ハ軍隊所要徴用人夫ナリ

ー、本義以外二台塔後押又ハ経理部常用等二使用ノ為メ保甲人夫トシテ出役

ヲ免除セシモノ五百三十七名アリ

ーー　39　－



大正三年太魯閣原住民討伐陸軍部隊における保申人夫徴用（一）（前）

※18　備考　一、本表中朱書ハ軍隊所要徴用人夫ナリ

一、本表以外二台事後押二使用ノ為保甲人夫出役免除セシモノ六十名アリ

‥・本表二於テ病気帰還者比較的多数ナルハ前期報告洩レノ分アル二因ル

※19　備考　一∴本表中末吉ハ軍隊所要徴用人夫トス

一、本期間出役数中保叩人夫壱千名ハ運送店謂負人夫トス

※20　備考　本表中朱書ハ軍隊所要黒書ハ道路関監隊等二山複シタル普通保甲人夫ナリ

※21備考　本表外二ボアルンへ山張人夫監督二従事シ居ルモノ巡査六名及患者輸送二従

事スルモノ閃名アリ

※22　備考　一、本期間出役数欄二ハ五月二十六日、二十七日（第二回）輸送シタルモノ

七〇〇名及六月七日（第三回）輸送の一〇〇〇名ヲ計上シ又夕逃走者数以

下ノ異動ハ六月1一日以降二於テ生シタルモノトス

二、本表外ニポアルンヘ出張人夫監督二従事スルモノ巡査六名及患者輸送二

従事スルモノ巡査四名アルハ前回報告ノ通り

三、本真二便宜上死亡者ノー欄設ク

※21備考　一、表中ノ事故八六月十五日現在トス

二、引率官六月十五日現在警部一、巡査一五、巡査補八名ナリ

三・第一回四月二十六日、第二回五月二十六日五〇〇五月二十七日二〇〇

第三回六月七日∴第四回六月十九日

四、死亡者十人ノ内凍死者六人傷死者一人病死者三人ナリ

五一六月十五日以降二於テ（病気帰還者百十五名。逃走者五名）アルモ是レ

ハ単二引率警察官ヨリノ報告ニシテ正確ノモノニアラス

※24　備考　一・本期間損枚数欄二ハ六月十九日及六月二十六日輸送二係ルモノヲ計上ス

二、帰還者三ハ体格検査ノ結果不合格トナリテ帰還シタルモノナり

三、帰還音数以下ノ箕動八六月十六日以爬二於テ生シタルモノトス

臥本表外二別二人夫監督二従事スル賓巡査六名及患者輸送二従ボスルモノ

巡査四名アルハ前回通報ノ通り

三、本表二便宜上死亡者ノー欄設ク

※25備考　一、本期間旧役数欄二八七月八日輸送二係ルモノトス

二∴帰還者数ハ体格検査ノ結果不合格トナリ帰還シタルモノナリ

三、帰還音数以下ノ異動ハ七月一日以降二於テ生シタルモノトス

四、本義二便宜上死亡者ノー欄ヲ設ク

ーー40　－
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※26　備考　一、本期間二於テ出没セシメタルモノナシ

二、帰還音数以下ノ異動ハヒ月十五日以降二於テ生シタルモノトス

四、本表二便宜上死亡者ノー欄ヲ設ク

※27備考　本義ノ外五月十二日付本警第′て一一一五号及四月十九日本警察第六七一与ヲ以テ

人夫監督ノ為メ巡査七名ヲ追分へた名ヲボアルンヘ派遣スへキ通牒二依り派遣

シァルモ本表二八算入セス

帰還者千二百八十一名ハ五月二十七日解散セラレタルモノ

※28　備考　本表中帰還■一ハ出役中不都合ノ廉アリテ帰還ヲ命セラルル病気後送者欄朱

書ハ死亡者ヲ計上シタルモノ

引率官本表ノ外二人夫監督者トシテ追分二六名ポアルン二五名山砲隊付トシテ

十四名ノ巡査損張中

※29　備考　本衷病気後送者ノ内ニハ健康診断ノ結果帰還ヲ命セラレタル百十二名ヲ含蓄ス

引率官本表ノ外巡査十四名軍隊付属ノモノアリ

病気後送中朱書ハ死亡者ナリ

※30　備考　本義ノ各欄数ハ第二回報告ノ調査表ヨり異引シタルモノナリ第一回第二回

侶役人夫‥六〇〇八全部解散セラレタルヲ以テナリ

病気後送欄中朱書ハ死亡者二シテ黒古ノ外トス病気後送者中二ハ健康診断ノ為

メ後送セラレタル二十七名ヲ含ム

※31備考　本表ノ各欄数ハ第二回報告ノ調査表ヨリ累計シタルモノナり第一国分1・六〇

〇は全部解散セラレタルヲ以テナり

病気後送欄中朱喜ハ死亡者二シテ黒書ノ外トス

本義ノ引率者ノ中警部補一名巡査十名ハ花蓮港パタカンカ面二勤務ス

本表ノ外警部補一名巡査十八名ハ南漕蕃討†飢ぶ援トシテ本期中蘇洒二向ケ出

発セリ故二軍隊付警察官吏ハ警部補一名巡査ハ三十二名ナり

※32　備考　朱書ハ死亡者トス、警部補欄一・ノ増員八六円十五口南投庁霧社支庁二派道

セシモノ、巡査ハ帰還五補充五二テ差引増減ナシ

※33　備考　朱書ハ死亡者ヲ示ス

※34　備考　朱書ハ死亡
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食
塩
給
与
の
不
十
分
さ
、
④
病
気
と
医
療
の
不
十
分
さ
、
⑤
人
夫
へ
の
過
酷
な
取
扱
、
⑥
原
住
民
の
襲
撃
、
施
設
の
劣
悪
さ
と

い
っ
た
悪
灸
件
が
重
な
り
、
一
定
数
の
⑦
人
夫
の
逃
亡
や
⑧
死
亡
事
例
が
み
ら
れ
る
。

以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
各
庁
か
ら
の
報
告
を
と
り
あ
げ
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

①
高
山
地
帯
に
お
け
る
物
資
輸
送
の
困
難
さ

台
湾
は
日
本
の
九
州
ほ
ど
の
面
積
だ
が
、
標
高
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
越
す
山
が
一
〇
〇
座
以
上
あ
る
。
こ
の
高
山
地
伴
で

の
労
役
は
保
甲
民
に
と
っ
て
相
当
苛
酷
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
各
庁
か
ら
の
報
告
は
、
輸
送
路
の
状
況
と
困
難
な

担
送
作
業
の
有
様
を
リ
ア
ル
に
伝
え
て
い
る
。

a
．
「
山
間
ノ
渓
谷
二
架
シ
在
ル
鉄
線
橋
数
ケ
所
在
ル
内
二
テ
当
應
出
身
ノ
人
夫
ハ
是
等
ノ
歩
行
二
慣
レ
サ
ル
為
非
常
二
苦
心

シ
居
ル
趣
キ
ニ
テ
彼
等
力
昨
今
直
遺
族
等
二
発
信
シ
タ
ル
処
二
ヨ
レ
ハ
荷
物
ヲ
負
フ
テ
此
長
キ
鉄
線
橋
ヲ
渡
ル
コ
ト
ハ
甚

夕
危
険
ナ
ル
カ
為
他
ヨ
リ
山
役
シ
居
ル
経
験
ア
ル
者
二
託
シ
テ
漸
ク
渡
渉
シ
ツ
ー
ア
リ
ト
云
フ
而
シ
テ
此
依
頼
賃
ハ
一
回

二
付
金
弐
拾
銭
ヲ
支
払
ヒ
ツ
ー
ア
リ
ト
云
フ
」
　
（
五
月
六
日
、
嘉
義
庁
）

b
．
　
二
、
物
資
輸
送
ノ
状
況

ボ
ア
ル
ン
迄
ノ
輸
送
ハ
担
送
二
シ
テ
左
迄
困
難
ノ
状
況
二
ア
ラ
ス
ボ
ア
ル
ン
ヨ
リ
笥
菜
主
山
中
継
所
へ
至
ル
間
ハ
行
程
僅

カ
ニ
三
塁
位
ナ
ラ
ン
モ
道
路
ハ
名
ノ
ミ
ニ
シ
テ
一
方
ハ
断
崖
ナ
リ
其
ノ
危
険
ナ
ル
コ
ト
実
二
名
状
ス
へ
カ
ラ
サ
ル
程
二
シ

テ
優
l
〓
ハ
時
間
ヲ
要
ス
此
ノ
如
キ
状
態
ナ
ル
ヲ
以
テ
物
資
ハ
半
担
送
卜
為
シ
ツ
ツ
ア
リ
同
所
ヨ
リ
奇
策
主
山
南
峰
へ
至
ル

モ
之
卜
同
様
頗
ル
関
数
ナ
リ
同
所
ハ
寒
気
強
ク
夜
間
氷
点
以
下
ヲ
下
ル
コ
ト
多
シ
為
二
病
者
続
出
シ
輸
送
力
ヲ
削
減
ス
ル

コ
ト
移
シ
稀
二
凍
死
者
ヲ
山
ス
コ
ト
ア
リ
目
下
出
役
人
夫
約
四
百
人
監
督
巡
査
十
一
名
ア
リ
木
瓜
渓
中
継
倉
庫
ハ
花
蓮
湛

應
下
水
瓜
渓
ノ
上
流
川
岸
二
ア
リ
育
英
主
山
南
峰
ヨ
リ
約
三
里
余
一
万
五
千
メ
ー
ト
ル
ノ
地
点
二
ア
リ
此
行
程
約
十
時
間

乃
至
十
二
時
間
ナ
リ
殊
こ
此
山
道
ハ
自
然
ノ
侭
ナ
ル
ヲ
以
ッ
テ
頗
ル
険
悪
ナ
リ
之
二
加
フ
ル
二
生
蕃
人
ハ
竹
槍
ヲ
諸
所
へ
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e d c

設
ケ
ア
ル
カ
放
二
之
亦
危
険
ナ
リ
小
職
ノ
如
キ
モ
此
ノ
竹
槍
ノ
一
端
二
触
レ
右
手
掌
ヲ
負
傷
シ
タ
ル
モ
幸
ヒ
執
務
二
差
支

ナ
キ
ヲ
得
タ
リ
此
ノ
如
キ
状
態
二
シ
テ
輸
送
人
夫
ノ
困
難
ハ
見
ル
二
忍
ヒ
サ
ル
ノ
感
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ス
箇
所
ヨ
リ
前
進
隊
ノ

駅
屯
地
ナ
ル
「
サ
カ
へ
ン
」
社
迄
ハ
約
二
里
余
ナ
ル
モ
亦
山
道
陀
立
シ
険
悪
二
シ
テ
困
難
ナ
リ
加
フ
ル
二
時
々
蕃
害
ア
リ

テ
人
夫
等
ヲ
シ
テ
心
朋
ヲ
シ
テ
寒
カ
ラ
シ
メ
ツ
ー
ア
リ
以
上
ノ
如
キ
状
況
ナ
ル
ヲ
以
テ
前
進
軍
隊
へ
物
資
ノ
供
給
充
分
ナ

ラ
ス
目
下
半
食
ノ
状
態
二
ア
リ
小
職
等
二
於
テ
モ
亦
減
食
シ
ツ
ー
ア
ル
ノ
現
況
ナ
リ
」
　
（
六
月
一
六
日
、
台
叶
庁
）

「
道
路
険
悪
其
担
送
荷
物
モ
意
外
二
過
重
」
　
（
六
月
二
一
日
、
阿
緒
庁
）

「
一
、
当
関
ケ
原
ハ
合
歓
山
二
比
シ
気
候
暖
カ
ニ
シ
テ
凌
キ
易
ク
先
ツ
健
康
地
卜
認
メ
ラ
レ
候
モ
当
地
ノ
輸
送
区
域
ハ
合

歓
山
及
無
名
渓
間
二
テ
全
輸
送
線
中
第
一
ノ
難
所
卜
称
セ
ラ
レ
ツ
ゝ
ア
ル
困
難
ノ
ヶ
所
テ
ン
テ
為
メ
二
人
夫
ノ
疲
労
甚
タ

シ
ク
多
数
ノ
休
業
者
ヲ
出
シ
居
ル
次
第
二
テ
是
等
人
夫
ノ
取
締
し
こ
誠
二
困
難
ヲ
感
シ
ツ
ツ
有
之
候
」
（
七
月
七
日
「
台
中

（眉）庁）
「
一
、
物
資
輸
送
ノ
状
況

客
月
初
日
小
職
第
一
聯
隊
付
ト
シ
テ
木
瓜
渓
二
駐
屯
同
隊
全
部
ノ
輸
送
ヲ
監
督
セ
シ
以
来
漸
次
輸
送
人
夫
ノ
数
増
加
シ
加

フ
ル
二
天
候
粕
回
復
シ
タ
ル
結
果
物
資
ノ
供
給
柵
遺
憾
ナ
キ
ヲ
得
タ
リ
木
瓜
渓
二
重
ル
間
ハ
前
報
告
ノ
如
ク
木
瓜
渓
ヨ
リ

サ
カ
へ
二
社
二
至
ル
間
ハ
其
ノ
常
初
若
人
ノ
襲
撃
二
遇
ヒ
輸
送
頗
ル
困
難
ヲ
感
シ
人
夫
ノ
死
傷
者
ヲ
出
ス
コ
ト
稀
ナ
リ
ト

セ
ス
然
レ
ト
モ
バ
ト
ラ
ン
蕃
ハ
多
ク
戦
闘
力
ヲ
有
ス
ル
軍
人
、
警
察
官
ヲ
狙
撃
ス
ル
モ
人
夫
ハ
概
シ
テ
狙
撃
セ
サ
リ
キ
其

後
軍
隊
ノ
前
進
二
伴
ヒ
何
レ
モ
番
人
ハ
逃
走
セ
ル
ト
一
方
帰
順
シ
タ
ル
ト
二
残
り
従
テ
輸
送
モ
完
全
二
進
行
セ
リ
サ
カ
へ

二
社
前
方
ハ
渓
底
深
ク
且
ツ
大
森
林
ア
ル
ヲ
以
テ
蕃
人
ノ
狙
撃
多
ク
危
険
ナ
リ
為
二
輸
送
頗
ル
困
難
ヲ
感
セ
リ
其
後
機
関

砲
隊
日
砲
隊
ノ
前
進
二
伴
ヒ
此
等
蕃
人
ノ
影
ヲ
投
シ
全
部
ノ
蕃
屋
ヲ
焼
払
シ
輸
送
柏
確
実
ナ
ル
ヲ
得
ク
リ
此
如
ク
シ
テ
六

月
十
二
日
確
実
二
木
瓜
渓
下
流
ナ
ル
警
察
隊
卜
連
絡
ヲ
淑
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
二
至
レ
リ
同
十
五
日
ヨ
リ
前
進
ヲ
初
メ
第
一
聯
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隊
ハ
三
梯
段
ト
ナ
リ
第
一
梯
隊
ハ
十
六
日
タ
ロ
コ
大
山
ヲ
横
断
シ
内
タ
ロ
コ
奥
蕃
ル
ツ
ピ
合
流
点
こ
向
ケ
急
進
セ
リ
第
二

梯
隊
ハ
同
十
七
日
第
三
梯
隊
即
チ
第
五
巾
隊
及
輸
送
隊
ハ
二
十
一
日
何
レ
モ
マ
バ
ヤ
ン
社
ヲ
出
発
急
進
セ
リ
共
山
道
タ
ル

ヤ
単
二
若
人
ノ
蕃
跡
ヲ
前
進
ス
ル
コ
ト
ゝ
テ
断
崖
ヲ
上
り
山
ヲ
越
工
渓
底
こ
下
り
糸
縄
ヲ
以
テ
断
崖
ヨ
リ
断
崖
二
移
ル
等

輸
送
隊
ノ
困
難
ハ
実
二
名
状
ス
へ
カ
ラ
サ
ル
程
二
有
シ
ハ
殊
二
軍
隊
ス
ラ
五
日
間
ノ
行
軍
予
定
ナ
リ
シ
カ
六
日
間
ヲ
資
シ

タ
ル
状
況
二
シ
テ
我
力
輸
送
隊
ハ
終
日
十
六
七
時
間
ノ
行
軍
ヲ
続
ケ
七
日
二
シ
テ
漸
ク
普
地
へ
到
着
ス
ル
ヲ
得
タ
リ
此
間

携
帯
シ
来
り
タ
ル
糧
食
二
欠
乏
ヲ
告
ケ
殆
ン
ト
五
日
目
二
三
合
四
勺
ノ
米
ヲ
分
配
シ
六
日
目
二
ハ
糧
食
ナ
キ
為
メ
一
同
蕃

人
ノ
耕
作
セ
ル
畑
ヨ
リ
芋
ヲ
掘
り
之
ヲ
食
シ
僅
カ
ニ
凌
キ
タ
ル
ノ
状
態
ナ
リ
尚
ホ
行
軍
中
疾
病
者
身
体
ノ
衰
弱
シ
タ
ル
者

ハ
棺
ヤ
三
十
名
位
落
侶
セ
シ
モ
漸
次
収
容
シ
其
他
ハ
バ
ト
ラ
ン
方
面
二
残
留
セ
ル
モ
ノ
ハ
警
察
隊
二
収
容
セ
ラ
レ
未
夕
生

死
不
明
ノ
モ
ノ
四
五
名
ア
リ
日
下
之
レ
カ
調
査
中

歯
方
面
ノ
輸
送
状
況
ハ
バ
ト
ラ
ン
方
面
二
於
ケ
ル
如
ク
未
夕
物
資
ノ
供
給
充
分
ナ
ラ
ス
我
警
察
官
吏
ノ
如
キ
ハ
三
日
間
殆

ン
ト
生
味
噌
二
テ
生
活
セ
シ
コ
ト
サ
エ
ア
リ
一
目
ノ
降
雨
ア
レ
ハ
忽
チ
交
通
ヲ
断
タ
レ
翌
日
ハ
直
二
食
事
半
減
ノ
有
様
ナ

リ
当
地
前
方
ノ
輸
送
ハ
目
下
道
路
隊
二
於
テ
道
路
ヲ
開
キ
軍
隊
多
ク
駐
屯
シ
ァ
ル
ヲ
以
テ
左
迄
危
険
二
ア
ラ
ス
輸
送
モ
漸

次
良
好
二
進
行
シ
ツ
ツ
ア
リ
後
方
ハ
偉
力
二
守
備
隊
ノ
一
小
隊
力
一
分
隊
ノ
駐
屯
ア
ル
ノ
ミ
ナ
ル
ヲ
以
テ
無
名
渓
倉
庫
ト

ル
ツ
ピ
中
継
所
間
二
於
テ
時
々
番
人
ノ
為
二
誠
首
セ
ラ
ル
ゝ
者
多
ク
甚
夕
危
険
ナ
リ
目
下
之
力
厳
重
警
戒
ヲ
為
シ
ツ
ー
ア

ル
ト
同
時
二
附
近
森
林
ノ
伐
採
ヲ
為
シ
ツ
ー
ア
リ
ト
雛
誠
首
ハ
未
夕
全
ク
絶
ツ
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
ハ
遺
憾
ト
ス
ル
処
ナ
リ
」

「
凹
、
人
夫
等
ノ
感
想

一
般
ノ
人
夫
ハ
義
務
心
二
乏
シ
キ
コ
ト
ハ
多
言
ヲ
要
セ
サ
ル
処
ナ
ル
カ
近
来
二
至
り
逃
走
ス
ル
モ
ノ
多
シ
殊
二
倍
方
面
ハ

断
崖
多
ク
担
送
困
難
ナ
リ
加
フ
ル
二
食
物
ノ
関
係
二
栄
養
不
良
ノ
状
態
ナ
ル
ヲ
以
テ
以
テ
担
送
カ
ヲ
穀
減
ス
ル
コ
ト
尚
ホ

甚
シ
箇
所
ヨ
リ
後
方
ル
ッ
ピ
間
ハ
所
々
断
崖
ア
ル
モ
左
迄
困
難
ナ
ラ
ス
往
復
五
時
間
位
二
シ
テ
担
送
ヲ
終
ル
然
ル
二
前
方
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ソ
ア
サ
ツ
倉
庫
間
ノ
担
迭
ハ
蕃
山
ノ
急
悪
ナ
ル
ト
里
程
ノ
長
キ
ト
二
依
り
之
レ
カ
往
復
ハ
優
二
八
時
間
乃
至
十
時
間
ヲ
要

ス
為
メ
二
身
体
ノ
強
壮
ナ
ラ
サ
ル
人
夫
ハ
途
中
二
於
テ
金
一
固
乃
至
弐
回
ヲ
山
シ
強
壮
者
二
依
頼
シ
担
送
ス
ル
モ
ノ
間
々

発
見
ス
ル
コ
ト
ア
リ
此
ノ
如
キ
状
態
ナ
ル
ヲ
以
テ
人
夫
等
ハ
之
等
ノ
苦
痛
こ
堪
エ
ス
病
気
ヲ
装
イ
或
ハ
匿
レ
以
テ
出
役
ヲ

免
カ
レ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
多
キ
二
至
ル
尚
ホ
人
夫
徴
用
規
程
二
依
レ
ハ
合
歓
山
以
東
ハ
担
送
量
四
貫
以
内
ト
ア
ル
モ
右
規
程

ハ
陵
軍
側
二
於
テ
承
認
シ
店
ラ
ス
ト
末
張
シ
今
日
尚
ホ
八
貫
口
迄
ノ
担
送
ヲ
為
サ
シ
メ
ツ
ー
ア
リ
人
夫
ハ
一
般
二
副
食
物

ノ
給
与
ナ
キ
ト
担
送
ノ
重
キ
ト
二
人
ナ
ル
不
平
ヲ
漏
シ
ツ
ゝ
ア
リ
近
来
〓
役
人
大
中
二
八
栄
養
不
良
ノ
モ
ノ
多
ク
使
役
上

頗
ル
閃
難
ヲ
感
シ
ツ
ー
ア
リ
」
　
（
ヒ
月
二
三
日
、
台
申
庁
）

以
上
の
よ
う
に
、
「
ボ
ア
ル
ン
迄
ノ
輸
送
ハ
担
送
二
シ
テ
左
迄
困
難
ノ
状
況
二
ア
ラ
ス
」
　
（
b
）
と
、
哺
里
、
霧
社
を
経
て
ボ

ア
ル
ン
ま
で
の
行
程
は
そ
れ
ほ
ど
の
困
難
さ
が
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
が
連
な
る
中
央
山
脈

の
山
城
に
入
る
と
、
「
峻
険
ナ
ル
高
山
ノ
坂
ヲ
八
貫
目
ノ
担
送
物
ヲ
荷
フ
如
キ
ハ
平
地
二
住
ミ
慣
レ
シ
者
こ
在
ツ
テ
ハ
容
易
二
堪

工
得
ル
処
こ
ア
ラ
ス
」
（
六
月
、
嘉
義
庁
報
告
）
と
、
高
山
で
の
担
送
、
す
な
わ
ち
険
し
い
断
崖
、
そ
し
て
峰
と
峰
を
結
ぶ
峻
嶺

で
の
担
送
の
過
酷
さ
が
リ
ア
ル
に
窺
え
る
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
巾
で
、
a
や
C
の
報
告
の
よ
う
に
、
金
を
払
っ
て
強
壮
者
に
担
送
を
依
頼
し
た
り
、
「
合
歓
山
、
苓
素
主

山
、
ボ
ア
ル
ン
地
方
二
服
役
ス
ル
人
夫
中
二
ハ
降
雨
強
風
等
ノ
際
其
拍
送
二
堪
ヘ
ス
シ
テ
途
中
引
率
警
官
官
吏
ノ
目
ヲ
盗
ミ
動

モ
ス
レ
ハ
己
レ
ノ
荷
ヒ
ア
ル
拇
送
晶
ヲ
全
部
数
千
尺
ノ
崖
下
ヲ
目
顔
ケ
テ
之
ヲ
投
棄
シ
某
日
ノ
任
務
ヲ
完
了
シ
タ
ル
如
ク
装
フ

テ
刻
限
二
帰
り
来
ル
者
等
往
々
二
シ
テ
之
レ
ア
リ
」
（
六
月
、
嘉
義
庁
報
告
）
「
サ
カ
へ
ン
社
山
発
ノ
際
非
常
ナ
ル
難
路
ナ
ル
二

拘
ラ
ス
過
度
ノ
担
送
ヲ
為
サ
シ
メ
タ
ル
結
果
該
物
資
ノ
一
割
位
ハ
渓
底
二
投
棄
セ
ラ
ル
ゝ
如
キ
現
象
ヲ
呈
出
セ
リ
」
（
七
月
二
三

日
、
台
中
庁
報
告
）
　
と
荷
物
を
谷
に
捨
て
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
さ
え
生
ま
れ
て
い
る
。

報
告
の
中
で
も
特
に
担
送
困
難
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ボ
ア
ル
ン
～
苓
茶
主
山
（
三
五
六
〇
メ
ー
ト
ル
）
、
苓
素
主
山
南
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峰
（
三
三
五
八
メ
ー
ト
ル
）
間
～
木
瓜
渓
～
サ
カ
へ
ン
社
間
、
合
歓
山
（
三
四
一
七
メ
ー
ト
ル
）
～
無
名
峰
間
、
太
魯
閣
大
山

（
三
二
八
三
メ
ー
ト
ル
）
～
ル
ッ
ビ
間
で
あ
る
ご
」
れ
ら
の
区
間
で
の
担
送
は
ま
さ
し
く
命
が
け
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

②
気
候
条
件
の
厳
し
さ

各
庁
の
報
告
に
は
、
山
岳
地
域
で
の
気
候
条
件
の
厳
し
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

a
．
「
（
2
）
眉
渓
ヨ
リ
前
方
ハ
輔
里
社
二
比
シ
寒
気
強
ク
現
時
携
帯
シ
来
り
タ
ル
衣
類
寝
具
ノ
ミ
ニ
テ
ハ
到
底
寒
気
二
耐
へ
サ

（47）

ル
ヲ
以
テ
之
ヲ
嫌
ブ
コ
ト
」
　
（
五
月
一
二
日
、
台
中
庁
報
告
）

b
．
「
五
月
二
十
日
ボ
ア
ル
ン
ヨ
リ
ノ
情
報
二
依
レ
ハ
二
十
日
朝
等
業
主
山
二
荷
物
担
送
ノ
人
夫
ハ
毎
月
ノ
降
雨
こ
テ
寒
気
烈

シ
キ
ト
道
路
険
悪
及
危
険
地
域
ナ
ル
二
加
へ
テ
十
九
日
夜
二
十
日
ノ
朝
食
料
不
足
ノ
為
メ
台
中
應
下
ノ
人
夫
三
百
余
名
東

義
庁
下
ノ
一
部
ハ
頗
ル
激
昂
シ
全
部
逃
走
ヲ
企
テ
」
（
五
月
二
五
日
、
嘉
義
庁
報
告
）

C
．
「
一
五
月
二
十
一
日
小
官
常
追
分
到
着
以
降
ハ
気
候
著
シ
ク
寒
冷
ヲ
覚
ユ
ル
為
メ
職
員
卜
人
夫
ヲ
間
ハ
ス
患
者
激
増
シ
」

（49）

（
六
月
四
日
、
台
中
庁
報
告
）

d
．
「
同
所
（
※
ボ
ア
ル
ン
）
　
ヨ
リ
苓
策
主
山
南
峰
へ
至
ル
モ
之
卜
同
様
頗
ル
困
難
ナ
リ
同
所
ハ
寒
気
強
ク
夜
間
氷
点
以
下
ヲ

下
ル
コ
ト
多
シ
為
二
病
者
繰
出
シ
輸
送
力
ヲ
削
減
ス
ル
コ
ト
移
シ
柿
二
凍
死
者
ヲ
出
ス
コ
ト
ア
リ
」
（
六
月
一
六
日
、
台
中

（50）

庁
報
告
）

2
　
「
一
、
南
投
方
面
蕃
界
ハ
寒
気
甚
タ
シ
ク
為
二
新
竹
方
面
ヨ
リ
出
役
シ
タ
ル
人
夫
ハ
凍
死
及
戦
死
者
多
数
ア
ル
モ
官
こ
テ

ハ
今
後
ノ
出
役
二
関
係
ヲ
及
ホ
ス
ヲ
虞
レ
之
ヲ
秘
密
二
付
シ
居
レ
リ
云
々
卜
風
評
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
」
（
六
月
二
十
日
、
新
竹

（51）

庁
報
告
）

f
．
「
人
夫
中
往
々
逃
亡
帰
庄
ス
ル
者
有
之
是
等
二
対
シ
テ
ハ
相
当
過
怠
処
分
二
附
ス
へ
ク
目
下
夫
々
詮
議
中
二
有
之
候
処
彼
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等
二
就
キ
其
実
情
ヲ
調
査
ス
ル
二
共
陳
述
ス
ル
処
一
様
二
シ
テ
多
ク
ハ
防
寒
防
雨
ノ
用
意
ナ
ク
寒
冷
二
不
耐
且
ツ
道
路
険

悪
共
担
送
荷
物
モ
意
外
二
過
重
二
シ
テ
加
フ
ル
二
粗
食
ナ
リ
ト
云
フ
外
其
取
扱
甚
夕
過
酷
ナ
リ
ト
云
フ
」
（
六
月
二
十
一
日
、

V耕【

阿
綿
庁
）

g
・
「
病
気
ノ
為
解
隊
ト
ナ
リ
帰
宅
セ
シ
人
夫
等
ハ
一
斉
二
気
候
ノ
寒
冷
ナ
ル
カ
最
モ
苦
痛
ナ
リ
ト
語
り
」
（
六
月
二
五
日
、
新

（53）

竹庁）

h
．
「
出
没
地
ハ
気
候
頗
ル
不
順
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
寒
気
凌
キ
難
ク
防
寒
具
ノ
準
備
不
十
分
二
テ
出
役
シ
タ
ル
為
メ
其
困
苦
二

堪
へ
難
カ
リ
シ
ト
ハ
多
数
ノ
評
言
二
シ
テ
現
二
大
艦
閲
支
庁
ノ
如
キ
ハ
出
没
後
モ
布
類
ヲ
送
付
シ
タ
ル
事
実
ア
リ
」
（
六
月
、

（51）

挑
園
庁
）

1
・
「
本
月
七
日
大
暴
風
雨
以
来
降
雨
緩
キ
タ
ル
為
メ
同
病
患
者
ノ
紹
把
ス
ル
コ
ト
多
ク
今
ヤ
一
割
五
分
以
上
ノ
患
者
ヲ
出
ス

二
至
レ
リ
」
（
七
月
二
三
日
、
台
中
庁
報
告
）

寒
気
が
強
く
、
病
人
続
出
と
い
っ
た
状
況
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
六
月
中
旬
に
氷
点
下
で
、
凍
死
者
が
出
て
い
る
（
d
、
台

中
庁
）
（
意
義
庁
の
六
月
の
報
告
で
は
六
人
の
凍
死
者
）
。
七
月
で
さ
え
二
名
の
凍
死
者
が
報
告
さ
れ
て
い
る
二
⑨
の
人
夫
の
死

亡
の
項
参
照
）

い
ず
れ
に
し
て
も
、
三
千
メ
ー
ト
ル
を
越
す
山
岳
地
域
（
例
え
ば
六
月
に
凍
死
者
が
で
た
奇
策
主
山
南
峰
は
三
三
五
八
メ
ー

ト
ル
）
は
気
候
条
件
が
相
当
厳
し
く
、
防
寒
防
雨
の
装
備
が
な
い
ま
ま
に
送
り
込
ま
れ
た
た
め
、
夏
場
で
さ
え
凍
死
者
を
生
む

と
い
う
事
態
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
桃
園
庁
か
ら
は
出
役
地
に
衣
類
を
送
付
す
る
と
い
う
こ
と

も
行
わ
れ
て
い
る
　
（
h
）
。

③
食
糧
給
与
の
不
十
分
さ

食
糧
給
与
状
況
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
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「
本
島
人
ハ
油
類
葱
等
ノ
類
ヲ
常
二
副
食
シ
殊
二
禽
地
方
ハ
多
起
こ
常
用
ス
ル
ノ
傾
キ
ア
ル
二
出
役
人
夫
ノ
副
食
物
ハ
官

給
ナ
ル
為
メ
多
ク
ハ
之
二
反
シ
居
ル
趣
キ
ニ
テ
何
レ
モ
苦
痛
ノ
状
況
二
ア
リ
ト
云
フ
」
（
五
月
六
日
、
嘉
義
庁
）

「
五
月
二
十
日
ボ
ア
ル
ン
ヨ
リ
ノ
情
報
こ
依
レ
八
二
十
日
朝
等
菜
主
山
二
荷
物
担
送
ノ
人
夫
ハ
毎
月
ノ
降
雨
こ
テ
寒
気
烈

シ
キ
ト
道
路
険
悪
及
危
険
地
域
ナ
ル
二
加
へ
テ
十
九
日
夜
二
十
日
ノ
朝
食
料
不
足
ノ
為
メ
台
中
臆
下
ノ
人
夫
三
百
余
名
嘉

義
庁
下
ノ
一
部
ハ
頗
ル
激
昂
シ
全
部
逃
走
ヲ
企
テ
」
　
（
五
月
二
五
日
、
嘉
義
庁
）

（
直
轄
徴
用
の
人
夫
が
所
属
不
明
と
し
て
帰
宅
し
た
が
、
）
「
同
人
夫
等
八
六
月
一
口
ヨ
リ
六
月
二
日
朝
昼
ノ
三
回
ハ
食
事

ヲ
得
ル
コ
ト
能
ハ
ス
頗
ル
困
難
セ
リ
ト
云
フ
」
　
（
六
月
十
日
、
嘉
義
庁
報
告
）

「
沓
所
ヨ
リ
前
進
隊
ノ
駐
屯
地
ナ
ル
「
サ
カ
へ
ン
」
社
迄
ハ
約
二
里
余
ナ
ル
モ
亦
山
道
陀
立
シ
険
悪
二
シ
テ
困
難
ナ
リ
加

フ
ル
二
時
々
蕃
害
ア
リ
テ
人
夫
等
ヲ
シ
テ
心
胆
ヲ
シ
テ
寒
カ
ラ
シ
メ
ツ
ー
ア
リ
以
L
ノ
如
キ
状
況
ナ
ル
ヲ
以
テ
前
進
軍
隊

へ
物
資
ノ
供
給
充
分
ナ
ラ
ス
目
下
半
金
ノ
状
態
二
ア
リ
小
職
等
二
於
テ
モ
亦
減
食
シ
ツ
ー
ア
ル
ノ
現
況
ナ
リ
」
「
食
物
二
付

テ
ハ
人
夫
即
チ
本
島
人
ノ
常
食
ト
モ
云
フ
へ
キ
豚
ノ
油
肉
等
絶
対
給
輿
ナ
キ
為
メ
一
般
二
疲
労
シ
居
ル
ノ
状
態
ナ
リ
殊
二

者
所
並
二
前
方
ハ
物
資
ノ
供
給
充
分
ナ
ラ
ス
為
メ
二
減
少
セ
ラ
ル
ゝ
結
果
大
二
苦
情
ヲ
唱
ヒ
ツ
ゝ
ア
ル
状
況
ナ
リ
」
（
六
月

（59）

十
六
日
、
台
中
庁
）

「
食
物
ハ
従
来
ノ
討
伐
二
比
シ
給
与
良
好
ナ
リ
ト
云
フ
ア
リ
或
ハ
食
物
不
足
二
シ
テ
労
役
二
耐
へ
難
カ
リ
キ
ト
云
フ
ア
リ

共
吉
区
々
ナ
リ
ト
雉
概
シ
テ
苦
情
少
ナ
キ
モ
ノ
1
如
シ
」
　
（
六
月
、
桃
園
庁
）

「
糧
食
ハ
粗
末
二
シ
テ
且
ツ
供
給
潤
沢
ナ
ラ
ス
副
食
物
等
モ
又
粗
末
ナ
リ
ト
テ
自
宅
へ
塩
豚
等
ノ
送
付
ヲ
求
メ
来
り
タ
ル

者
ア
ル
状
況
二
テ
帰
還
者
二
於
テ
モ
此
斯
ハ
同
様
こ
口
外
シ
居
レ
リ
」
　
（
六
月
、
新
竹
庁
）

「
糧
食
ノ
如
キ
モ
各
地
ノ
状
態
二
依
り
可
否
兄
ナ
ル
モ
決
シ
テ
粗
悪
ナ
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
ト
云
フ
者
多
シ
然
レ
ト
モ
人
夫

等
ノ
平
常
用
ユ
ル
食
物
ハ
多
ク
ハ
油
質
ノ
在
ル
副
食
物
ナ
ル
モ
出
没
中
ノ
食
物
ハ
多
ク
ハ
母
同
人
的
二
シ
テ
ロ
こ
適
セ
ス
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（㍑）

卜
云
フ
撃
高
キ
カ
如
シ
」
　
（
六
月
、
意
義
庁
）

「
糧
食
二
就
テ
ハ
徴
用
規
程
ノ
如
ク
輿
へ
ラ
レ
ズ
総
菜
ノ
如
キ
ハ
殆
ン
ド
千
篇
」
律
憮
魚
ノ
ミ
ニ
テ
共
レ
モ
ホ
ン
ノ
些
少

こ
限
キ
リ
ア
ル
ヲ
以
テ
勢
ヒ
他
こ
高
債
ノ
錘
詰
等
ヲ
賢
ヒ
副
食
ノ
止
ム
ナ
キ
状
態
二
在
り
是
ハ
一
番
難
儀
ナ
リ
ト
称
ス
」

（附）

（
台
両
庁
）

「
官
役
人
夫
病
気
帰
還
者
二
対
シ
哺
里
社
前
方
各
倉
庫
l
l
於
テ
食
事
ヲ
給
セ
サ
ル
ヲ
以
テ
帰
還
ヲ
命
セ
ラ
レ
タ
ル
人
夫
ハ

所
持
金
ヲ
名
ス
ル
モ
霧
祉
前
方
二
於
テ
ハ
胴
フ
モ
飲
食
物
ナ
ク
絶
食
徒
歩
ス
ル
ノ
悲
境
二
合
ヒ
本
職
ハ
去
ル
ト
六
日
木
瓜

渓
二
於
テ
病
気
解
隊
ヲ
命
セ
ラ
レ
帰
途
病
気
帰
還
人
夫
H
名
ヲ
同
道
シ
番
茶
圭
ポ
ア
ル
ン
眉
渓
ノ
各
倉
庫
二
宿
泊
シ
タ
ル

モ
宿
泊
所
倉
庫
員
ハ
解
隊
人
夫
二
対
シ
テ
ハ
食
事
ヲ
興
フ
ル
能
ハ
サ
ル
旨
ヲ
述
へ
牢
易
二
食
事
ヲ
給
セ
サ
ル
」
（
六
月
一
L

（61）

口
、
台
中
庁
）

「
霧
祉
倉
庫
長
タ
ル
小
村
二
等
主
引
ハ
人
夫
及
人
夫
監
督
巡
査
ヲ
遇
ス
ル
コ
ト
実
二
言
語
道
断
二
シ
テ
同
倉
庫
付
属
ノ
人

夫
及
警
察
官
二
対
ス
ル
待
遇
ノ
一
般
ヲ
掲
ク
レ
八
人
人
二
対
シ
テ
ハ
朝
昼
夕
共
二
小
ナ
ル
菜
輔
一
切
二
割
ノ
ミ
ハ
之
二
附

ス
ル
二
塩
鮎
ノ
生
物
少
塩
ヲ
加
フ
ル
ノ
ミ
ニ
テ
巡
査
二
対
シ
テ
ハ
人
夫
ノ
モ
ノ
二
加
味
ス
ル
こ
　
「
ジ
ャ
コ
」
少
品
ヲ
加
フ

ル
ノ
ミ
ニ
テ
如
何
ナ
ル
健
康
者
卜
雛
モ
遂
こ
督
養
ハ
不
良
二
陥
り
内
孫
チ
後
二
F
痢
ヲ
生
シ
其
他
諸
病
ヲ
発
シ
人
夫
モ
共

（65）

監
督
タ
ル
巡
査
モ
遂
二
後
送
帰
還
セ
サ
ル
可
ラ
サ
ル
事
ト
ナ
ル
ヲ
普
通
ト
ス
」
　
（
六
月
二
九
日
、
ム
日
中
庁
）

「
人
夫
二
給
ス
ル
食
事
ハ
人
′
尚
ホ
不
十
分
二
シ
テ
彼
等
ヲ
満
足
セ
シ
ム
ル
二
一
仝
ラ
ス
副
食
物
ノ
重
ナ
ル
モ
ノ
ハ
人
相
切
干

ヲ
豚
油
二
テ
煮
H
ケ
タ
ル
モ
ノ
塩
鱒
、
サ
イ
ボ
ウ
、
等
二
シ
テ
彼
等
力
努
働
二
封
ス
ル
螢
養
ハ
不
足
二
シ
テ
日
々
身
体
衰

弱
シ
テ
休
業
者
ノ
多
数
ヲ
山
ス
二
至
り
候
次
第
ナ
ル
モ
倉
庫
二
於
テ
ハ
一
般
定
メ
ラ
レ
タ
ル
糧
食
ノ
外
他
二
通
常
ノ
副
食

物
ヲ
給
ス
ヘ
キ
途
ナ
キ
ヨ
リ
何
ト
モ
詮
方
ナ
シ
コ
ト
二
候
」
　
（
七
月
七
日
、
台
中
庁
）

「
糧
食
二
就
テ
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梗
精
米
二
副
食
物
ハ
大
根
潰
卜
塩
魚
二
シ
テ
豚
肉
ヲ
食
セ
サ
ル
モ
人
夫
ト
シ
テ
ハ
普
通
食
二
シ
テ
充
分
二
食
シ
居
り
空
腹

ナ
リ
ト
テ
不
満
ヲ
訴
ヘ
タ
ル
コ
ト
ナ
シ
然
ル
二
今
十
六
日
よ
り
二
十
日
迄
粗
食
不
足
ノ
為
メ
半
減
食
ヲ
命
セ
ラ
レ
一
般
二

大
恐
慌
ヲ
来
シ
居
り
候
人
夫
間
苦
情
多
シ
輸
送
困
難
ナ
リ
所
持
金
ア
ル
モ
ノ
ハ
雑
貨
店
二
至
り
姦
湾
菓
子
ヲ
購
入
シ
テ
携

帯
シ
居
り
或
ル
班
ハ
十
数
岡
ヲ
集
メ
テ
雑
貨
店
二
購
入
方
依
頼
シ
タ
ル
モ
ノ
ア
リ
一
人
七
合
五
勺
ヲ
半
減
セ
ラ
レ
四
合
二

至
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
人
夫
ハ
空
腹
ヲ
告
ク
ル
ハ
禽
然
ナ
リ
輸
送
出
来
サ
ル
ニ
ア
ラ
サ
ル
ヤ
ト
認
ム
ル
モ
一
般
ノ
コ
ト
ナ
レ
ハ

警
察
官
及
人
夫
ヲ
督
励
シ
テ
出
役
セ
シ
メ
ン
ト
シ
店
ル
モ
永
ラ
ク
持
綿
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
来
ル
二
十
日
頃
二
ハ
大
分

ハ
解
隙
ノ
説
ア
リ
本
件
二
付
テ
ハ
倉
庫
長
卜
共
二
講
究
中
二
有
之
候
」
　
（
七
月
二
一
日
、
台
中
庁
）

m
．
「
人
夫
ハ
一
般
二
副
食
物
ノ
給
輿
ナ
キ
ト
担
送
ノ
重
キ
ト
二
大
ナ
ル
不
平
ヲ
漏
シ
ツ
ゝ
ア
リ
近
来
出
役
人
夫
中
二
ハ
督
養

不
良
ノ
モ
ノ
多
ク
使
役
上
頗
ル
困
難
ヲ
感
シ
ツ
ー
ア
リ
」
　
（
七
月
二
三
日
、
台
中
庁
）

食
糧
給
与
は
、
「
其
言
区
々
ナ
リ
ト
舵
概
シ
テ
苦
情
少
ナ
キ
モ
ノ
ノ
如
シ
」
　
（
e
）
と
い
う
報
告
も
あ
る
が
、
全
般
的
に
不
十

分
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
特
に
副
食
物
に
関
す
る
指
摘
が
共
通
し
て
出
さ
れ
て
お
り
、
豚
の
油
肉
を
常
食
と
す
る

漢
民
族
系
台
湾
住
民
で
あ
る
出
没
人
夫
か
ら
、
こ
れ
が
給
与
さ
れ
な
い
と
い
う
苦
情
は
相
当
強
く
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
、
「
道
路
険
悪
」
の
た
め
、
「
物
資
ノ
供
給
充
分
ナ
ラ
ズ
」
規
定
の
食
事
が
給
与
さ
れ
な
い
と
い
う
状
態
に
な
る
場
合
が
あ
っ

た
こ
と
が
い
く
つ
も
の
報
告
で
な
さ
れ
て
い
る
。

監
督
警
察
官
も
人
夫
と
同
様
の
状
態
に
お
か
れ
て
い
た
こ
と
は
、
以
下
の
報
告
で
わ
か
る
二
警
察
官
吏
ハ
一
般
二
糧
食
充
分

ナ
ラ
ス
殊
二
肉
類
ノ
如
キ
ハ
皆
無
ノ
状
態
ナ
リ
ボ
ア
ル
ン
奇
策
主
山
南
嘩
ハ
柏
ヤ
普
通
ナ
ル
モ
当
所
即
チ
木
瓜
渓
二
ア
リ
テ
ハ

何
等
加
給
品
ナ
ク
酒
茶
ハ
勿
論
ナ
シ
副
食
物
ト
シ
テ
ハ
塩
鮭
ノ
小
ナ
ル
モ
ノ
一
片
位
二
シ
テ
味
噌
汁
サ
へ
食
ス
ル
コ
ト
柿
ナ
リ

殊
二
飯
ハ
不
足
ヲ
告
ケ
減
食
シ
ツ
ゝ
ア
ル
ノ
状
態
ナ
リ
一
般
警
察
官
吏
ノ
健
康
状
態
良
好
ナ
ラ
ス
」
（
六
月
一
六
日
、
台
中
庁
）
。

④
病
気
と
医
療
の
劣
悪
さ
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e d c b

．
人
夫
疾
患
状
況
の
報
告

監
督
警
察
官
よ
り
の
報
告
は
人
夫
の
疾
患
状
況
を
生
々
し
く
伝
え
て
い
る
。

「
皆
鳩
山
身
ノ
人
夫
ハ
山
地
生
清
二
馴
レ
サ
ル
為
他
應
二
比
シ
病
者
多
ク
担
夫
ト
シ
テ
不
適
当
ノ
模
様
ア
リ
」
（
五
月
六
日
、

（m）

嘉
義
庁
報
告
）

「
山
間
僻
地
ナ
ル
カ
故
二
比
較
的
病
人
多
ク
項
二
木
月
九
日
ノ
如
キ
ハ
総
人
員
ノ
一
割
ハ
碓
病
担
送
二
堪
ヘ
サ
ル
ノ
有
様

ナ
リ
」
　
（
五
月
一
二
日
、
台
中
庁
報
告
）

「
五
月
二
十
一
日
小
官
皆
追
分
到
着
以
降
ハ
気
候
著
シ
ク
寒
冷
ヲ
覚
ユ
ル
為
職
員
卜
人
夫
ヲ
間
ワ
ス
患
者
激
増
シ
」
「
職
員

ノ
半
パ
以
上
半
病
人
ナ
ル
有
様
ナ
リ
」
「
保
甲
人
夫
二
シ
テ
追
分
ボ
ア
ル
ン
若
菜
主
硝
峰
合
歓
山
以
東
ノ
各
倉
庫
二
ア
ル
人

夫
ノ
約
二
割
ハ
常
二
諸
種
ノ
疾
病
二
冒
サ
レ
休
業
シ
ツ
ー
ア
リ
当
追
分
二
於
テ
本
日
ノ
人
夫
総
員
二
一
四
二
名
ノ
内
患
者

（72）

二
四
五
名
二
シ
テ
他
倉
庫
所
属
ノ
人
夫
二
比
シ
多
少
好
成
績
ヲ
示
シ
居
レ
リ
」
　
（
六
月
四
日
、
台
申
庁
報
告
）

「
人
夫
ノ
健
康
状
態

人
夫
ノ
健
康
状
龍
八
．
般
二
良
好
ナ
ラ
ス
殊
二
近
来
赤
痢
患
者
続
出
シ
送
還
ス
ル
モ
ノ
多
シ
苛
莱
主
山
南
八
寒
気
強
キ
二

的
ラ
ス
防
寒
具
ノ
準
備
ナ
キ
為
メ
健
康
ヲ
害
ス
ル
モ
ノ
多
ク
死
亡
者
．
口
平
均
一
人
二
相
禽
ス
ト
認
メ
ラ
ル
合
所
ノ
如
キ

ハ
目
下
八
百
八
十
一
人
ノ
人
夫
ヲ
有
シ
之
レ
カ
三
割
弱
ノ
病
者
ア
ル
モ
尖
際
二
於
テ
ハ
二
割
位
ナ
ラ
ン
内
一
割
ハ
負
傷
者

ナ
り
負
傷
ハ
輸
送
ノ
際
足
部
二
受
ク
ル
所
ノ
刺
傷
切
傷
擦
過
傷
ヲ
重
ナ
ル
モ
ノ
ト
ス
病
者
ノ
所
遇
ハ
一
般
二
良
好
ナ
ラ
ス

病
者
二
ハ
弼
食
ヲ
為
サ
シ
メ
ツ
ゝ
ア
リ
皆
所
ハ
柑
患
者
二
対
シ
懇
切
ナ
ル
カ
如
シ
」
　
（
六
月
一
六
日
、
台
小
庁
報
批
‖
）

「
魯
文
腰
管
内
ヨ
リ
討
楷
開
始
相
成
本
年
四
月
二
十
一
口
以
来
人
夫
募
集
既
に
五
回
七
千
十
七
人
ノ
出
役
人
夫
ア
リ
其
内

病
気
帰
還
ノ
モ
ノ
約
百
名
斗
り
重
体
二
陥
り
引
取
ト
シ
テ
家
族
立
越
シ
引
取
り
タ
ル
モ
ノ
一
名
有
之
」
（
六
月
一
八
口
、
台

（71）

中
庁
報
告
）
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「
病
気
ノ
為
解
隊
ト
ナ
リ
帰
宅
セ
シ
人
夫
等
ハ
一
頭
二
気
候
ノ
寒
冷
ナ
ル
カ
ロ
絨
モ
苦
痛
ナ
リ
ト
語
り
且
ツ
内
地
人
ハ
比
較

的
張
病
者
紗
ナ
キ
モ
本
島
人
ハ
疾
病
こ
羅
ル
モ
ノ
多
シ
コ
レ
内
地
人
ハ
防
寒
具
等
ノ
用
意
充
分
ナ
ル
モ
本
島
人
人
夫
等
ハ

其
用
意
充
分
ナ
ラ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
給
興
其
他
軍
隊
ノ
取
扱
不
行
届
二
起
因
ス
ル
モ
ノ
妙
ナ
カ
ラ
ス
ト
語
り
居
ル
モ
ノ
ア

（75）

リ
」
　
（
六
月
二
五
口
、
新
竹
庁
報
告
）

「
衛
隼
上
こ
付
イ
テ
ハ
病
気
等
ノ
場
合
保
護
頗
ル
薄
ク
病
体
歩
行
二
塀
へ
サ
ル
二
係
ラ
ス
僅
カ
ニ
仁
丹
位
ヲ
給
輿
シ
解
隊

ホ
後
更
二
省
ミ
ル
所
ナ
キ
カ
為
メ
知
己
親
戚
モ
ナ
キ
遠
隔
ノ
地
二
於
テ
独
り
甚
タ
シ
キ
苦
悶
ヲ
重
ネ
ッ
ゝ
支
給
セ
ラ
レ
タ

ル
人
夫
賃
ノ
全
部
ヲ
費
シ
漸
ク
ニ
シ
テ
帰
宅
シ
タ
ル
モ
ノ
ア
リ
此
点
二
付
テ
ハ
人
夫
自
ラ
苦
情
ヲ
唱
フ
ル
ノ
モ
ナ
ラ
ス
保

甲
民
二
於
テ
モ
然
ル
へ
キ
方
法
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
希
望
シ
居
レ
リ
」
　
（
六
月
、
桃
園
庁
）

「
保
甲
人
夫
ノ
患
者
即
チ
休
業
者
ノ
四
分
ノ
三
ハ
身
体
疲
労
ノ
為
メ
休
業
ノ
己
ム
ヲ
得
サ
ル
二
塁
ル
モ
ノ
ニ
テ
実
際
ノ
疾

病
休
業
者
ハ
四
分
ノ
一
強
二
有
之
候
」
「
現
今
疾
病
ノ
重
ナ
ル
モ
ノ
ハ
皮
膚
病
（
足
腐
レ
多
数
ヲ
占
ム
）
外
傷
（
担
送
途
中

岩
石
共
他
二
テ
負
傷
セ
シ
モ
ノ
）
梅
毒
（
従
来
ヨ
リ
持
チ
来
リ
シ
モ
ノ
）
下
痢
症
、
感
冒
及
老
衰
病
等
二
候
」
（
七
月
七
日
、

（77）

台
中
庁
報
告
）

「
衛
隼
状
態

基
中
應
下
ノ
人
夫
七
月
十
五
日
現
在
二
百
七
十
一
名
二
シ
テ
内
患
者
転
目
ノ
平
均
五
十
名
内
外
近
頃
ド
痢
症
者
著
シ
ク
減

少
シ
足
部
ノ
負
傷
鼠
モ
多
ク
其
他
「
マ
ラ
リ
ヤ
」
往
々
有
之
候
之
レ
湿
気
ノ
多
キ
ト
担
送
ノ
閃
難
ナ
ル
二
基
因
ス
ル
ナ
ラ

ン
然
シ
六
月
初
旬
二
比
シ
衛
生
状
態
梢
ヤ
良
好
二
向
ヒ
ツ
ー
ア
リ
降
雨
ノ
際
ハ
患
者
増
加
ス
ル
モ
全
ク
ノ
患
者
二
ア
ラ
ス
」

（
七
月
二
．
日
、
台
巾
庁
報
告
）

「
人
夫
ノ
健
康
状
態

人
夫
ノ
健
康
状
態
ハ
既
報
ノ
如
ク
一
般
二
良
好
ナ
ラ
ス
殊
二
バ
ト
ラ
ン
方
面
並
井
二
当
地
附
近
ハ
足
部
ノ
創
傷
ヨ
リ
濃
毒
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症
ニ
E
惟
ル
モ
ノ
相
一
割
弱
二
達
ス
尚
ホ
本
月
初
ヨ
リ
多
数
ノ
人
夫
ヲ
収
容
シ
タ
ル
沓
倉
庫
ハ
赤
痢
病
井
ヒ
二
下
痢
症
患
者

発
生
ヲ
見
ル
二
至
レ
リ
然
ル
二
本
月
七
日
大
暴
風
雨
以
来
降
雨
続
キ
タ
ル
為
メ
同
病
患
者
ノ
緯
揖
ス
ル
コ
ト
多
ク
今
ヤ
可

（79）

割
五
分
以
上
ノ
患
者
ヲ
山
ス
二
至
レ
リ
」
　
（
七
月
二
三
日
、
台
申
庁
報
告
）

報
告
の
中
で
、
数
字
で
表
さ
れ
た
擢
病
者
の
割
合
は
人
夫
の
二
割
か
ら
三
割
と
さ
れ
て
い
る
。
追
分
倉
庫
で
は
、
人
夫
一
二

四
二
人
の
内
二
四
五
人
が
患
者
で
、
一
九
．
七
％
が
患
者
だ
が
、
こ
れ
で
も
「
他
倉
庫
所
属
の
人
夫
に
比
し
多
少
好
成
紙
を
示
し

居
れ
り
」
　
（
C
）
　
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
雁
病
者
は
か
な
り
高
い
割
合
で
で
た
と
い
え
よ
う
。

確
病
の
原
因
と
し
て
は
、
寒
気
が
強
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
防
寒
具
の
準
備
が
な
い
こ
と
が
共
通
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
疾

病
の
内
訳
と
し
て
は
、
赤
痴
∵
マ
ラ
リ
ア
・
下
痢
症
・
濃
毒
症
・
梅
志
∵
感
冒
等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
担
送
の
際
の

負
傷
　
（
特
に
足
部
）
　
も
　
「
一
割
は
負
傷
者
」
　
（
d
）
　
と
あ
る
よ
う
に
、
か
な
り
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

2
．
人
夫
の
病
気
後
送
者
数

病
気
に
な
り
、
山
役
に
耐
え
ら
れ
な
い
と
判
断
さ
れ
た
人
夫
は
後
送
さ
れ
た
。
保
甲
人
夫
出
役
調
査
表
　
（
A
）
　
に
は
病
気
後

送
者
数
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
出
役
者
数
の
中
で
病
気
後
送
者
の
占
め
る
割
合
を
見
て
み
る
。
各
庁
の
調
査
日
ご
と
に
算
出
し

た
出
役
人
夫
数
に
お
け
る
病
気
後
送
者
数
の
割
合
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。
（
※
　
「
本
期
間
出
役
数
」
　
か
ら
　
「
帰
還
者
数
」
d

「
逃
走
者
数
」
・
「
病
気
後
送
音
数
」
　
を
引
い
た
数
字
が
　
「
差
引
現
在
出
役
数
」
　
と
血
致
し
な
い
ケ
ー
ス
は
計
算
か
ら
除
外
し
た
）

○
～
一
％
以
下
1
六
ケ
ー
ス
、
一
％
台
1
五
、
二
％
台
1
二
、
三
％
台
1
二
、
四
％
台
1
六
、
六
％
台
1
三
、
七
％
台
1
三
、

八
％
台
1
三
、
九
％
台
1
二
　
二
五
％
台
1
二
　
二
十
六
％
台
1
一
（
合
計
三
三
ケ
ー
ス
）

こ
の
数
値
か
ら
、
山
％
台
以
下
の
極
少
数
が
十
一
ケ
ー
ス
で
三
分
の
一
、
二
％
台
～
四
％
台
を
合
わ
せ
る
と
一
〇
ケ
ー
ス
で

約
三
分
の
一
、
六
％
台
～
九
％
台
が
一
〇
ケ
ー
ス
で
約
三
分
の
一
、
と
な
る
。
二
％
台
か
ら
九
％
台
が
三
分
の
二
を
占
め
る
。
病

気
後
送
者
が
出
役
者
の
一
定
数
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
台
南
庁
の
二
ケ
ー
ス
　
（
六
月
）
は
二
十
数
パ
ー
セ
ン
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卜
と
眞
常
に
高
い
。

庁
単
位
で
み
れ
ば
、
病
気
後
送
者
数
の
割
合
が
低
い
庁
と
し
て
、
台
北
・
宜
蘭
・
新
竹
の
各
庁
が
、
ま
た
割
合
が
高
い
庁
と

し
て
は
台
中
・
意
義
・
台
南
∵
阿
紙
の
各
庁
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
差
が
ど
こ
か
ら
き
て
い
る
か
。
「
今
回
ノ
保
甲
人

夫
中
二
ハ
最
初
ヨ
リ
全
ク
労
働
二
堪
へ
サ
ル
モ
ノ
（
老
衰
従
来
ヨ
リ
疾
病
二
躍
り
居
り
タ
ル
モ
ノ
ハ
不
具
者
ノ
類
）
多
数
ア
リ

（㈹）

是
等
人
夫
ハ
巳
ム
ヲ
得
ス
帰
還
セ
シ
ム
ル
二
至
り
タ
ル
モ
ノ
ア
リ
」
　
（
六
月
四
日
、
台
中
庁
）
　
と
、
は
じ
め
か
ら
労
役
に
耐
え

ら
れ
な
い
も
の
が
送
り
込
ま
れ
た
事
例
が
あ
り
、
病
気
後
送
者
数
の
割
合
が
高
い
ケ
ー
ス
で
は
こ
の
よ
う
な
徴
用
が
か
な
り
行

わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

3
．
治
療
の
状
況

次
に
治
療
の
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
を
み
て
み
よ
う
。

a
．
「
出
役
人
夫
病
気
こ
躍
ル
モ
医
師
ノ
配
置
ナ
キ
ガ
為
メ
非
常
二
困
難
シ
居
ル
状
態
二
シ
テ
土
城
ヲ
除
ク
外
相
仔
林
、
眉
渓

二
ハ
寅
薬
店
モ
ナ
ク
病
夫
二
関
シ
テ
ハ
引
率
警
察
官
吏
ノ
携
帯
ス
ル
所
持
薬
ヲ
輿
へ
居
ル
モ
限
リ
ア
ル
数
二
シ
テ
将
二
遜

（椚）

キ
ン
ト
シ
ツ
ゝ
ア
ル
状
況
二
テ
其
治
療
上
意
ノ
如
ク
ナ
ラ
ス
ト
云
フ
」
　
（
五
月
六
日
、
真
義
庁
報
告
）

b
．
「
一
、
柑
仔
林
経
理
部
倉
庫
所
属
保
甲
人
夫
ハ
五
月
八
日
ノ
現
在
八
百
九
十
四
人
（
内
嘉
義
臆
ノ
人
夫
オ
モ
含
ム
）
ナ
リ

シ
カ
同
九
日
二
ハ
二
百
七
十
人
ヲ
残
シ
他
ハ
悉
ク
哺
里
社
二
引
揚
ケ
タ
リ
同
地
ハ
地
勢
上
品
モ
不
便
ナ
ル
モ
飲
料
水
ハ
消

水
ヲ
使
用
シ
ツ
ゝ
ア
リ
左
レ
ト
山
間
僻
地
ナ
ル
カ
故
二
比
較
的
病
人
多
ク
現
二
本
月
九
日
ノ
如
キ
ハ
総
人
数
ノ
一
割
ハ
碓

病
担
送
二
堪
へ
サ
ル
ノ
有
様
ナ
リ
且
医
事
機
関
上
ト
テ
モ
何
等
設
備
ナ
ク
之
レ
等
ハ
多
少
羅
病
者
ノ
増
加
ス
ル
原
因
ナ
ラ

ン
カ
逃
走
者
ハ
九
日
ノ
現
在
二
テ
ハ
総
計
十
六
人
ナ
リ
シ
　
（
台
中
鷹
山
役
ノ
分
）

一
、
哺
里
祉
経
理
部
倉
庫
所
属
保
甲
人
夫
ハ
当
廃
山
役
ノ
分
千
六
百
名
二
シ
テ
共
ノ
輸
送
先
ハ
眉
渓
ナ
リ
シ
為
何
等
故
障

ナ
ク
順
調
二
進
行
シ
ツ
ゝ
ア
リ
タ
リ
衛
生
状
態
等
モ
柑
仔
林
ヨ
リ
ハ
良
好
二
シ
テ
羅
病
帰
還
ヲ
命
シ
タ
ル
者
モ
少
カ
リ
シ
」
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（
五
月
一
二
日
、
台
中
庁
報
告
）

「
追
分
二
於
テ
ハ
日
々
ノ
人
夫
患
者
ハ
前
述
ノ
如
ク
二
百
五
十
名
内
外
ナ
ル
ニ
不
拘
該
病
人
ヲ
診
察
ス
ル
モ
ノ
ハ
看
護
長

一
人
二
シ
テ
診
察
及
薬
剤
モ
無
之
等
ノ
有
様
二
テ
毎
日
午
前
十
時
頃
ヨ
リ
午
後
四
時
頃
迄
ヲ
費
シ
其
診
察
タ
ル
ヤ
誠
二
怪

シ
キ
モ
ノ
有
之
人
夫
二
於
テ
モ
看
護
長
ノ
診
察
ハ
稚
不
信
用
ノ
模
様
二
テ
間
二
ハ
事
智
病
気
こ
ア
リ
ナ
カ
ラ
診
断
ヲ
受
ク

ル
ヲ
欲
セ
サ
ル
モ
ノ
サ
エ
有
之
候
二
付
相
皆
資
格
ヲ
軍
ス
ル
軍
医
ヲ
シ
テ
一
週
間
二
二
回
若
ク
ハ
一
回
ノ
出
張
診
察
ヲ
要

求
候
モ
人
員
ノ
都
合
上
其
ノ
運
ヒ
二
至
ラ
ス
其
ノ
侭
二
ナ
リ
居
レ
り
」
　
（
六
月
四
日
、
台
中
庁
報
告
）

「
病
者
ノ
所
遇
ハ
一
般
二
良
好
ナ
ラ
ス
病
者
二
ハ
粥
食
ヲ
為
サ
シ
メ
ツ
ー
ア
リ
箇
所
（
※
）
棺
患
者
二
対
シ
懇
切
ナ
ル
カ

如
シ
」
　
（
六
月
一
六
日
、
台
中
庁
報
告
）
　
（
※
苛
莱
主
山
南
嘩
）

「
本
月
十
一
日
歯
支
廟
ヨ
リ
出
役
人
夫
七
名
合
歓
山
方
面
ヨ
リ
病
気
解
傭
ト
ナ
リ
下
山
途
中
莱
市
頭
第
六
保
募
集
人
夫
馬

芝
壁
打
鉄
暦
庄
許
應
ナ
ル
モ
ノ
左
足
腫
張
漬
膿
シ
歩
行
ノ
自
由
ヲ
失
ヒ
路
傍
二
例
レ
同
行
ノ
人
夫
之
ヲ
助
ケ
追
分
迄
来
り

哺
里
社
担
架
人
夫
ヲ
請
ヒ
タ
ル
モ
容
レ
ラ
レ
ス
依
テ
患
者
輸
送
部
二
輸
送
ヲ
話
シ
モ
亦
夕
容
レ
ラ
レ
ス
不
得
止
担
架
ノ
借

用
ヲ
話
シ
モ
許
サ
レ
ス
之
レ
カ
治
療
ヲ
怠
ル
ト
キ
ハ
足
部
切
断
セ
サ
ル
へ
カ
ラ
サ
ル
ト
ノ
看
護
長
ノ
診
断
二
シ
テ
殆
ン
ト

昔
感
如
何
セ
ン
ト
シ
居
タ
ル
虚
同
人
ノ
兄
許
盾
入
山
ス
ル
二
骨
シ
同
人
二
保
護
方
ヲ
託
シ
タ
リ
ト
云
フ
如
此
費
例
ハ
砂
ナ

カ
ラ
サ
ル
モ
病
者
二
ハ
宅
モ
医
療
ヲ
興
エ
ス
放
任
シ
ア
ル
ト
ノ
事
ハ
病
気
帰
還
ノ
人
大
間
二
於
テ
晴
々
ト
シ
テ
罠
シ
又
人

夫
監
督
ト
シ
テ
出
張
中
ノ
巡
査
ヨ
リ
モ
此
等
ノ
通
信
二
接
シ
居
レ
ハ
此
値
病
者
二
対
シ
救
護
ノ
設
備
無
之
二
於
テ
ハ
今
後

人
夫
募
集
上
多
大
ノ
影
響
可
致
ハ
勿
論
民
情
上
二
悪
感
情
ヲ
輿
フ
ル
義
卜
思
料
ス
」
　
（
六
月
一
八
日
、
台
中
庁
報
告
）

「
患
者
二
対
ス
ル
軍
隊
ノ
取
扱
ハ
至
極
冷
淡
二
シ
テ
一
、
二
日
服
薬
セ
シ
メ
療
養
セ
ハ
治
癒
ス
へ
キ
軽
症
患
者
ヲ
モ
解
隊

ス
ル
故
中
二
ハ
不
本
意
ナ
カ
ラ
帰
郷
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
帰
還
途
中
ハ
殆
ン
ト
保
護
ヲ
加
へ
ラ
レ
サ
ル
ヲ
以
テ
生
命
辛
二
帰

（陥）

郷
ス
ル
ノ
状
況
ナ
リ
ト
」
　
（
六
月
、
新
竹
庁
）
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「
患
者
ノ
取
扱
又
夕
苛
酷
二
シ
テ
各
倉
庫
共
二
大
同
小
異
ナ
リ
軍
医
ハ
各
倉
庫
二
於
テ
診
察
ヲ
為
ス
モ
畢
二
診
察
ス
ル
ノ

ミ
ニ
テ
多
ク
ハ
投
薬
ヲ
モ
為
シ
呉
レ
ス
ト
云
フ
最
近
二
在
リ
テ
ハ
各
倉
庫
ヨ
リ
倉
庫
二
送
還
セ
シ
メ
ラ
ル
ル
モ
普
初
ハ
疾

病
解
傭
卜
決
定
シ
タ
ル
以
上
ハ
其
億
二
帰
宅
ヲ
許
サ
ル
モ
病
者
ハ
多
ク
濁
音
シ
テ
歩
行
モ
篤
シ
得
サ
ル
状
態
二
テ
共
ノ
困

難
名
状
ス
へ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
雛
モ
各
倉
庫
二
八
∩
ハ
タ
病
気
解
傭
ヲ
認
ム
ル
二
過
キ
ス
シ
テ
何
等
宇
宙
ヲ
馬
サ
リ
シ

（椚）

事
ア
リ
タ
ト
云
フ
　
（
現
今
ハ
倉
庫
ヨ
リ
倉
庫
二
拍
送
セ
ラ
ル
ト
云
フ
）
」
　
（
六
月
、
嘉
義
庁
）

「
患
者
ノ
帰
還
二
際
シ
テ
ハ
線
メ
警
察
官
ヨ
リ
途
中
ノ
倉
庫
へ
世
話
方
ヲ
依
頼
ス
ル
ヲ
以
テ
夫
等
二
封
シ
テ
ハ
哺
里
社
二

葉
ル
各
倉
庫
追
ハ
宿
泊
及
ヒ
飲
食
ヲ
給
典
セ
ラ
レ
居
レ
リ
而
シ
テ
軍
瞥
二
願
へ
バ
見
テ
ハ
呉
ル
ー
モ
薬
物
ノ
持
合
ナ
シ
ト

称
シ
飴
程
ノ
壷
患
者
二
ア
ラ
ザ
レ
ハ
投
薬
セ
ズ
又
一
旦
哺
里
社
ヨ
リ
出
デ
タ
ル
上
ハ
途
中
更
二
輪
ム
べ
キ
途
ナ
ク
総
テ
日

（朋）

力
二
様
ラ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
シ
テ
病
気
ト
ナ
ラ
バ
最
後
編
者
マ
テ
ノ
同
債
智
二
言
外
ナ
リ
ト
云
々
」
　
（
六
月
、
台
繭
庁
）

「
一
、
各
倉
庫
軍
医
及
看
護
良
ノ
診
緊
治
療
ハ
誠
二
不
親
切
二
シ
テ
其
ノ
程
度
賢
二
外
観
者
ヲ
シ
テ
驚
嘆
セ
シ
ム
ル
モ
ノ

ニ
テ
有
之
候
歯
倉
庫
専
属
軍
医
ノ
如
キ
ハ
先
ツ
親
切
二
診
察
ス
ル
例
二
候
モ
夫
レ
ニ
テ
モ
人
夫
等
ハ
常
二
軍
医
ノ
不
親
切

ヲ
唱
へ
居
り
候
二
付
小
職
ハ
夫
レ
ト
ナ
ク
時
々
談
話
ノ
間
二
改
良
ヲ
促
シ
ツ
ツ
有
之
候
へ
共
山
人
ノ
軍
医
二
テ
何
等
設
備

ナ
キ
原
野
二
於
テ
多
数
ノ
患
者
ヲ
診
察
ス
ル
コ
ト
ー
テ
軍
医
モ
共
ノ
労
苦
二
堪
ヘ
ス
不
知
く
ノ
間
こ
不
親
切
二
渉
ル
如

キ
観
有
之
到
底
人
夫
ノ
患
者
ヲ
シ
テ
渦
足
セ
シ
ム
ル
如
キ
ハ
不
可
能
カ
ト
思
料
セ
ラ
レ
候

此
ノ
両
三
日
ハ
従
来
二
比
シ
梢
ヤ
人
夫
ノ
患
者
こ
対
シ
テ
モ
意
ヲ
用
ヒ
ツ
ー
ア
ル
ヤ
二
身
受
ラ
レ
候

一
、
当
倉
庫
軍
医
ノ
談
二
依
レ
ハ
討
伐
軍
全
線
患
者
二
対
ス
ル
処
要
衝
車
材
料
ハ
常
二
不
足
勝
二
テ
充
分
ナ
ル
治
療
及
施

薬
ヲ
為
ス
能
ハ
ス
為
メ
二
人
夫
ノ
患
者
二
対
シ
テ
ハ
啓
二
気
ノ
毒
ナ
ル
次
第
ナ
ル
モ
詮
方
ナ
キ
二
依
り
軽
易
ナ
ル
患
者
二

封
シ
テ
ハ
薬
ヲ
輿
フ
ル
能
ハ
サ
ル
ヲ
以
テ
少
シ
重
病
者
二
封
シ
テ
ハ
相
蕾
ノ
治
療
ヲ
加
へ
又
基
ヲ
与
フ
ル
方
針
二
テ
目
下

請
求
中
ナ
ル
衛
生
材
料
到
着
セ
ハ
出
来
得
ル
限
り
手
首
ヲ
為
ス
筈
ナ
ル
趣
二
候
モ
察
ス
ル
二
現
今
ノ
衛
生
状
態
二
対
ス
ル
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申
訳
二
外
ナ
ラ
サ
ル
ト
思
料
セ
ラ
レ
候

現
今
疾
病
ノ
重
ナ
ル
モ
ノ
ハ
皮
膚
病
（
足
腐
レ
多
数
ヲ
占
ム
）
外
傷
（
担
送
中
岩
石
共
他
二
テ
負
傷
セ
シ
モ
ノ
）
梅
毒
（
従

来
ヨ
リ
持
チ
来
り
シ
モ
ノ
）
ド
痢
症
、
感
冒
及
老
衰
病
等
二
候
」
　
（
七
月
七
日
、
台
中
庁
報
告
）

「
人
夫
二
間
ス
ル
衛
生
上
ノ
施
設
ハ
全
ク
僻
へ
無
キ
モ
ノ
ゝ
如
ク
碍
病
、
傷
病
者
モ
数
日
間
二
一
度
軍
医
ノ
診
断
ヲ
受
ク

ル
二
止
マ
リ
深
ク
番
地
二
人
リ
テ
服
役
シ
ツ
ゝ
ア
ル
者
ノ
事
故
二
関
シ
テ
ハ
実
二
同
惜
二
唯
へ
ス
ト
云
フ
」
（
七
月
十
日
、

嘉
裁
け
報
告
）

「
全
ク
病
気
卜
断
定
ス
ル
モ
投
薬
ナ
キ
ハ
遺
憾
ト
ス
投
薬
ア
ル
モ
一
間
少
昆
ヲ
給
ス
ル
二
過
キ
ス
負
傷
ナ
レ
ハ
曹
薬
或
ハ

「
ヨ
ジ
ム
チ
ン
キ
」
位
ヲ
塗
布
シ
テ
休
業
ヲ
興
フ
ル
位
ナ
リ
故
二
今
ク
ノ
病
者
卜
鯉
ト
モ
診
断
ヲ
嫌
ヒ
居
レ
リ
又
診
断
ノ
方

法
二
付
テ
モ
甚
夕
粗
雄
二
シ
テ
顔
色
ヲ
見
ル
位
ナ
ル
ヲ
以
テ
絞
狩
ナ
ル
患
者
ハ
一
朝
二
二
間
ノ
診
断
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ア
リ

一
間
ハ
休
業
ト
ナ
ル
モ
一
間
目
二
解
隊
ト
ナ
ル
例
ア
リ
解
傭
患
者
取
扱
二
付
テ
ハ
従
来
如
何
ナ
ル
重
病
者
卜
媒
解
傭
放
還

シ
タ
り
不
得
止
監
督
者
二
於
テ
共
ノ
班
中
ノ
強
旺
者
ヲ
シ
テ
哺
里
社
追
担
送
後
送
シ
ツ
ゝ
ア
リ
シ
カ
六
月
末
ヨ
リ
徒
歩
出

来
サ
ル
者
ハ
絶
テ
患
者
輸
送
部
二
収
容
ノ
上
後
送
シ
ツ
ゝ
ア
リ
近
頃
途
小
二
於
イ
テ
倒
ル
ゝ
モ
ノ
少
ナ
シ
」
（
七
月
一
二
日
、

（91）

台
小
庁
報
什
ロ
）

（
赤
痢
、
下
痢
症
）
「
之
レ
力
線
防
二
間
シ
テ
ハ
部
下
警
察
官
吏
ヲ
督
励
シ
テ
収
容
治
療
ヲ
受
ケ
シ
ム
ル
コ
ト
二
務
メ
ツ
ゝ

ア
ル
モ
如
何
セ
ン
当
所
（
※
）
患
者
収
容
所
ハ
僅
カ
ニ
看
護
艮
一
名
ノ
配
属
ア
ル
ノ
ミ
ニ
シ
テ
到
底
之
レ
カ
予
防
救
治
二

間
然
ヲ
期
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ヲ
以
テ
軍
階
部
へ
数
度
交
渉
ノ
結
果
漸
ク
本
日
追
三
回
ノ
後
送
ヲ
為
ス
二
重
レ
リ
今
ヤ
看

護
長
ノ
外
軍
医
ヲ
以
テ
之
レ
力
線
防
救
治
二
草
フ
シ
メ
ツ
ゝ
ア
リ
尚
ホ
当
所
倉
庫
長
島
円
二
等
主
計
ノ
如
キ
ハ
此
等
二
付

テ
ハ
全
然
無
経
験
ナ
ル
ト
無
頓
着
ナ
ル
ニ
ハ
殆
ン
ト
不
責
任
ノ
状
態
ナ
リ
小
職
ハ
衛
生
専
務
巡
査
巡
査
補
ヲ
特
設
シ
日
二

三
回
ノ
糞
池
ノ
消
毒
患
者
ノ
健
康
調
査
之
レ
カ
収
容
二
軍
フ
シ
メ
極
力
之
レ
力
線
防
二
努
メ
ツ
ー
ア
リ
然
レ
ト
モ
病
毒
ハ
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大
二
敬
重
狛
概
ヲ
極
メ
ツ
ゝ
ア
リ
尚
ホ
去
月
各
應
ヨ
リ
徴
用
シ
タ
ル
人
夫
中
二
ハ
他
人
ノ
代
理
ト
シ
テ
一
定
ノ
金
額
ヲ
受

取
り
来
り
タ
ル
モ
ノ
多
シ
此
等
ハ
多
ク
花
柳
病
其
他
ノ
疾
病
ヲ
包
蔵
シ
来
り
何
等
労
働
ヲ
為
サ
ス
病
気
帰
還
ヲ
乞
フ
モ
ノ

多
シ
尚
ホ
阿
片
吸
食
特
許
者
ノ
徴
用
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ハ
多
ク
過
激
ナ
ル
担
送
二
堰
へ
難
ク
是
又
帰
還
ヲ
出
願
ス
ル
モ
ノ

多
シ
患
者
収
容
所
ノ
患
者
二
対
ス
ル
所
遇
ハ
何
レ
モ
冷
酷
二
シ
テ
戦
傷
患
者
殊
二
軍
人
ヲ
除
ク
外
ハ
其
設
備
不
完
全
ナ
ル

ト
取
扱
ノ
粗
漏
ナ
ル
ト
ハ
一
般
ノ
認
メ
タ
ル
処
ナ
リ
殊
二
督
所
収
容
所
ノ
如
キ
ハ
二
千
数
百
ノ
人
夫
ヲ
有
シ
其
日
ノ
患
者

ヲ
診
断
ス
ル
コ
ト
サ
エ
出
来
得
サ
ル
状
況
二
シ
テ
遺
憾
ノ
点
多
シ
」
　
（
七
月
二
三
日
、
台
中
庁
報
告
）
（
※
セ
ラ
オ
カ
フ
二

倉庫）

治
療
に
関
わ
る
報
告
は
か
な
り
あ
り
、
問
題
の
深
刻
さ
を
窺
わ
せ
て
い
る
。
報
告
で
は
治
療
体
制
が
極
め
て
劣
悪
で
あ
る
こ

と
が
共
通
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
衛
生
上
の
設
備
が
な
い
、
医
者
が
配
置
さ
れ
ず
看
確
長
一
名
だ
け
（
C
、
1
）
と
か
医
者

が
一
人
だ
け
（
～
）
と
い
っ
た
事
例
が
み
ら
れ
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
絶
対
的
不
足
で
「
雁
病
、
傷
病
者
モ
数
日
間
二
一
度
軍
医

ノ
診
断
ヲ
受
ク
ル
こ
止
マ
リ
」
（
j
）
と
い
う
状
況
も
あ
っ
た
。
薬
を
は
じ
め
輪
生
材
料
が
不
足
し
、
投
薬
も
な
さ
れ
な
い
、
軍

医
や
看
護
長
の
診
察
治
療
が
不
親
切
で
、
ま
と
も
な
診
察
が
な
さ
れ
て
い
な
い
等
の
問
題
点
が
具
体
的
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
伝

染
病
の
予
防
対
策
も
全
く
と
ら
れ
て
い
な
い
　
（
1
）
　
と
い
う
驚
く
べ
き
事
例
さ
え
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

4
．
保
甲
人
夫
患
者
の
哺
里
陸
軍
病
院
へ
の
収
容

3
の
e
・
f
・
h
の
報
告
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
病
気
解
傭
と
な
っ
た
出
役
人
夫
に
対
す
る
保
護
の
体
制
は
不
十
分
で
あ
っ

た
。
患
者
の
輸
送
に
つ
い
て
は
、
3
の
k
で
は
、
「
六
月
末
ヨ
リ
徒
歩
出
来
サ
ル
者
ハ
絶
テ
患
者
輸
送
部
二
収
容
ノ
上
後
送
シ

ツ
ー
ア
リ
」
　
と
改
善
が
図
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

六
月
、
疾
病
に
罷
り
解
傭
ま
た
は
帰
還
途
中
疾
病
に
躍
っ
て
帰
還
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
者
に
対
し
救
護
す
る
機
関
が
な
い
、

と
し
て
愛
国
婦
人
会
台
湾
支
部
が
哺
里
社
に
陸
軍
倉
庫
の
一
部
に
患
者
収
容
所
を
設
け
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
六
月
一
九
日
、
哺
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里
社
支
庁
長
が
哺
里
社
陸
軍
病
院
長
と
協
議
し
て
、
こ
の
患
者
収
容
所
の
件
は
取
り
消
さ
れ
、
入
院
を
要
す
る
人
夫
の
患
者
は

全
部
哺
里
社
陸
軍
病
院
へ
入
院
さ
せ
る
こ
と
に
決
定
さ
れ
た
D
そ
れ
に
と
も
な
い
、
七
月
四
日
、
内
地
人
看
護
人
一
筆
本
鳥

人
十
一
名
及
び
炊
夫
六
名
の
雇
い
入
れ
が
な
さ
れ
た
。

七
月
四
日
調
べ
の
人
夫
患
者
表
　
（
哺
里
祉
陸
軍
病
院
）
　
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

栢

　

　

　

　

　

　

　

　

鋸

同
病
院
は
・
八
月
二
八
日
に
閉
鎖
さ
れ
、
患
者
巡
査
一
人
、
職
工
一
人
、
人
夫
三
人
は
哺
里
社
公
医
方
に
収
容
さ
れ
、
引
き

続
き
治
療
の
手
配
が
取
ら
れ
る
と
い
う
報
告
が
繭
投
庁
長
か
ら
民
政
部
警
察
本
署
長
に
な
さ
れ
て
い
る
。

⑤

人

夫

へ

の

過

酷

な

取

扱

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

洲

）

五
月
九
日
、
台
湾
総
督
府
陸
軍
参
謀
長
は
各
部
隊
並
び
に
各
倉
庫
長
宛
に
　
「
人
夫
使
役
二
閲
ス
ル
件
」
を
通
牒
し
て
い
る
。

台
副
臨
第
三
〇
号

人
夫
使
役
二
間
ス
ル
件
通
牒

大
正
三
年
五
月
九
日
　
基
湾
総
督
府
陸
軍
参
謀
長
　
木
下
宇
三
郎

各
部
隊
長
各
倉
庫
長
宛

討
伐
軍
隊
二
要
ス
ル
輸
送
荷
物
ハ
全
都
之
ヲ
人
夫
ノ
塘
送
二
依
ル
ヲ
以
テ
番
地
二
於
ケ
ル
人
員
ハ
唯
‥
ノ
輸
送
機
関
ナ
リ

ト
ス
然
レ
ト
モ
傭
役
中
二
於
テ
逃
亡
者
ノ
続
出
ス
ル
ハ
従
来
多
ク
ノ
実
例
ヲ
見
ル
虚
二
シ
テ
之
力
原
凶
ハ
蕃
害
ヲ
怖
ル
ル

；
依
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
雄
ト
モ
又
以
テ
使
役
ノ
方
法
ノ
誤
レ
ル
二
起
因
ス
ル
モ
ノ
ナ
シ
ト
セ
ス
仮
令
ハ
言
語
不
通
ヨ
リ
相
互

意
志
ノ
疎
通
ヲ
欠
キ
為
二
徒
こ
之
ヲ
殴
打
又
懲
戒
ス
ル
カ
如
キ
之
レ
ア
リ
而
シ
テ
今
凹
ノ
討
伐
行
動
ノ
如
キ
比
較
的
多
数
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ノ
人
夫
ヲ
使
役
ス
ル
二
懲
り
共
ノ
取
扱
苛
酷
二
尖
シ
為
二
逃
亡
者
ヲ
山
シ
タ
リ
ト
セ
ン
カ
延
テ
輸
送
上
二
大
ナ
ル
踵
秩
ヲ

来
タ
シ
漁
期
ノ
行
動
ヲ
採
ル
能
サ
ル
二
至
ル
場
合
ナ
シ
ト
セ
サ
ル
ヲ
以
テ
之
力
使
役
二
間
シ
テ
ハ
特
二
注
意
ヲ
払
ハ
レ
度

右
通
牒
候
也

人
夫
の
逃
亡
者
が
続
出
し
て
い
る
原
因
に
、
軍
隊
に
よ
る
人
夫
取
扱
の
苛
酷
さ
に
あ
る
と
し
て
、
注
意
す
る
よ
う
求
め
て
い

る
。
こ
の
通
牒
に
関
連
し
て
、
陸
軍
経
理
局
長
は
五
月
七
日
、
各
倉
庫
長
宛
に
「
人
夫
傭
役
二
間
シ
今
般
副
第
三
〇
号
ヲ
以
テ

通
牒
相
成
候
二
就
イ
テ
ハ
各
倉
庫
二
ア
リ
テ
モ
之
力
使
用
上
二
関
シ
テ
ハ
特
二
注
意
ヲ
排
ヒ
苛
酷
二
失
セ
サ
ル
ハ
勿
論
或
ル
程

度
追
ハ
愛
撫
的
使
役
ヲ
ナ
ス
二
努
メ
以
テ
像
期
以
上
ノ
好
男
ヲ
収
メ
ラ
レ
度
」
　
と
の
通
牒
を
だ
し
て
い
る
。

（100）

六
月
一
日
、
佐
久
間
総
督
は
軍
隊
に
、
人
夫
の
取
り
扱
い
に
配
慮
す
る
よ
う
以
下
の
訓
示
を
発
し
た
。

「
保
甲
人
夫
ノ
使
役
二
関
シ
テ
ハ
出
勤
ノ
初
メ
二
留
り
旺
二
諭
達
ス
ル
所
ア
リ
シ
モ
之
ヲ
使
役
シ
且
之
ヲ
愛
撫
ス
ル
ノ
法
二

就
テ
ハ
尚
研
究
ノ
飴
地
少
シ
ト
セ
ス
特
二
其
ノ
直
接
使
役
監
視
ノ
任
二
者
ル
者
ノ
虚
置
其
ノ
普
ヲ
尖
シ
テ
之
ヲ
虐
使
シ
時

二
或
ハ
筈
提
ヲ
加
フ
ル
者
ア
リ
ト
聞
ク
ハ
甚
遺
憾
ト
ス
ル
所
ナ
リ
抑
直
接
戦
闘
二
従
フ
ハ
軍
隊
ナ
レ
ト
モ
之
ヲ
シ
テ
糧
食

其
ノ
他
軍
需
品
ヲ
充
足
セ
シ
ム
ル
ハ
人
夫
ナ
リ
若
シ
是
等
ノ
物
資
関
乏
セ
ム
カ
軍
ノ
活
動
力
ヲ
減
殺
ス
ル
ヲ
以
テ
各
級
幹

部
ハ
能
ク
部
下
ヲ
監
督
シ
テ
人
夫
ノ
虐
使
ヲ
防
止
ス
ル
ト
同
時
二
又
其
ノ
宿
営
給
養
等
二
一
段
ノ
注
意
ヲ
排
フ
コ
ト
殊
二

肝
要
ナ
リ
」

と
こ
ろ
が
、
六
月
以
降
の
監
督
警
察
官
の
報
告
で
も
、
倉
庫
員
の
人
夫
に
対
す
る
苛
酷
な
処
遇
が
具
体
的
に
報
告
さ
れ
て
お

り
こ
れ
ら
の
通
牒
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
状
況
が
窺
え
る
。
各
庁
か
ら
の
報
告
を
み
て
み
よ
う
。
b
、
C
、
d
は
出
役
人
夫
調

査
報
告
　
（
B
）
　
で
、
そ
れ
以
外
は
監
督
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
警
察
官
か
ら
の
報
告
で
あ
る
。

a
．
「
人
夫
二
封
シ
陸
軍
側
二
於
テ
ハ
共
ノ
人
夫
ノ
性
質
ヲ
解
セ
サ
ル
ノ
結
果
多
少
酷
ナ
ル
取
扱
ヲ
為
ス
モ
ノ
ア
ル
モ
此
等
二

関
シ
テ
ハ
之
レ
カ
徴
用
二
関
ス
ル
一
般
ノ
状
況
ヲ
明
示
シ
物
資
ノ
輸
送
ハ
人
夫
二
俵
ル
ノ
外
他
二
途
ナ
キ
コ
ト
ヲ
諭
シ
柵
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之
レ
カ
取
扱
二
付
テ
酷
ナ
ル
ヲ
免
カ
ル
ゝ
二
至
レ
ル
モ
ノ
ゝ
如
シ
葦
藁
主
山
中
継
所
ノ
如
キ
ハ
末
夕
酷
ナ
ル
担
送
ヲ
絹
行

（10■）

シ
ツ
ー
ア
ル
ヤ
二
間
ク
」
　
（
六
月
十
六
日
、
台
中
庁
）

「
共
取
扱
甚
夕
過
酷
ナ
リ
ト
云
フ
者
多
シ
然
ル
二
或
ル
部
隊
二
附
属
シ
タ
ル
人
夫
二
殆
ン
ト
宵
テ
逃
亡
帰
庄
セ
ル
者
ナ
ク

偶
々
病
気
共
他
ノ
事
故
ノ
為
メ
帰
圧
シ
タ
ル
者
モ
軍
際
ノ
証
明
セ
ル
外
所
属
中
隊
長
ヨ
リ
途
中
ノ
収
容
其
ノ
他
二
関
シ
便

宜
ヲ
興
へ
ラ
ル
へ
キ
旨
ヲ
記
載
セ
ル
書
面
ヲ
所
持
シ
居
り
平
素
ノ
取
扱
モ
懇
切
ナ
ル
モ
ノ
ゝ
如
シ
依
テ
察
ス
ル
二
人
夫
ノ

逃
走
ハ
炎
所
属
部
隊
員
ノ
人
夫
二
対
ス
ル
虚
遇
ノ
如
何
二
関
係
ス
ル
庭
不
砂
力
如
シ
如
此
ハ
他
日
多
数
ノ
人
夫
ヲ
徴
用
ス

へ
キ
場
合
二
苦
り
甚
タ
シ
キ
障
害
卜
相
成
ル
ヘ
キ
二
就
キ
兵
馬
佗
惚
ノ
際
軍
隊
二
対
シ
テ
ハ
至
難
ノ
要
求
ナ
ル
ヤ
モ
難
計

候
得
共
日
下
ノ
民
情
二
モ
関
係
ス
ル
ゝ
虚
不
秒
候
条
将
来
軍
隊
ノ
人
夫
所
遇
f
二
就
テ
ハ
十
分
ノ
注
意
ヲ
梯
イ
特
二
傷
疾

病
等
ノ
為
メ
解
傭
セ
ラ
ル
ー
場
合
ハ
和
合
日
給
旅
費
等
ノ
支
給
ハ
勿
論
収
容
旅
行
等
二
間
シ
テ
モ
相
成
へ
ク
便
宜
ヲ
興
へ

、州

ラ
ル
1
様
御
交
渉
相
成
候
様
致
度
」
　
（
六
月
二
一
日
、
阿
蛎
庁
）

「
苦
茶
土
山
西
側
中
継
所
勤
務
沓
應
巡
査
自
瀬
島
蔵
ノ
報
告
二
俵
レ
ハ
同
中
継
所
員
力
人
夫
取
扱
ノ
過
酷
ナ
ル
コ
ト
恰
モ

奴
隷
ノ
如
ク
物
資
担
送
二
就
テ
ハ
引
率
警
察
官
二
於
テ
選
定
出
没
セ
シ
メ
ツ
ー
ア
ル
二
モ
不
拘
同
所
員
ハ
白
ラ
苦
力
小
屋

こ
臨
検
シ
竜
モ
事
情
等
ヲ
尉
酌
セ
ス
強
制
的
二
山
役
ヲ
命
シ
若
シ
病
気
其
他
正
常
ノ
事
故
ヲ
以
テ
ス
ル
ト
キ
ハ
之
二
鞭
擬

ヲ
加
へ
テ
山
役
ヲ
強
ユ
ル
為
メ
病
躯
ヲ
起
シ
テ
之
二
應
ス
ト
雛
到
底
押
送
ノ
目
的
ヲ
連
シ
得
へ
キ
ニ
ア
ラ
ス
如
此
場
合
ハ

言
下
二
欧
打
セ
ラ
ル
ー
ヲ
常
ト
セ
リ
ト
蚊
二
項
場
ヲ
遁
レ
テ
帰
庄
セ
ン
カ
保
甲
民
八
日
ヲ
揃
へ
テ
之
ヲ
責
ム
ル
而
巳
ナ
ラ

ス
自
己
ハ
勿
論
所
属
甲
内
二
モ
科
罰
セ
ラ
レ
テ
累
ヲ
他
人
二
及
ス
亦
夕
現
場
二
止
マ
ラ
ス
病
気
解
傭
二
苧
ル
追
ハ
斯
ル
苦

痛
ヲ
繰
り
返
サ
ザ
ル
へ
カ
ラ
ス
彼
等
ノ
進
退
容
リ
テ
遂
二
自
殺
ヲ
モ
為
シ
兼
間
敷
状
況
二
シ
テ
現
二
六
月
十
三
日
当
應
塩

水
港
支
庁
管
内
出
身
人
夫
察
筆
外
二
名
ハ
同
所
ヨ
り
九
丁
ヲ
拒
り
タ
ル
山
林
二
テ
縫
死
ヲ
企
テ
タ
ル
ヲ
苦
力
頭
某
ガ
右
三

名
ノ
挙
動
二
怪
シ
ミ
テ
逃
走
ス
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
サ
ル
カ
ト
尾
行
シ
テ
発
見
シ
幸
二
無
事
ナ
ル
ヲ
得
タ
リ
ト
云
フ
」
（
六
月
二



大正三年太魯閣原住民討伐陸軍部隊における保申人夫徴用（→）（前）

g．

（103）

四
日
、
嘉
義
庁
）

（冊）

「
軍
隊
及
倉
庫
員
ノ
人
夫
使
役
ハ
一
般
二
親
切
ナ
ラ
ス
ト
不
平
ヲ
漏
シ
居
レ
リ
」
　
（
六
月
、
新
竹
庁
）

「
軍
隊
ノ
人
夫
使
役
二
付
テ
ハ
直
接
ス
ル
コ
ト
妙
ナ
キ
結
果
二
ヤ
何
等
此
レ
二
対
ス
ル
可
否
ノ
談
ナ
キ
モ
倉
庫
員
殊
こ
下

級
ノ
職
員
力
人
夫
二
封
ス
ル
ノ
言
動
ハ
一
鮎
ノ
温
情
ヲ
以
テ
ス
ル
虚
ナ
ク
共
ノ
接
遇
ノ
苛
酷
ナ
ル
二
封
シ
一
般
二
怨
言
ヲ

発
シ
居
ル
ノ
情
態
二
シ
テ
脚
力
二
テ
モ
倉
庫
員
ノ
意
二
合
ハ
サ
ル
ト
キ
ハ
直
二
局
側
シ
或
ハ
暴
力
ヲ
以
テ
戒
メ
ラ
ル
1
杯

ヲ
ロ
ニ
ス
ル
者
ア
リ
テ
為
メ
二
往
々
警
察
官
吏
卜
倉
庫
員
ト
ノ
間
折
合
ヲ
欠
ク
コ
ト
ア
ル
ノ
状
態
ナ
リ
ト
云
フ
」
（
六
月
、

（105）

嘉
義
庁
）

「
人
夫
ノ
使
役
ハ
主
ト
シ
テ
警
察
官
二
於
テ
為
シ
ツ
ー
ア
リ
人
夫
モ
概
シ
テ
信
妬
シ
テ
指
揮
二
従
フ
モ
時
々
傍
ラ
ヨ
リ
軍

隊
及
ヒ
倉
庫
員
等
力
少
シ
モ
思
遣
リ
ナ
キ
苛
酷
ノ
差
出
‖
ヲ
為
ス
コ
ト
ア
リ
而
モ
多
ク
ハ
土
語
二
通
セ
ズ
弁
解
ノ
通
ラ
ザ

（106）

ル
ハ
閉
口
ノ
至
リ
ナ
リ
ト
」
　
（
六
月
、
台
南
庁
）

「
労
役
二
付
テ
ハ
峻
坂
険
路
ヲ
日
々
往
来
セ
サ
ル
へ
カ
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
其
国
英
予
想
外
ナ
リ
而
シ
テ
拇
日
出
ハ
規
則
二
於
テ

概
定
シ
ァ
ル
モ
重
キ
二
失
ス
ト
ノ
苦
情
ノ
野
ヲ
聞
ク
殊
二
基
隆
日
砲
隊
ノ
如
キ
ハ
人
夫
ノ
使
役
方
楯
粗
暴
二
渉
ル
コ
ト
多

（禦

キ
為
メ
此
点
二
付
テ
ハ
取
締
巡
査
等
モ
時
々
人
夫
二
同
情
ス
ヘ
キ
事
ア
リ
ト
ノ
蟹
ア
リ
」
　
（
六
月
、
桃
閲
庁
）

「
本
職
ハ
去
ル
十
六
日
木
瓜
渓
二
於
テ
病
気
解
隊
ヲ
命
セ
ラ
レ
帰
途
病
気
帰
遜
人
夫
五
名
ヲ
同
道
し
苛
菜
主
ボ
ア
ル
ン
眉

渓
ノ
各
倉
庫
二
宿
泊
シ
タ
ル
モ
宿
泊
所
倉
庫
員
ハ
解
隊
人
夫
二
対
シ
テ
ハ
食
事
ヲ
興
フ
ル
能
ハ
サ
ル
旨
ヲ
述
へ
容
易
二
食

事
ヲ
給
セ
サ
ル
ヲ
以
テ
各
倉
庫
二
於
テ
再
三
交
渉
ノ
結
果
同
道
セ
シ
人
夫
五
名
二
ハ
給
輿
セ
ラ
レ
タ
ル
ヲ
得
タ
ル
モ
警
察

官
卜
同
道
セ
サ
ル
人
夫
ハ
出
発
地
点
ヨ
リ
哺
里
社
追
絶
食
徒
歩
セ
サ
ル
へ
カ
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
将
来
病
気
帰
還
ノ
証
明
書
ヲ

有
ス
ル
者
二
対
シ
テ
ハ
哺
里
社
追
ハ
各
倉
庫
二
於
テ
食
事
ヲ
給
輿
シ
相
皆
保
護
ヲ
輿
へ
ラ
ル
1
様
致
度
シ
」
（
六
月
二
七
日
、

（冊）

台
中
庁
）
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「
霜
社
及
ボ
ア
ロ
ン
地
方
二
テ
輸
送
ヲ
担
当
シ
居
ル
人
夫
ハ
賢
二
可
憐
ノ
点
多
々
有
之
是
レ
一
二
各
倉
庫
長
ノ
方
針
如
何

二
依
り
人
夫
及
人
夫
監
督
巡
査
二
封
ス
ル
待
遇
ノ
岐
ル
ー
処
二
シ
テ
霧
社
倉
座
長
タ
ル
中
村
二
等
主
計
ハ
人
夫
及
人
夫
監

督
巡
査
ヲ
遇
ス
ル
コ
ト
蟹
二
言
由
道
断
二
シ
テ
同
倉
庫
附
属
ノ
人
夫
及
警
察
官
二
封
ス
ル
待
遇
ノ
一
般
ヲ
掲
ク
レ
ハ
人
夫

二
割
シ
テ
ハ
朝
昼
夕
共
二
小
ナ
ル
菜
哺
一
切
二
朝
ノ
ミ
ハ
之
二
附
ス
ル
二
塩
鮭
ノ
生
物
少
量
ヲ
加
フ
ル
ノ
ミ
巡
査
二
対
シ

テ
ハ
人
夫
ノ
モ
ノ
二
加
味
ス
ル
二
「
ジ
ャ
コ
」
少
量
ヲ
加
フ
ル
ノ
ミ
ニ
テ
如
何
ナ
ル
健
康
者
卜
雄
モ
遂
二
栄
養
ハ
不
良
二

陥
り
肉
落
チ
後
こ
下
痢
ヲ
生
シ
共
他
請
病
ヲ
発
シ
人
夫
モ
其
監
督
タ
ル
巡
査
モ
遂
二
後
送
帰
還
セ
サ
ル
可
ラ
サ
ル
事
ト
ナ

ル
ヲ
普
通
ト
ス
而
シ
テ
他
ノ
方
面
即
チ
合
歓
山
及
関
ケ
原
等
ノ
倉
庫
二
於
テ
ハ
霧
社
ノ
待
遇
ト
ハ
人
二
巣
り
従
テ
人
夫
及

共
ノ
監
督
者
等
二
比
較
的
成
績
良
好
ナ
リ
依
テ
霧
祉
倉
庫
孟
り
テ
ハ
今
一
歩
盃
増
進
メ
ラ
レ
人
夫
及
共
ノ
監
警

ル
一
般
巡
査
ノ
健
康
ヲ
保
持
セ
ラ
レ
ン
事
ヲ
切
二
希
望
ス
ト
」
　
（
六
月
二
九
日
、
台
申
庁
）

「
人
夫
二
対
ス
ル
倉
庫
員
及
軍
人
等
ハ
従
来
虐
待
的
二
捗
り
動
モ
ス
ル
ト
少
シ
ノ
欠
点
ヲ
見
テ
何
等
言
語
ヲ
解
セ
ス
殿
打

ス
ル
コ
ト
多
カ
リ
シ
カ
近
頃
二
至
り
之
等
ノ
行
為
ヲ
見
ス
而
シ
下
級
ノ
雇
員
及
職
工
等
二
於
テ
欠
点
ア
リ
ト
テ
時
二
ハ
殴

打
ス
ル
コ
ト
ア
ル
モ
事
貿
調
査
ノ
上
処
分
ス
ル
様
二
致
シ
居
り
候
人
夫
二
シ
テ
甚
夕
迫
憾
ト
ス
ル
ハ
病
気
二
ア
ラ
ス
シ
テ

病
気
卜
称
シ
出
没
ヲ
免
レ
ン
ト
ス
ル
者
ア
ル
ヲ
認
ム
之
レ
今
ク
輸
送
ノ
困
難
二
シ
テ
身
体
ノ
疲
労
l
基
因
ス
ル
コ
ト
多
シ

之
等
こ
シ
テ
モ
十
日
以
上
担
送
継
続
シ
テ
相
当
中
山
テ
ア
ラ
ハ
監
督
者
ノ
手
加
減
二
テ
休
業
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ゝ
ナ
シ
居
り

病
気
二
ア
ラ
ス
シ
テ
無
断
休
警
ル
。
ト
ハ
許
サ
ス
病
気
診
断
ノ
際
病
竺
ア
ラ
ス
毒
診
断
ヲ
受
ケ
結
果
無
病
卜
診
断

セ
ハ
虚
偽
ナ
リ
ト
テ
看
護
長
ヨ
リ
折
檻
セ
ラ
ル
ー
コ
ト
ア
リ
」
　
（
七
月
二
一
円
、
台
中
庁
）

「
人
夫
二
対
ス
ル
所
遇
二
就
テ
ハ
バ
ト
ラ
ン
方
面
ハ
既
報
ノ
如
ク
陸
軍
側
殊
二
経
理
部
員
ハ
冷
酷
ナ
リ
人
夫
等
ハ
可
成
物

資
ノ
軽
量
ヲ
欲
ス
ル
ハ
歯
然
ノ
コ
ト
ナ
ル
モ
経
理
部
員
ハ
道
路
其
ノ
他
ノ
関
係
ヲ
詳
知
セ
ス
無
理
二
塁
積
ヲ
増
加
シ
輸
送

セ
ン
ト
シ
ツ
ゝ
ア
ル
ヲ
以
テ
此
等
二
対
シ
テ
ハ
充
分
二
其
不
可
ナ
ル
ヲ
明
示
シ
輸
送
二
追
憾
ナ
キ
ヲ
期
セ
シ
メ
タ
リ
然
レ
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ト
モ
サ
カ
へ
ン
社
出
発
ノ
際
非
常
ナ
ル
難
路
ナ
ル
二
拘
ラ
ス
過
度
ノ
担
送
ヲ
為
サ
シ
メ
タ
ル
結
果
該
物
資
ノ
一
割
位
ハ
渓

底
二
投
棄
セ
ラ
ル
ゝ
如
キ
現
象
ヲ
呈
出
セ
リ
殊
二
甚
シ
キ
ハ
斯
ク
担
送
ヲ
為
サ
シ
メ
タ
ル
為
メ
患
者
ノ
収
容
充
分
ナ
ラ
ス

其
儲
捨
置
カ
ル
ゝ
ノ
非
運
二
相
遇
セ
ル
モ
ノ
皆
地
二
至
ル
迄
二
十
余
名
二
達
セ
ル
モ
共
後
漸
次
収
容
シ
今
尚
ホ
生
死
不
明

ノ
モ
ノ
四
五
名
ア
ル
ヲ
以
テ
之
レ
カ
調
査
中
ナ
リ
此
ノ
如
ク
陸
軍
経
理
部
員
ハ
人
権
ノ
何
タ
ル
ヲ
解
セ
サ
ル
ノ
観
ア
リ
シ

ヲ
以
テ
之
レ
カ
救
済
方
法
二
間
シ
交
渉
シ
タ
ル
モ
戦
時
二
於
テ
ハ
到
底
不
可
能
ナ
リ
ト
斥
ケ
ラ
ル
然
ル
こ
其
ノ
後
常
地
二

到
着
シ
タ
ル
後
第
一
聯
隊
長
へ
宛
テ
松
山
枝
隊
ヨ
リ
行
倒
人
発
見
ノ
報
二
校
シ
大
二
之
レ
カ
善
後
策
二
窮
シ
小
職
ノ
許
二

右
ノ
件
二
関
シ
協
議
ヲ
為
ス
二
至
レ
リ
目
下
小
職
二
於
テ
極
力
之
レ
カ
調
査
整
理
ヲ
為
シ
ツ
ー
ア
リ

常
方
面
二
於
テ
モ
之
レ
ト
同
シ
ク
保
甲
人
夫
ノ
運
用
二
開
ス
ル
一
般
ノ
事
情
ヲ
知
ラ
ス
人
夫
ヲ
過
酷
二
使
役
ス
ル
ノ
悪
風

ア
リ
殊
二
皆
倉
庫
嶋
田
二
等
主
計
ノ
如
キ
ハ
軍
経
理
部
二
対
シ
テ
ハ
何
等
ノ
意
見
ヲ
陳
フ
ル
コ
ト
ナ
ク
盲
従
シ
部
下
井
二

警
察
官
吏
二
対
シ
テ
ハ
冷
酷
極
マ
ル
行
為
ヲ
要
求
シ
人
夫
二
対
シ
テ
ハ
沓
地
ヨ
リ
ル
ッ
ピ
申
御
所
問
往
復
四
里
余
ノ
山
道

ヲ
担
送
シ
午
後
三
時
頃
帰
レ
ル
モ
ノ
ヲ
再
ヒ
使
役
ス
ル
等
過
酷
ヨ
リ
寧
口
惨
酷
ナ
ル
使
役
ヲ
強
ユ
ル
為
メ
翌
口
担
速
力
二

大
ナ
ル
打
撃
ヲ
受
ク
ル
等
其
他
枚
挙
二
遅
ラ
ス
此
ノ
如
ク
冷
酷
ナ
ル
労
働
ヲ
強
フ
ル
二
拘
ラ
ス
雨
天
二
際
シ
半
食
即
チ
一

日
三
台
ノ
米
ヲ
絶
シ
タ
ル
コ
ト
サ
エ
ア
リ
其
他
副
食
物
ノ
如
キ
モ
人
夫
徴
用
規
程
二
列
記
シ
タ
ル
十
分
一
二
達
セ
ス
少
員

一
食
一
本
ノ
　
「
サ
イ
ボ
ー
」
位
ヲ
給
ス
ル
ノ
ミ
l
T
ン
テ
其
ノ
他
ノ
副
食
物
ハ
皆
無
ノ
状
態
ナ
リ
尚
ホ
患
者
輸
送
部
ノ
人
夫

二
対
ス
ル
所
遇
ハ
概
シ
テ
冷
酷
ナ
リ
平
素
看
護
長
一
名
ア
ル
ノ
ミ
ナ
ル
ヲ
以
テ
多
数
ヲ
取
扱
フ
コ
ト
能
ハ
ス
数
日
間
何
等

ノ
羊
歯
ヲ
為
サ
ス
捨
置
カ
ル
為
死
亡
ス
ル
モ
ノ
サ
へ
出
ス
二
至
レ
り
本
件
二
関
シ
テ
ハ
軍
医
部
二
交
渉
ノ
結
果
少
シ
ク
冷

酷
ノ
度
ヲ
減
シ
日
下
怪
力
二
手
禽
ヲ
為
シ
後
送
シ
ツ
ー
ア
ル
ノ
現
況
ナ
リ
人
夫
ノ
所
遇
二
対
シ
テ
ハ
遺
憾
ノ
点
多
シ
」
（
七

（‖）

月
二
三
日
、
台
申
庁
）

以
上
の
よ
う
に
、
人
夫
に
対
す
る
陸
軍
倉
庫
員
の
過
酷
な
処
遇
が
具
体
的
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
強
制
的
に
無
理
な
担
送
を
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行
わ
せ
た
り
、
有
無
を
い
わ
せ
ず
殴
打
し
た
り
、
劣
悪
な
食
事
の
給
与
を
お
こ
な
う
と
い
っ
た
こ
と
が
共
通
し
て
指
摘
さ
れ
て

い
る
。し

か
し
、
そ
う
し
た
処
遇
が
全
て
の
陸
軍
部
隊
や
倉
庫
で
み
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
b
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
　
「
懇

切
」
　
な
扱
い
を
す
る
部
隊
も
あ
り
、
そ
の
処
遇
に
違
い
が
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
苓
藁
玉
山
中
継
所
・
霧
社
倉
庫
・
ボ
ア

ロ
ン
倉
庫
・
セ
ラ
オ
カ
ブ
二
倉
庫
の
倉
庫
員
が
過
酷
な
処
遇
を
し
て
い
る
の
に
対
し
、
A
n
歓
山
お
よ
び
関
ケ
原
等
の
倉
庫
で
は

比
較
的
成
結
良
好
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
違
い
が
ど
こ
か
ら
隼
じ
る
か
に
つ
い
て
、
六
月
二
九
日
の
台
申
庁
の
報
告

（
1
）
　
で
は
、
「
各
倉
庫
島
の
方
針
如
何
に
よ
っ
て
人
夫
と
監
督
巡
査
に
対
す
る
待
遇
が
分
か
れ
る
。
」
　
と
指
摘
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
苛
酷
な
取
扱
に
改
善
は
み
ら
れ
た
だ
ろ
う
か
。
七
月
二
一
日
付
の
台
中
庁
よ
り
の
報
告
　
（
1
）
　
で
は
、
人
夫
に
対

し
て
倉
庫
員
と
軍
人
等
は
従
来
虐
待
的
で
、
少
し
の
欠
点
を
見
て
言
柔
を
埋
解
せ
ず
殴
打
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
近
頃
は

こ
れ
等
の
行
為
は
見
な
い
と
あ
り
、
こ
の
時
点
で
は
↓
定
の
改
善
が
見
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
監
督
警
察
官
か
ら
の
報
告
や
人

夫
を
出
す
直
接
の
責
付
を
負
っ
て
い
る
保
甲
か
ら
の
要
望
が
各
庁
を
通
し
て
民
政
部
か
ら
陸
軍
経
坪
部
に
届
き
、
そ
こ
か
ら
改

善
の
指
示
が
部
隊
長
や
倉
庫
長
に
出
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑥
原
住
民
の
襲
撃

太
魯
閣
蕃
討
伐
作
戦
に
お
い
て
、
討
伐
軍
の
止
例
的
軍
事
力
動
員
の
卜
で
は
、
戦
闘
の
展
開
や
原
住
民
に
よ
る
践
撃
は
、
散

発
的
に
行
わ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
、
人
夫
は
進
攻
部
隊
の
後
方
で
担
送
に
従
ポ
す
る
の
が
通
常
で
あ
り
、
原
住
民
か
ら

狙
わ
れ
る
確
率
も
低
か
っ
た
と
い
え
る
が
、
死
傷
者
が
出
る
事
例
も
あ
っ
た
。

（は）

七
月
一
三
日
に
討
伐
軍
経
理
部
長
か
ら
警
察
本
署
良
に
宛
て
た
保
甲
人
夫
死
亡
報
腎
で
は
、
無
名
漢
で
糧
食
輸
送
途
中
、
原

住
民
の
襲
撃
を
受
け
、
六
月
二
三
円
、
二
人
が
腹
部
と
心
臓
部
刺
創
、
六
月
二
九
日
、
一
人
が
腹
部
銃
創
、
七
月
七
日
、
四
人

が
賊
首
す
な
わ
ち
首
狩
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
と
い
う
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
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（‖3）

こ
う
し
た
原
住
民
の
襲
撃
を
恐
れ
て
逃
走
の
虞
れ
が
で
て
い
る
と
の
報
告
（
七
月
七
日
、
台
中
庁
報
告
）
も
出
さ
れ
て
い
る
。

⑦
人
夫
の
逃
亡

保
甲
人
夫
出
役
調
査
表
（
A
）
に
は
逃
走
者
数
の
欄
が
設
け
ら
れ
て
い
る
（
表
8
参
照
）
。
各
庁
を
比
較
し
て
み
る
と
、
逃
走

者
の
出
役
者
に
占
め
る
割
合
は
、
台
中
二
霜
義
・
阿
綿
の
各
庁
が
高
く
、
台
北
・
宜
蘭
・
新
竹
・
両
校
の
各
庁
は
低
い
と
い
う

状
況
が
読
み
取
れ
る
。
逃
亡
率
の
高
い
事
例
を
挙
げ
て
お
く
と
、
台
中
庁
の
五
月
三
一
日
付
報
告
で
は
四
七
六
〇
人
中
七
〇
六

名
で
、
一
四
　
八
％
、
意
義
庁
の
五
月
三
一
日
報
告
で
は
二
一
〇
〇
人
中
二
五
四
人
で
t
二
．
一
％
、
阿
姫
庁
の
六
月
三
〇
日
付

報
告
書
で
は
三
一
〇
四
人
中
一
九
三
人
で
六
　
二
％
と
な
っ
て
い
る
三
方
、
宜
蘭
庁
や
南
投
庁
で
は
一
番
多
い
時
期
で
も
そ
れ

ぞ
れ
十
三
人
、
一
二
人
と
少
な
い
。

こ
の
逃
亡
者
の
状
況
を
リ
ア
ル
に
伝
え
て
い
る
の
が
、
各
庁
か
ら
監
督
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
警
察
官
の
報
告
（
C
）
で
あ
る
。

台
中
庁
か
ら
は
、
五
月
三
日
、
⊥
霜
一
六
日
、
七
月
吉
と
警
察
官
か
ら
の
報
告
が
民
政
部
に
通
讐
れ
て
い
る
。

五
月
一
二
日
の
台
中
庁
か
ら
の
報
告
で
は
、
五
月
七
日
に
二
一
三
名
が
逃
走
し
た
件
に
つ
い
て
、
そ
の
原
因
と
し
て
、
以
下

の
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
（
1
）
担
送
区
間
の
約
束
違
反
、
（
2
〉
眉
演
よ
り
前
方
は
寒
気
強
く
、
耐
え
壕
な
い
、
（
3
）

討
伐
開
始
と
な
れ
ば
帰
庄
不
可
能
、
（
4
）
　
小
遣
い
銭
な
く
、
副
食
物
の
給
与
不
十
分
。
六
月
一
六
日
の
報
告
書
で
は
、
（
1
）

山
道
の
険
悪
さ
、
（
2
）
原
住
民
が
竹
槍
を
設
け
て
い
て
危
険
、
（
3
）
人
夫
に
対
す
る
陸
軍
側
の
処
遇
の
悪
さ
、
（
4
）
病
者
や

領
者
が
で
る
な
ど
健
康
状
態
の
悪
さ
、
な
ど
か
ら
逃
走
を
企
て
る
傾
向
が
あ
る
、
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
七
月
吉
の
報
告

書
で
は
、
「
合
歓
山
及
無
名
渓
間
二
テ
全
輸
送
緑
中
第
一
ノ
難
所
卜
称
セ
ラ
ル
ツ
ー
ア
ル
困
難
ノ
ヶ
所
」
で
、
人
夫
の
疲
労
が
甚

だ
し
く
、
治
療
も
不
十
分
、
食
事
も
不
十
分
と
い
っ
た
状
況
が
あ
げ
ら
れ
、
人
夫
は
交
代
帰
庁
を
迫
り
、
「
新
竹
、
嘉
義
、
台
南
、

及
台
中
庁
ノ
一
部
ハ
逃
走
ノ
虞
ア
リ
」
と
し
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
、
保
正
が
交
代
期
限
を
予
約
し
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
が
、

事
実
は
輸
送
困
難
で
、
身
体
が
衰
弱
す
る
と
共
に
、
原
住
民
に
よ
る
危
害
が
頻
発
し
て
お
り
、
家
事
へ
の
心
配
に
あ
る
と
推
察
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嘉
義
庁
か
ら
は
、
（
氏
月
一
四
日
、
二
五
日
、
六
月
二
四
日
と
監
督
警
察
官
か
ら
の
報
告
が
通
報
さ
れ
て
い
る
。

五
月
一
四
日
の
報
告
で
は
、
討
伐
隊
の
前
進
開
始
と
と
も
に
、
霧
社
以
東
に
移
さ
れ
た
時
に
多
数
の
逃
亡
増
で
る
虞
れ
が

あ
る
と
し
て
い
る
が
、
事
実
五
月
の
調
査
報
告
で
は
一
二
一
％
の
逃
走
者
が
出
て
い
る
。
五
月
二
五
日
の
報
告
で
は
、
「
軍
隊

行
動
開
始
卜
共
二
人
夫
ヲ
モ
前
進
シ
ツ
ー
ア
ル
趣
キ
二
テ
是
卜
同
時
二
人
夫
ノ
逃
亡
者
増
加
シ
」
た
た
め
監
督
警
官
が
防
止
に

努
め
た
が
、
陵
軍
部
隊
の
人
夫
取
扱
官
が
過
酷
な
取
扱
い
を
す
る
た
め
　
「
続
々
逃
亡
者
ヲ
出
ス
原
因
ヲ
惹
起
」
し
て
い
る
と
し

て
い
る
。

（…）

阿
推
庁
の
六
月
二
一
口
の
報
告
で
は
、
逃
亡
帰
庄
者
の
尖
情
調
査
で
、
防
寒
防
雨
の
用
意
が
な
く
、
寒
冷
に
耐
え
な
い
、
道

路
険
悪
で
荷
物
過
重
、
粗
食
、
人
夫
取
扱
が
非
常
に
過
酷
、
と
い
う
証
言
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
報
告
で
共
通
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
陸
軍
側
の
人
夫
取
扱
い
の
ひ
ど
さ
、
山
道
の
険
悪
さ
か
ら
く
る
担
送

の
困
難
さ
、
食
事
の
供
給
の
不
十
分
さ
で
あ
り
、
現
場
で
は
こ
う
し
た
状
況
に
対
す
る
改
善
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
た
と
い
え

る。⑧
人
夫
の
死
亡

人
夫
の
死
亡
に
つ
い
て
は
、
各
庁
か
ら
出
さ
れ
た
出
役
人
夫
調
査
報
告
書
（
A
）
（
B
）
に
記
載
さ
れ
た
分
は
表
9
の
通
り
で

あ
る
凸
　
表
1
の
　
「
経
理
郡
山
役
人
夫
人
員
表
」
　
に
病
死
二
三
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

資
料
と
し
て
は
、
「
大
正
三
年
六
月
八
、
九
両
H
こ
於
ケ
ル
死
亡
人
夫
人
名
（
十
三
日
迄
当
部
二
報
告
シ
来
ル
分
）
」
（
※
陸
軍

（闇）

用
箋
使
用
）
　
が
あ
る
。

死
亡
月
日
／
　
死
亡
場
所
／
　
死
亡
人
数
　
（
※
死
亡
月
日
と
死
亡
場
所
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
た
）

六
月
八
日
／
　
合
歓
山
／
　
三
人
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表9　人夫死亡者数一覧表

報告月日 傀ｩ��*�kﾂ�死亡者数 倩�宿+ｸ,ﾉ�ﾂ�

5月31日 ��Ifｲ�1名 1 �6H���

新竹 剄㈱ｽ山にて死亡 

6月】5日 ��Ifｲ�1 亂����

宜蘭 釘������B�2�����"�職死 病死 

桃園 剞﨑a死 

新竹 剳a死 

台中 剳a死 

嘉義 台南 剳a死 

6月2（）目 �8ｶ��6 1 �8��������

3 儼����

6月30日 亰謁b�4 儼����

桃園 釘�戦病死 

台中 嘉義 �"�r������病死 

台南 剳a死 

阿纏 剳a死 

6月 ��i'ﾂ��I>ﾂ�5 25 ��

7月15日 �*x���5 9 3 8 ��ﾙV����

台中 意義 剳a死 

7月：日日 �8ﾘ����8ｶ���)_�ﾏ2�12 25 8 ��ﾙV����

8月15日 ��I>ﾂ�66 ��

月日不明 ��I>ﾂ�65 ��

六
月
八
目
／

六
月
八
日
／

六
月
八
日
／

六
月
八
日
／

六
月
九
日
／

六
月
八
日
／

合
歓
山
と
畢
録
山
と
の
中
間
／
　
四
人

合
歓
山
倉
庫
と
屏
風
山
倉
庫
と
の
中
間
／
　
四
人

関
ケ
原
倉
庫
前
方
／
　
一
人

合
歓
山
倉
庫
と
畢
録
山
と
の
中
間
／
　
一
人

屏
風
山
／
　
四
人

屏
風
山
頂
／
　
二
人
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六
月
九
日
／
　
奇
策
西
側
中
継
／
　
五
人

合
計
二
四
人

他
に
、
六
月
二
三
日
か
ら
七
月
七
日
に
か
け
て
無
名
渓
　
（
十
二
名
）
　
と
タ
ッ
キ
リ
渓
谷
　
（
二
名
）
　
で
、
十
四
名
の
死
亡
が
報

告
さ
れ
て
い
や

出
役
人
夫
調
査
報
告
書
の
調
査
日
別
に
見
る
と
、
五
月
三
一
日
二
人
、
六
月
一
五
日
四
六
人
、
六
月
二
六
日
十
人
、
六
月
三

〇
日
三
七
人
、
七
月
一
五
日
二
五
人
、
七
月
三
一
日
四
五
人
、
八
月
一
五
日
六
六
人
、
と
な
る
。
七
月
一
五
日
調
査
日
分
は
、
九

庁
中
四
庁
、
七
月
三
一
日
調
査
日
分
は
五
庁
、
八
月
一
五
日
調
査
日
分
は
六
庁
の
報
告
が
見
ら
れ
な
い
の
で
、
総
死
亡
者
数
の

把
握
は
困
難
で
あ
る
が
、
保
甲
人
夫
を
出
し
た
す
べ
て
の
庁
の
報
告
が
そ
ろ
っ
て
い
る
六
月
の
二
回
分
に
よ
る
限
り
、
六
月
は

半
月
で
四
〇
～
五
〇
人
近
く
の
死
者
が
で
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
六
月
八
、
九
日
の
二
日
間
だ
け
で
二
四
人
の
死
者
が
で
た
と

い
う
報
告
か
ら
も
、
六
月
に
死
者
が
集
中
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。

死
因
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
ほ
と
ん
ど
が
病
死
で
あ
る
。
人
夫
の
病
気
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
ふ
れ
た
が
劣

悪
な
医
療
環
境
の
下
で
ほ
と
ん
ど
十
分
な
治
療
が
受
け
ら
れ
ず
病
死
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

原
住
民
に
よ
る
襲
撃
に
よ
る
死
亡
に
つ
い
て
は
す
で
に
⑥
で
見
た
よ
う
に
、
刺
創
二
人
（
六
月
二
三
日
）
、
銃
創
一
人
（
六
月

二
九
日
）
、
誠
首
四
人
　
（
七
月
七
日
）
　
の
報
告
　
（
七
月
二
二
目
付
）
　
が
陸
軍
経
理
部
長
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
。

凍
死
に
つ
い
て
は
、
②
で
ふ
れ
て
い
る
が
、
六
月
に
六
人
、
七
月
に
二
人
凍
死
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
七

月
の
凍
死
に
つ
い
て
は
、
陸
軍
経
理
部
長
の
七
月
一
三
日
報
告
で
は
、
同
日
に
タ
ツ
キ
リ
渓
谷
源
流
部
の
ル
ッ
ピ
と
セ
ラ
オ
カ

フ
の
間
で
、
「
糧
食
輸
送
途
中
暴
風
雨
ノ
為
メ
」
二
名
凍
死
と
あ
る
。
こ
の
七
月
の
暴
風
雨
は
相
当
激
し
か
っ
た
よ
う
で
、
鉄
線

橋
が
壊
れ
た
り
、
道
路
が
寸
断
さ
れ
、
輸
送
が
一
時
途
絶
え
る
と
い
っ
た
厳
し
い
状
況
が
一
時
生
ま
れ
て
い
る
。

死
体
の
扱
い
に
つ
い
て
も
、
そ
の
不
十
分
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
経
理
部
倉
庫
員
が
人
夫
の
死
亡
行
方
不
明
に
つ
い
て
何
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の
処
理
も
し
な
い
（
七
月
三
一
日
、
台
岸
セ
ラ
オ
勇
工
倉
庫
付
警
部
補
松
井
喜
一
郎
報
告
）
。
と
が
苦
さ
れ
て
い
る
。
台

湾
総
督
府
作
製
の
　
「
陸
軍
部
隊
所
要
保
甲
人
夫
ノ
状
況
」
　
に
も
　
「
讐
　
人
夫
ノ
死
体
ニ
ッ
イ
テ
」
　
の
箇
所
で
、

「
人
夫
ノ
死
体
（
没
死
又
ハ
病
死
）
ヲ
往
々
路
傍
二
数
時
間
放
置
シ
タ
ル
コ
ト
ア
リ
テ
人
夫
等
ハ
之
ヲ
目
撃
シ
非
常
こ
憤
慨

ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
日
然
其
出
没
ヲ
願
忌
シ
加
フ
ル
二
病
気
帰
還
者
ハ
帰
郷
後
其
ノ
状
態
ヲ
吹
聴
ス
ル
ヲ
以
テ
将
来
人
夫
徴

用
上
困
難
ヲ
感
ス
ル
向
ア
リ
斯
ル
事
実
ハ
前
方
二
在
ル
戦
闘
部
隊
二
在
り
テ
ハ
己
ム
ヲ
得
サ
ル
コ
ト
ゝ
認
メ
ラ
レ
ル
ゝ
モ

合
歓
山
附
近
二
於
テ
如
此
死
体
ノ
取
扱
ヲ
為
ス
ハ
経
理
部
々
員
ノ
怠
慢
卜
云
ハ
サ
ル
ヲ
得
ス
松
本
副
官
ハ
侍
従
長
官
出
迎

ノ
為
下
山
ノ
際
モ
死
体
ノ
放
置
シ
タ
ル
ヲ
目
撃
セ
ラ
レ
タ
リ
ト
云
フ
」

と
倉
庫
員
の
対
応
を
批
判
し
て
い
る
。

5
　
監
督
警
官
の
状
況
と
役
割

各
庁
か
ら
派
遣
さ
れ
た
警
官
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
庁
か
ら
動
員
さ
れ
た
保
甲
人
夫
の
引
率
と
監
督
の
任
務
を
あ
た
え
ら
れ
た
ご
」

こ
で
は
、
派
遣
警
官
数
と
警
官
の
果
し
た
役
割
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

（
1
）
　
派
遣
警
官
数

陸
軍
の
保
甲
人
夫
徴
用
規
定
の
第
五
条
で
は
、
派
遣
警
官
数
に
つ
い
て
、
「
軍
隊
行
動
前
二
於
テ
、
各
應
ヨ
リ
保
甲
人
夫
供
給

ノ
場
合
ハ
人
夫
約
五
〇
名
二
封
シ
一
名
宛
ノ
巡
査
又
ハ
巡
査
補
ヲ
付
属
サ
セ
服
役
其
他
一
般
ノ
取
締
こ
任
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス
」

と
し
て
、
軍
隊
行
動
開
始
後
は
、
途
中
監
督
の
為
同
じ
割
合
で
警
察
官
を
付
属
さ
せ
る
と
あ
る
。

（闇）

「
陸
軍
部
隊
所
要
保
甲
人
夫
ノ
状
況
」
　
で
は
、
派
遣
警
官
数
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
六
、
人
夫
取
締
警
察
官
ノ
状
況
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表10　引率警察官数一覧表 

庁名 �+(ﾛ�?｢�警部 佗浦I^"�■ 傀Hﾛ運"�現在出役数 （人夫） �Hｴｹ.�,�.h.傀Hﾛ��H�｢� 

宜蘭庁 店�S3��x�S3�� 釘���10 5 ��2241 1（）30 鼎B��ﾃ2�

桃固庁 店�S3��h�S�R�h�S3��x�S�R�x�S3�� �������"���10 10 10 17 】9 ���"�"�2109 2030 2（）52 3079 4459 鼎"�32�S2�c��ヲ�

新竹庁 店�S3��h�S�R�h�S3��1 釘�17 18 23 迭�R�b�2二i99 2328 3315 鼎r�H���｢�h���"�

台中庁 店�S3��h�S�R�h�S3��x�S�R�1 1 1 1 �2�2�2�2�70 70 91 86 ��2224 2784 4477 4S94 鼎B�SR�ヲ�.ビ�

素養庁 店�S3��h�S�R�h�S#b�h��3��x�S�R�x�S3��1 1 1 1 1 ���】7 15 15 17 20 20 唐������������t312 15fI7 2267 1949 2097 160（） �#b�3��CR�3��C��3"�

台南庁 店�S3��h�S�R�h�X�ﾃ����S�R�ﾈ�?ｩW9k��2 2 2 ���������"�30 32 50 19 60 �"���"�"�2012 1907 37：19 2660 4789 鼎��8c��sB�Sr�迭�
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人
夫
取
締
警
察
官
派
遣
ノ
計
画
ハ
警
部
一
、
警
部
補
四
、
巡
査
、
巡
査
補
二
七
〇
二
シ
テ
之
ヲ
各
地
二
分
属
セ
シ
メ

タ
ル
ヲ
以
テ
其
ノ
監
督
者
タ
ル
警
部
警
部
補
ノ
配
置
セ
ラ
レ
タ
ル
箇
所
ハ
四
ケ
虚
こ
過
キ
ス
」

こ
れ
に
よ
る
と
、
人
夫
取
締
警
察
官
派
遣
の
計
画
は
、
警
部
一
人
、
警
部
補
四
人
、
巡
査
二
七
〇
人
と
あ
る
。

保
甲
人
夫
出
役
調
査
表
　
（
A
）
　
に
記
載
さ
れ
た
引
率
警
官
数
は
表
川
の
通
り
で
あ
る
。

人
夫
を
出
し
た
全
て
の
庁
か
ら
の
調
査
報
告
が
そ
ろ
っ
て
い
る
五
月
三
一
日
分
の
派
遣
警
官
の
集
計
で
は
、
警
部
二
人
、
警

部
補
一
五
人
、
巡
査
・
巡
査
補
二
二
一
人
と
な
る
。
（
ち
な
み
に
、
台
北
庁
・
南
投
庁
か
ら
は
引
率
警
官
の
記
載
が
な
さ
れ
て
い

な
い
の
で
、
こ
の
数
字
が
全
派
遣
警
官
数
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
）

陸
軍
の
保
甲
人
夫
徴
用
規
定
の
第
五
条
に
よ
る
派
遣
警
官
数
（
人
夫
約
五
〇
人
に
対
し
一
人
宛
の
巡
査
ま
た
は
巡
査
補
）
　
を

ほ
ぼ
満
た
し
て
い
る
庁
は
台
中
庁
二
品
義
庁
・
阿
鰭
庁
で
、
宜
蘭
庁
・
挑
園
庁
・
新
竹
庁
は
規
定
の
半
数
以
下
と
な
っ
て
い
る
。

後
者
の
庁
は
台
湾
北
部
の
庁
だ
が
、
ど
う
し
て
規
定
を
は
る
か
に
下
回
る
巡
査
し
か
派
遣
さ
れ
な
か
っ
た
か
を
示
す
資
料
は
見

あ
た
ら
な
い
。

各
支
庁
単
位
で
の
警
官
派
遣
警
官
数
が
わ
か
る
嘉
義
庁
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
こ
う
。
六
月
段
階
の
同
庁
の
　
「
徴
用
人
夫
一

八

1

2

4

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

へ

1

2

5

）

覧
表
」
　
と
「
人
夫
監
督
巡
査
・
巡
査
補
所
属
別
表
」
　
か
ら
監
督
巡
査
表
を
作
成
し
た
（
表
‖
）
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
各
支
庁
か
ら

一
名
～
五
名
、
合
計
で
三
八
人
の
巡
査
・
巡
査
補
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
規
定
の
警
官
数
を
満
た
し
て
い
る
支
庁
は
ど
こ
も
な

く
、
出
役
人
夫
数
三
八
〇
〇
人
で
、
規
定
か
ら
七
六
人
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
半
分
し
か
派
遣
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

に
な
る
。

（
2
）
　
監
督
警
官
の
役
割

派
遣
さ
れ
た
警
官
が
人
夫
の
引
率
・
監
督
者
と
し
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
ま
ず
、

そ
の
事
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
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a　②　　　　a　①

表11監督巡査数表（嘉義庁）

所属別 �*Yw���ﾉWi�B� 劍�亢ｹ.�,�.h.���ﾛ��H���巡査 傀Hﾛ運"�計 

中哺 竹頭崎 打猫 斗六 土塵 西螺 北港 鼎S��CS���S��C���CS��#S��C���##R��S���sR�#S��C���3S��5 1 2 3 3 2 3 1 �����������������"�5 2 2 4 4 3 3 2 湯�2�2�����R���B�

下細目 撲仔脚 �1 2 �1 3 �2�2�

東石港 �2 �3 迭�

塩水港 店仔口 �1 2 �2 4 唐�r�

計 �3����28 ��｣��38 都b�

備考

木表ノ外警部一人眉渓二派遣シ在り

人
夫
家
族
へ
の
配
慮

「
肘
役
人
夫
二
関
シ
テ
ハ
引
率
警
察
官
二
於
テ
出
来
得
ル
限
り
家
族
へ
ノ
通
信
ヲ
奨
励
シ
尚
ホ
尊
信
ハ
成
ル
ヘ
ク
端
書
ヲ

用
ヒ
シ
メ
一
應
引
率
者
二
テ
之
ヲ
検
閲
張
送
セ
シ
ム
ル
ノ
方
法
ヲ
採
り
一
般
民
情
ノ
融
和
ヲ
計
リ
ツ
ー
ア
リ
」
（
た
月
一
四

日
、
真
義
嘩
）

人
夫
逃
亡
の
防
止

「
軍
隊
行
動
開
始
卜
共
二
人
夫
ヲ
モ
前
進
シ
ツ
ー
ア
ル
趣
キ
ニ
テ
是
卜
同
時
二
人
夫
ノ
逃
走
者
増
加
シ
総
監
督
警
部
補
始



大正三年太魯閣原住民討伐陸軍部隊における保申人夫徴用（一）（前）

a　③

（127）

メ
各
引
率
者
ハ
百
方
之
レ
ガ
防
止
二
努
メ
ツ
ー
ア
ル
」
　
（
五
月
二
五
日
、
嘉
義
庁
）

「
現
今
皆
倉
庫
二
専
属
ス
ル
人
夫
ハ
桃
甲
新
竹
、
壷
中
、
嘉
義
、
墓
南
、
阿
絹
、
南
投
應
ノ
出
役
者
二
候
処
何
レ
モ
先

月
中
二
入
山
セ
シ
モ
ノ
ハ
交
代
帰
應
ヲ
迫
リ
ツ
、
有
之
候
二
付
懇
諭
服
役
セ
シ
ム
ル
。
ト
二
務
メ
ツ
ゝ
有
之
讐
新
竹
、
嘉

義
、
豪
商
、
及
蛋
中
底
ノ
一
部
（
彰
化
支
應
人
夫
）
　
ハ
逃
走
ノ
虞
ア
リ
警
戒
中
二
候
」
　
（
七
月
七
日
、
台
中
庁
）

倉
庫
員
∵
医
師
へ
の
説
得
、
交
渉

「
八
・
人
夫
ノ
衛
生
状
態
ハ
前
述
ノ
通
り
概
シ
テ
不
成
績
ナ
ル
ヨ
リ
経
理
部
側
二
於
テ
ハ
警
察
官
ノ
取
締
力
如
何
二
モ
不

充
分
ナ
ル
カ
如
ク
五
月
三
十
一
日
ノ
如
ク
経
理
部
長
ノ
命
令
ナ
リ
ト
テ
皆
追
分
ノ
倉
庫
長
水
島
主
計
ハ
休
業
中
ノ
患
者
ヲ

懲
戒
的
二
極
メ
テ
不
完
全
ナ
ル
而
モ
毎
日
ノ
如
キ
降
雨
二
雨
漏
ノ
甚
シ
キ
人
夫
小
屋
二
移
蛸
セ
シ
メ
而
シ
テ
是
等
患
者
二

ハ
懲
戒
的
二
減
食
セ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
交
渉
二
接
シ
候
二
付
小
官
ハ
本
件
二
就
テ
ハ
絶
封
的
反
封
ヲ
主
張
シ
今
日
ノ
虚
従
来

ノ
通
待
遇
シ
居
レ
リ

九
・
前
記
ノ
通
り
比
較
的
患
者
多
数
有
之
二
依
り
可
成
就
業
者
ヲ
多
カ
ラ
シ
メ
ン
タ
メ
転
朝
五
時
二
ハ
健
康
者
卜
患
者

ヲ
多
（
重
病
者
ヲ
除
キ
）
ト
ヲ
間
ハ
ス
厳
重
ナ
ル
点
検
ヲ
行
ヒ
該
点
検
二
依
ツ
テ
直
接
監
督
ノ
任
二
ア
ル
巡
査
ハ
軍
資
休

業
ヲ
要
ス
ル
患
者
ナ
ル
ヤ
否
ヤ
ヲ
鑑
別
シ
テ
事
賓
休
業
ノ
巳
ヲ
得
ス
ト
認
ム
ル
モ
ノ
ノ
ミ
ヲ
受
診
セ
シ
ム
ル
事
二
シ
テ
就

業
ヲ
督
励
シ
一
方
患
者
二
対
シ
テ
特
二
土
語
二
通
ス
ル
巡
査
一
名
ヲ
附
シ
テ
便
ヲ
計
り
出
来
得
ル
限
リ
ノ
手
合
ヲ
為
ス
事

（闇）

二
致
シ
居
レ
リ
結
果
他
倉
庫
二
比
シ
好
成
繊
ヲ
挙
ケ
居
ル
次
第
卜
信
シ
居
レ
リ
」
　
（
六
月
四
日
、
台
申
庁
）

「
本
職
ハ
去
ル
十
六
日
木
瓜
渓
二
於
テ
病
気
解
隊
ヲ
命
セ
ラ
レ
帰
途
病
気
帰
還
人
夫
五
名
ヲ
同
道
シ
苓
莱
主
ポ
ア
ル
ン
眉

渓
ノ
各
倉
庫
二
宿
泊
シ
タ
ル
モ
宿
泊
所
倉
庫
員
ハ
解
隊
人
夫
二
対
シ
テ
ハ
食
事
ヲ
与
フ
ル
能
ハ
サ
ル
旨
ヲ
述
へ
容
易
二
食

事
ヲ
給
セ
サ
ル
電
テ
各
倉
庫
二
於
テ
再
三
交
渉
ノ
結
果
同
道
セ
シ
人
夫
五
名
ニ
ハ
給
興
セ
ラ
レ
タ
ル
ヲ
得
タ
ル
」
（
六
月

二
七
日
、
台
中
庁
）
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C d

「
一
、
各
倉
庫
軍
医
及
看
護
長
ノ
診
察
治
療
ハ
誠
二
不
親
切
二
シ
テ
其
ノ
程
度
賢
二
外
観
者
ヲ
シ
テ
驚
嘆
セ
シ
ム
ル
モ
ノ

二
テ
有
之
候
督
倉
庫
専
属
軍
医
ノ
如
キ
ハ
先
ツ
親
切
二
診
察
ス
ル
例
二
候
モ
夫
レ
ニ
テ
モ
人
夫
等
ハ
常
二
軍
医
ノ
不
親
切

ヲ
唱
へ
居
り
候
二
付
小
職
ハ
夫
レ
ト
ナ
ク
時
々
談
話
ノ
間
二
改
良
ヲ
促
シ
ツ
ツ
有
之
候
」
二
、
保
甲
人
夫
二
シ
テ
就
業
中

二
負
傷
　
（
岩
石
其
ノ
他
二
テ
身
体
ノ
一
部
ヲ
負
傷
シ
タ
ル
モ
ノ
）
　
休
業
（
医
師
診
断
ノ
結
果
）
　
セ
シ
場
合
ハ
公
症
ト
シ
テ

相
薗
ノ
賃
金
ヲ
支
排
フ
へ
キ
モ
ノ
ト
思
料
セ
ラ
レ
候
二
付
共
ノ
旨
倉
庫
ト
モ
交
渉
中
二
候
モ
末
夕
何
レ
ト
モ
決
定
セ
ス
二

へ刷）

付
其
ノ
筋
へ
御
薬
申
相
成
様
致
度
候
」
　
（
七
月
七
口
、
台
申
庁
）

「
本
月
七
日
大
嶺
風
雨
以
来
降
雨
紹
キ
タ
ル
為
メ
同
病
患
者
ノ
紹
出
ス
ル
コ
ト
多
ク
今
ヤ
一
割
五
分
以
上
ノ
患
者
ヲ
山
ス

二
至
レ
リ
之
レ
カ
予
防
二
間
シ
テ
ハ
部
下
警
察
官
吏
ヲ
督
励
シ
テ
収
容
治
療
ヲ
受
ケ
シ
ム
ル
コ
ト
二
務
メ
ツ
ゝ
ア
ル
モ
如

何
セ
ン
皆
所
患
者
収
容
所
ハ
僅
カ
ニ
看
護
長
一
名
ノ
配
属
ア
ル
ノ
ミ
ニ
シ
テ
到
底
之
レ
カ
予
防
救
治
二
間
然
ヲ
期
ス
ル
コ

ト
能
ハ
サ
ル
ヲ
以
テ
軍
隊
部
へ
数
度
交
渉
ノ
結
果
漸
ク
木
目
迄
三
阿
ノ
後
送
ヲ
為
ス
二
至
レ
リ
今
ヤ
看
埼
長
ノ
外
軍
医
ヲ

以
テ
之
レ
力
線
防
救
治
二
首
ラ
シ
メ
ツ
ー
ア
リ
尚
ホ
皆
所
倉
庫
長
鳥
田
二
等
主
計
ノ
如
キ
ハ
此
等
二
付
テ
ハ
全
然
無
経
験

ナ
ル
ト
無
頓
着
ナ
ル
ニ
ハ
殆
ン
ト
不
責
任
ノ
状
態
ナ
リ
小
職
ハ
衛
生
専
務
巡
査
巡
査
補
ヲ
特
設
シ
日
二
三
回
ノ
糞
池
ノ
消

毒
患
者
ノ
健
康
調
査
之
レ
カ
収
容
こ
首
ラ
シ
メ
極
力
之
レ
力
線
防
二
努
メ
ツ
ー
ア
リ
」
「
小
職
力
第
一
聯
隊
附
以
来
ノ
人
夫

モ
尚
ホ
現
存
シ
ァ
ル
カ
数
十
自
二
一
ロ
ノ
休
養
モ
輿
へ
㌶
状
警
ル
ヲ
以
テ
其
疲
労
タ
ル
ヤ
賓
二
甚
シ
此
等
二
付
テ
モ

経
理
部
首
局
者
へ
交
渉
シ
タ
ル
」
　
（
七
月
二
三
日
、
台
中
庁
）

「
セ
ラ
オ
カ
フ
二
倉
庫
配
属
人
夫
二
去
月
十
日
頃
ヨ
リ
赤
痢
大
腸
炎
等
ノ
下
痢
症
患
者
紹
発
シ
之
力
線
防
二
付
テ
ハ
患
者

収
容
所
こ
数
回
交
渉
ヲ
重
ネ
タ
ル
モ
僅
カ
ニ
看
護
長
一
名
位
ノ
配
置
ア
ル
ノ
ミ
ニ
シ
テ
到
底
之
レ
力
線
防
ノ
紆
紹
ヲ
挙
ク

ル
能
ハ
サ
ル
ヲ
以
テ
小
職
ヨ
リ
直
接
討
伐
軍
々
際
部
へ
交
渉
シ
タ
ル
結
果
相
首
線
防
施
設
ヲ
為
ス
コ
ト
こ
決
定
シ
セ
ラ
オ

カ
フ
二
倉
庫
こ
於
ケ
ル
橡
防
共
衝
二
普
り
衛
生
専
務
巡
査
ヲ
設
ケ
構
内
ノ
清
潔
保
持
飲
食
物
取
締
井
二
線
防
施
設
ヲ
為
ス
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コ
ト
同
時
二
患
者
収
容
所
二
於
テ
粘
血
便
患
者
下
痢
患
者
ハ
直
二
之
ヲ
収
容
後
送
ス
ル
コ
ト
ゝ
為
セ
リ
」
（
八
月
五
日
、
台

（m）
中
庁
）

以
上
の
報
告
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
監
督
警
官
は
人
夫
の
立
場
に
立
っ
て
、
労
役
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ
う
努
め
る
と

と
も
に
、
人
夫
の
待
遇
改
善
の
た
め
に
積
極
的
に
交
渉
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
監
督
警
官
の
重
要
な
役
割
と
し

て
、
人
夫
の
置
か
れ
た
具
体
的
状
況
と
待
遇
改
善
の
提
言
を
詳
細
に
所
属
の
庁
に
報
告
（
人
夫
状
況
報
皆
薔
（
C
）
）
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
待
遇
改
善
の
措
置
を
検
討
さ
せ
た
こ
と
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（114）

こ
の
点
は
・
「
陸
軍
部
隊
所
要
保
甲
人
夫
ノ
状
況
」
（
台
湾
総
督
府
用
箋
使
用
文
書
）
　
で
、
人
夫
小
屋
、
患
者
の
取
扱
、
給
与
、

人
夫
の
死
体
の
放
置
、
各
部
隊
の
人
夫
取
扱
等
に
つ
い
て
そ
の
改
善
の
必
要
性
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
現
場
の
監
督
警
官

か
ら
の
報
告
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
。

こ
う
し
た
監
督
警
官
の
対
応
に
、
人
夫
が
絶
大
な
信
頼
を
寄
せ
た
こ
と
は
、
以
下
の
六
月
の
各
庁
か
ら
の
報
告
（
B
）
の
う

ち
、
「
七
、
警
察
官
ノ
人
夫
二
対
ス
ル
状
況
」
　
が
明
確
に
示
し
て
い
る
。

a
・
「
警
察
官
ハ
大
二
人
夫
二
同
情
ヲ
寄
七
慰
籍
シ
ツ
ゝ
使
役
ス
ル
故
彼
等
モ
警
察
官
ヲ
頼
り
二
服
役
シ
ツ
ゝ
ア
ル
状
況
二
テ

何
等
悪
野
ヲ
放
ツ
モ
ノ
ナ
シ
」
（
新
竹
炉

b
・
「
出
張
警
察
官
ノ
報
告
ヲ
綜
合
ス
ル
二
最
モ
大
切
二
取
り
扱
ツ
ー
ア
ル
モ
ノ
～
如
シ
又
人
夫
等
二
於
テ
モ
前
項
記
述
ノ
通

り
深
ク
信
栃
シ
ア
リ
テ
人
夫
卜
引
率
警
察
官
ノ
間
ハ
至
極
円
満
二
シ
テ
殊
二
宮
廟
二
テ
ハ
警
察
官
吏
出
発
二
際
シ
人
夫
接

遇
卜
二
付
テ
ハ
出
役
時
ハ
勿
論
食
時
又
ハ
彼
等
ノ
休
養
時
二
於
テ
モ
特
二
注
意
ヲ
払
ツ
テ
取
締
リ
ヲ
為
ス
へ
キ
ヲ
指
示
シ

店
ル
ヲ
以
テ
此
点
二
村
テ
ハ
追
憾
ナ
キ
カ
卯
シ
従
ツ
テ
引
率
警
察
官
吏
卜
人
夫
ト
ノ
間
未
夕
曽
テ
悶
着
事
件
出
来
シ
タ
ル

小
■

コ
ト
ナ
シ
」
　
（
嘉
義
庁
）

C
・
「
警
察
官
ハ
各
所
属
臆
ノ
人
夫
ヲ
監
督
ス
ル
時
ハ
人
夫
等
モ
カ
ト
煩
ミ
多
少
ノ
困
難
ノ
如
モ
我
慢
シ
テ
就
業
シ
警
察
官
二
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於
テ
モ
事
情
ヲ
知
悉
ス
ル
ヲ
以
テ
大
二
便
利
二
シ
テ
故
障
ヲ
生
ス
ル
度
モ
少
キ
モ
近
時
ハ
補
給
区
域
ノ
披
大
二
伴
ヒ
漸
次

他
臆
ノ
人
夫
ヲ
モ
監
督
セ
ザ
ル
可
ラ
ザ
ル
二
至
り
相
互
不
便
ヲ
感
ス
ト
」
　
（
台
南
庁
）

こ
の
よ
う
に
、
各
庁
か
ら
派
遣
さ
れ
た
監
督
警
官
は
保
甲
人
夫
の
側
に
立
っ
て
、
引
率
・
監
督
の
任
務
を
全
う
す
る
よ
う
全

力
を
尽
く
し
た
が
、
以
下
の
報
化
口
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
陸
軍
部
隊
の
警
官
に
対
す
る
待
遇
は
、
糧
食
給
与
は
保
甲
人
夫
と
変

わ
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
支
給
品
も
渡
さ
ず
、
対
応
も
蔑
視
す
る
と
い
う
状
況
で
あ
り
、
健
康
を
損
ね
て
病
気
に
な
る
警
官
も

で
る
と
い
う
始
末
で
あ
っ
た
。

a
　
　
「
六
、
警
察
官
吏
ノ
現
況

驚
察
官
吏
ハ
一
般
二
糧
食
充
分
ナ
ラ
ス
殊
二
肉
類
ノ
如
キ
ハ
皆
無
ノ
状
態
ナ
リ
ボ
ア
ル
ン
葦
粛
主
山
南
峰
ハ
柏
ヤ
普
通
ナ

ル
モ
竃
所
即
チ
木
瓜
渓
二
ア
リ
テ
ハ
何
等
加
給
品
ナ
ク
洒
茶
ハ
勿
論
ナ
シ
副
食
物
ト
シ
テ
ハ
塩
鮭
ノ
小
ナ
ル
モ
ノ
一
片
位

二
シ
テ
味
噌
汁
サ
エ
食
ス
ル
コ
ト
柿
ナ
リ
殊
二
飯
ハ
不
足
ヲ
告
ケ
減
食
シ
ツ
～
ア
ル
ノ
状
態
ナ
リ
一
般
警
察
官
吏
ノ
健
康

状
態
良
好
ナ
ラ
ス
巡
査
稲
垣
藤
兵
衛
ハ
赤
痢
病
二
罷
り
昨
八
目
哺
里
社
病
院
へ
後
送
セ
ラ
レ
本
臼
又
夕
巡
査
坂
下
徳
衛
同

（11月）

病
ノ
疑
ア
リ
当
所
衛
生
隊
二
於
テ
収
容
治
療
中
」
　
（
六
月
二
ハ
U
、
台
中
庁
）

b
　
「
警
察
官
こ
封
テ
ハ
軍
隊
側
ヨ
リ
維
テ
御
子
扱
セ
ラ
レ
苦
カ
ト
同
シ
ク
別
祝
セ
ラ
レ
居
ル
様
二
思
ワ
レ
候
卑
劣
ノ
例
二
有

之
候
モ
下
絵
品
ハ
雇
員
以
上
紙
テ
定
日
二
八
支
給
致
シ
居
り
候
モ
警
察
官
二
ハ
支
給
ス
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
ト
シ
テ
三
回
二

一
回
ノ
下
絵
ヲ
受
ク
ル
ノ
ミ
二
有
之
候
文
担
送
荷
物
中
紛
失
或
ハ
抜
荷
等
ア
ル
時
ハ
警
察
官
二
責
ヲ
負
ワ
シ
メ
ン
ト
シ
警

察
官
ノ
人
夫
監
督
不
十
分
ナ
リ
ト
或
ハ
警
察
官
力
途
中
二
於
テ
抜
キ
取
ル
ナ
ラ
ン
ト
ノ
言
ヲ
弄
ス
ル
コ
ト
ア
リ
ト
問
ク
其

ノ
賓
倉
庫
員
或
ハ
軍
人
力
護
衛
途
中
或
ハ
倉
庫
二
於
テ
抜
キ
取
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
或
ル
軍
人
力
日
本
酒
数
本
ヲ
雑
貨
店
二
持

チ
行
キ
菓
子
卜
交
換
シ
タ
ル
ヲ
店
員
ヨ
リ
間
キ
タ
リ
倉
庫
員
ハ
多
ク
ハ
一
時
ノ
雇
傭
二
シ
テ
無
責
任
極
マ
リ
浩
二
慨
嘆
二

不
堪
或
時
ハ
巡
査
卜
共
二
同
盟
罷
業
ヲ
ナ
サ
ン
ト
シ
タ
ル
コ
ト
ア
リ
倉
庫
長
ノ
晃
ナ
ル
二
従
テ
多
少
警
察
官
及
人
夫
二
封
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シ
待
遇
ヲ
晃
二
ス
ト
雄
モ
今
回
交
代
シ
タ
ル
普
倉
庫
長
竹
田
久
太
郎
ナ
ル
モ
ノ
ハ
巡
査
ヲ
冷
遇
ス
ル
コ
ト
甚
シ
ク
苓
茶
主

山
方
面
こ
勤
務
中
十
数
名
巡
査
ヲ
帰
應
セ
シ
メ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
蕾
地
二
来
り
タ
ル
後
モ
巡
査
二
対
シ
不
惑
ノ
念
ア
ル
モ

】弧乃

ノ
ゝ
如
シ
幸
二
皆
倉
庫
二
於
テ
ハ
衝
突
ナ
シ
」
　
（
七
月
二
一
日
、
台
中
斥
）

C
．
　
「
五
、
警
察
官
吏
ノ
現
況

箇
所
二
配
属
セ
ル
小
職
ノ
部
下
ハ
巡
査
三
十
一
名
、
巡
査
補
五
名
ナ
リ
此
等
警
察
官
吏
ノ
目
下
ノ
状
態
ハ
副
食
物
ナ
リ
血

食
汁
一
腕
二
足
ラ
ヌ
又
ハ
塩
鮨
ノ
一
片
位
ナ
リ
為
メ
二
何
レ
モ
背
嚢
不
良
ノ
状
態
ナ
リ
本
件
こ
関
シ
テ
ハ
敢
度
交
渉
シ
タ

ル
モ
物
資
欠
乏
ノ
今
日
到
底
之
レ
以
上
ノ
給
輿
出
来
得
サ
ル
状
況
ナ
リ
殊
二
近
来
二
来
り
赤
痢
病
井
二
下
痢
症
二
感
染
ス

ル
モ
ノ
多
ク
己
二
一
名
ノ
巡
査
ヲ
後
送
シ
又
〝
四
名
ヲ
後
送
セ
サ
ル
へ
カ
ラ
サ
ル
ノ
状
態
ニ
シ
テ
健
康
状
態
良
好
ナ
戎

此
等
ハ
過
般
来
連
日
ノ
降
雨
卜
人
夫
二
此
種
ノ
疾
病
多
キ
為
メ
遂
こ
感
染
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
　
（
七
月
二
三
日
、
台
中
庁
）

6
　
人
夫
出
役
に
お
け
る
保
甲
の
役
割

保
甲
人
夫
の
出
役
に
お
い
て
、
個
々
の
保
甲
住
民
の
動
員
の
実
務
を
お
こ
な
い
、
出
役
人
夫
を
支
援
し
た
の
が
保
甲
組
織
で

あ
る
。
原
住
民
討
伐
隊
の
人
夫
出
役
は
　
「
内
地
出
身
者
」
　
を
除
く
台
湾
住
民
の
義
務
と
さ
れ
た
が
、
危
険
と
相
当
の
労
力
を
と

も
な
う
こ
う
し
た
労
役
が
単
に
義
務
と
い
う
こ
と
だ
け
で
強
制
で
き
た
わ
け
で
は
な
く
、
保
申
組
織
の
役
割
を
抜
き
に
実
施
す

る
こ
と
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
保
甲
組
織
が
人
夫
出
役
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
か
、
保
甲
人
夫

の
動
員
と
支
援
の
状
況
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

（
1
）
　
人
夫
の
動
員

保
甲
に
お
け
る
人
夫
動
員
は
、
臨
時
保
甲
規
約
標
準
第
五
条
に
よ
れ
ば
、
保
止
は
出
役
人
夫
名
簿
を
作
り
あ
ら
か
じ
め
抽
絞
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を
行
い
、
出
役
順
序
を
登
記
し
て
お
い
て
、
官
庁
の
命
令
で
順
次
出
発
さ
せ
る
と
い
う
手
順
で
行
う
こ
と
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

（川）

台
南
庁
で
は
、
直
轄
派
出
所
と
支
庁
単
位
で
　
「
保
甲
徴
用
人
夫
割
当
表
」
を
作
製
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
出
発
日
が
四
月
二

十
六
日
と
二
八
日
の
分
で
、
項
目
は
保
数
・
男
人
口
∴
徴
用
人
夫
数
∵
出
発
日
と
な
っ
て
い
る
。
備
考
欄
で
は
「
此
ノ
出
役
ハ

男
人
口
百
二
対
シ
五
厘
七
毛
（
即
チ
半
人
強
）
ノ
割
合
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
男
性
人
口
の
〇
．
五
％
強
が
徴
用
人
夫
数
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
保
数
七
九
〇
に
対
し
、
徴
用
人
夫
数
は
一
六
〇
〇
人
で
、
こ
の
時
の
一
保
平
均
の
山
役
人
数
は
二
　
〇
人

と
な
る
。

六
月
に
民
政
部
か
ら
各
庁
に
求
め
た
保
甲
人
夫
に
関
す
る
報
告
書
　
（
B
）
　
よ
り
、
各
庁
（
五
庁
）
　
の
一
保
平
均
の
山
役
人
数

が
わ
か
る
。

（42）

新
竹
庁
　
　
八
　
三
人
　
（
「
↓
保
平
均
出
役
人
員
八
人
三
強
」
）

（…）

桃
園
庁
　
一
〇
　
五
人
　
（
出
役
命
令
人
数
二
九
四
七
人
、
保
数
二
八
二
俣
）

（‖4）

台
中
庁
　
　
八
．
九
人
　
（
「
一
保
平
均
出
役
人
且
八
人
九
分
　
（
保
数
八
五
八
保
）
」
）

意
義
庁
　
　
四
．
〇
人
（
※
　
「
徴
用
人
夫
一
覧
表
」
　
で
は
、
二
俣
平
均
三
．
六
八
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一
覧
表
で
、

各
支
庁
別
の
↓
保
平
均
徴
用
数
は
、
（
4
6
二
．
一
人
か
ら
五
．
八
人
と
な
っ
て
い
る
）

台
南
庁
　
　
七
．
二
人
　
（
「
一
保
平
均
出
役
人
員
七
人
二
分
弱
」
）

嘉
義
庁
の
平
均
出
役
人
員
を
除
く
と
、
一
保
平
均
出
役
人
員
は
八
　
七
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
、
一
保
は
一
〇
〇

戸
　
（
＊
一
甲
＝
一
〇
戸
、
一
保
＝
一
〇
甲
）
　
を
単
位
と
し
て
い
る
。

こ
の
人
夫
出
役
の
義
務
に
つ
い
て
の
保
甲
民
の
受
け
止
め
方
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
各
庁
か
ら
の
報
告
の
中
か
ら
読
み
取
る

。
と
が
で
き
る
。
「
山
役
二
就
テ
ハ
雫
鵡
ハ
従
来
ノ
経
験
上
到
底
免
ル
へ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ト
観
念
シ
居
ル
ヲ
以
テ
苦
情
ヲ
唱

フ
ル
者
比
較
的
少
ナ
シ
」
　
（
六
月
、
新
竹
庁
）
　
「
本
規
約
ノ
実
施
こ
付
管
内
人
民
こ
示
達
シ
タ
ル
二
個
人
ト
シ
テ
ノ
利
害
問
題
ヨ
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リ
多
少
苦
情
ヲ
唱
フ
ル
モ
ノ
ナ
キ
ニ
ア
ラ
サ
ル
モ
本
島
各
應
二
実
施
セ
ラ
ル
ゝ
モ
ノ
ナ
レ
ハ
止
ム
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
ト
シ
テ
敢
テ

人
心
ヲ
動
揺
ス
へ
キ
事
項
モ
ナ
カ
リ
キ
殊
二
今
回
ノ
規
約
ハ
保
甲
役
員
こ
対
シ
テ
人
夫
山
役
ノ
義
務
ヲ
免
除
シ
タ
ル
為
メ
保
甲

内
二
於
ケ
ル
輿
論
ヲ
喚
起
ス
ル
ノ
主
動
者
ノ
位
置
二
ア
ル
モ
ノ
極
メ
テ
冷
静
ナ
ル
為
メ
従
ツ
テ
民
心
ノ
騒
擾
誤
解
ヲ
惹
起
ス
ル

（11HV

力
如
キ
事
項
極
メ
テ
少
カ
リ
シ
モ
ノ
1
如
ク
思
料
セ
ラ
ル
」
　
（
六
月
、
桃
園
庁
）

こ
の
よ
う
に
、
違
犯
し
た
場
合
過
怠
金
が
か
け
ら
れ
、
免
が
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
義
務
労
役
と
い
う
受
け
止
め
方
が
一
般

的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
義
務
心
た
る
や
「
一
般
ノ
人
夫
ハ
義
務
心
二
乏
シ
キ
コ
ト
ハ
多
言
ヲ
要
セ
サ
ル
」
（
七
月
二

（…）

三
日
、
台
中
庁
報
告
）
　
と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
上
に
、
標
高
三
千
メ
ー
ト
ル
を
越
す
中
央
山
脈
に
お
け
る
原
住
民
居
住
地
域
で
の
出
役
に
対
す
る
危
惧
が
あ
っ
た
。
そ

う
し
た
出
役
人
夫
の
「
民
情
」
が
嘉
義
庁
の
報
告
（
六
〈
矩
）
　
に
リ
ア
ル
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
報
告
に
よ
る
と
、
皿
役
に

対
す
る
民
情
が
以
下
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
。
第
一
回
（
四
月
二
六
日
）
　
は
戦
場
に
い
く
か
の
よ
う
に
思
い
、
出
役
へ
の
危

惧
が
あ
っ
た
が
、
現
地
か
ら
の
人
夫
の
通
信
で
平
穏
に
な
り
、
第
二
次
（
五
月
二
六
、
二
七
日
）
、
第
三
次
（
六
月
七
日
）
は
民

心
が
安
堵
し
て
問
題
な
か
っ
た
。
第
四
次
（
六
月
一
九
日
）
は
再
び
危
惧
の
念
を
い
だ
さ
、
徴
用
を
逃
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ

の
原
因
は
、
合
歓
山
方
面
の
担
送
が
困
難
と
の
通
信
や
原
住
民
の
拭
首
の
新
関
報
道
等
に
よ
り
、
出
役
の
困
難
さ
が
問
題
に
さ

れ
て
い
る
。

「
義
務
心
二
乏
シ
キ
」
山
役
人
夫
の
意
識
の
根
底
に
は
、
こ
の
労
役
そ
の
も
の
へ
の
根
本
的
疑
問
が
伏
在
し
て
い
た
と
考
え
ら

（刷）

れ
る
。
新
竹
庁
報
告
中
の
通
督
支
庁
長
報
告
（
六
月
）
　
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
保
甲
民
か
ら
の
痛
烈
な
批
判
の
声
が
記
述
さ
れ

て
い
る
。
「
一
、
今
回
規
定
セ
ラ
レ
タ
ル
臨
時
保
甲
規
約
ハ
頗
ル
人
民
ノ
権
利
ヲ
侵
害
シ
タ
ル
酷
政
ナ
リ
　
二
、
埋
草
事
業
ハ
宮

腰
及
内
地
人
ノ
為
二
ハ
利
益
ナ
ラ
ン
モ
吾
等
本
島
人
二
ハ
何
等
利
益
ス
ル
虚
ナ
シ
」
。
こ
の
批
判
は
、
理
蕃
事
業
が
本
島
人
＝
漢

民
族
系
台
湾
住
民
に
は
何
の
利
益
に
も
な
ら
な
い
と
断
定
し
て
い
る
。
直
接
の
利
害
関
係
の
な
い
原
住
民
討
伐
行
動
に
、
何
故
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台
湾
の
住
民
が
動
員
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
不
満
が
明
確
に
表
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

こ
う
し
た
住
民
の
意
識
状
況
に
配
慮
し
、
動
員
に
責
任
を
負
っ
て
い
る
各
庁
で
は
保
甲
民
へ
の
説
得
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
。
台
南
庁
で
は
、
「
人
夫
出
没
二
付
キ
テ
ハ
徴
用
二
先
立
チ
一
般
保
甲
二
封
シ
討
蕃
概
要
並
ヒ
二
人
夫
供
出
ノ
義
務
上
二
付

キ
訓
示
ヲ
興
へ
爾
来
幾
皿
ト
ナ
ク
説
得
ヲ
繰
返
シ
」
　
た
結
果
、
「
格
別
苦
情
等
ヲ
申
出
ツ
ル
者
ト
テ
ハ
ナ
キ
」
　
と
報
告
（
六
月
）

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
桃
園
庁
で
は
、
流
言
に
保
甲
民
が
動
揺
し
な
い
よ
う
に
と
、
警
務
課
長
が
「
六
月
三
日
ヨ
リ
同
九
日
二

渉
り
直
轄
各
支
臆
別
二
俣
甲
役
員
ヲ
腐
、
支
應
二
召
集
シ
親
シ
ク
項
況
卜
討
蕃
行
動
ノ
必
要
ヲ
説
キ
之
レ
二
対
ス
ル
人
夫
供
給

八
本
鳥
人
ノ
一
大
公
義
務
二
属
ス
へ
キ
旨
ヲ
懇
切
二
告
ケ
終
り
」
と
保
甲
役
員
を
説
諭
し
、
大
い
に
効
果
が
あ
っ
た
と
報
告
（
六

（璧l

月
）
　
さ
れ
て
い
る
。

人
夫
出
役
は
義
務
と
さ
れ
大
変
な
負
担
を
伴
う
も
の
で
あ
り
、
で
き
れ
ば
免
れ
た
い
と
い
う
の
が
保
甲
民
の
意
識
状
況
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
方
で
は
「
希
望
日
役
」
が
あ
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
台
南
庁
で
は
、
「
應
下
二
於
ケ
ル
人
夫
ハ
油
紙

（154）

二
ヨ
ル
モ
ノ
ト
希
望
出
没
二
ヨ
ル
モ
ノ
ト
約
半
半
位
」
（
六
月
）
と
出
役
者
の
約
半
分
が
希
望
出
役
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
「
右
ノ
補
助
金
ハ
應
下
ハ
討
蕃
人
夫
ノ
出
役
初
メ
テ
ノ
放
力
最
初
多
ク
ノ
保
甲
役
員
等
ハ
日
二
壱
円
佗
ノ
補
助
ヲ
為
サ
ヾ
ル

可
ラ
ズ
ト
称
シ
タ
ル
ヲ
本
應
二
於
テ
他
ノ
例
ヲ
参
照
シ
諭
シ
テ
既
記
ノ
如
ク
減
額
セ
シ
メ
タ
ル
」
と
あ
る
よ
う
に
、
初
め
て
の

山
役
人
夫
と
い
う
こ
と
で
、
保
甲
か
ら
の
補
助
金
へ
の
期
待
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
希
望
山
役
」
が
金
銭
を
目
的
と
し
た
、
本
来
の
出
役
者
の
代
理
出
没
で
あ
っ
た
場
合
、
「
去
月
各
庁
ヨ
リ
徴
用
シ
タ
ル
人
夫

中
二
ハ
他
人
ノ
代
理
ト
シ
テ
一
定
ノ
金
緻
ヲ
受
取
り
来
り
タ
ル
モ
ノ
多
シ
此
等
ハ
多
ク
花
柳
病
其
他
ノ
疾
病
ヲ
包
蔵
シ
来
り
何

（聾

等
労
働
ヲ
為
サ
ス
病
気
帰
還
ヲ
乞
フ
モ
ノ
多
シ
」
（
七
月
二
三
日
、
台
中
庁
）
　
と
い
っ
た
事
態
も
生
ま
れ
て
い
る
。
各
庁
か
ら
送

ら
れ
て
き
た
人
夫
の
台
中
の
下
車
地
点
で
の
健
康
診
断
の
実
施
は
こ
う
し
た
労
役
に
耐
え
ら
れ
な
い
保
甲
民
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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（
2
）
　
人
夫
へ
の
補
助
金

①
醸
金
の
状
況

保
甲
人
夫
に
対
し
て
は
二
大
正
三
年
討
伐
陸
軍
部
隊
所
要
保
甲
人
夫
徴
用
規
程
」
に
よ
り
、
一
定
の
基
準
に
基
づ
い
て
給
料

並
び
に
糧
食
が
官
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
□
こ
の
待
遇
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
保
甲
に
よ
る
補
助
金
制
度
が
あ
る
。
臨

時
保
甲
規
約
標
準
第
十
、
十
一
条
で
は
・
出
役
免
除
を
受
け
た
者
や
家
長
か
ら
醸
金
を
徴
収
し
、
出
役
者
の
家
族
で
生
活
困
難

な
者
に
前
貸
し
し
た
り
、
人
夫
携
帯
品
の
購
入
や
出
役
人
夫
の
死
傷
手
当
賞
与
そ
の
他
必
要
な
費
用
に
あ
て
、
残
余
が
あ
る
時

は
山
役
人
夫
全
員
に
そ
の
出
役
日
数
に
応
じ
て
分
配
支
給
す
る
、
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
醸
金
の
状
況
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
二
ハ
月
の
各
庁
か
ら
の
報
告
（
B
）
で
、
「
保
甲
醸
金
の
状
況
」
が
以
下
の
よ
う
に

a
二
酪
雫
保
ノ
大
小
男
ノ
関
係
等
。
俵
。
四
十
円
乃
至
五
百
。
位
迄
醸
出
シ
ツ
ゝ
ア
リ
何
レ
モ
認
可
集
金
済
ナ
リ
」

（
新
竹
庁
）

b
・
「
本
件
二
就
イ
テ
ハ
豪
モ
魔
、
支
應
二
於
テ
関
係
セ
ス
悉
ク
各
保
甲
ノ
任
意
二
焉
シ
ア
リ
テ
土
地
ノ
状
況
保
甲
貧
富
ノ

程
度
、
徴
用
ノ
人
選
等
二
依
り
一
定
セ
ス
然
レ
ト
モ
大
体
ヨ
リ
之
ヲ
見
ル
ト
キ
ハ
人
夫
一
人
二
封
シ
一
人
平
均
二
十
五
、
六

円
位
ノ
醸
出
ヲ
為
シ
ツ
ー
ア
ル
ノ
傾
キ
ニ
シ
テ
其
ノ
支
給
ノ
方
法
二
至
り
テ
ハ
或
ハ
出
撃
一
際
シ
テ
一
時
金
ヲ
支
給
シ
或

（157）

ハ
無
事
任
務
ヲ
終
了
シ
締
還
後
こ
支
給
ス
ル
線
約
ヲ
雷
ス
モ
ノ
モ
ア
リ
」
　
（
嘉
義
庁
）

C
．
「
徴
用
当
〈
篭
。
シ
テ
出
役
セ
ザ
ル
場
合
ノ
醸
金
並
労
銀
補
足
ノ
慧
ト
モ
今
昆
ノ
処
別
。
関
学
ク
行
ハ
レ
来
レ

リ
」
　
（
台
南
庁
）

醜
金
は
「
各
保
甲
ノ
任
意
」
で
決
め
ら
れ
、
保
の
大
小
や
経
済
状
態
を
勘
案
し
て
醸
金
が
決
め
ら
れ
て
い
る
、
醸
金
は
ス
ム
ー

ズ
に
行
わ
れ
て
い
る
、
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
嘉
義
庁
の
一
保
当
り
の
醸
金
負
担
額
は
表
1
2
に
表
示
さ
れ
て
い
る
が
、
一
六
円
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表12　保巾負担額と人夫給与額一覧表亘1

支庁名 兢ｹ�B�徴用数 �:��8�ﾂ� � � 

負担緬 � 

直轄 中哺 竹頭崎 打払 斗六 土庫 西螺 北港 下糊口 僕仔脚 乗石港 塩水港 店仔口 �;｢�#b�C����R�����c��sb�cr�E2�sr�sB�ヲ�sr�450 】50 150 400 450 250 400 225 150 175 250 400 350 店�CB�X�E2�8�C��8�C��8�E2�H�C��X�C"�8�C2�8�C��(�C"�8�C��H�CR�H�3R�12，25 1，氾 3，45 6，825 11，18 1，025 日），2（1 4，6り 3，54 3，S5 6，97 7，631 5，54 �������������,ﾃ��������������������������円 140 70 66 65 94 16 日5 70 5二‡ 50 83 65 73 釘���R���r�ﾂ���������2�2���円 二ト 12 23 17 24 4 25 20 17 22 27 19 15 �������b����｣��b�2������������

計 涛S"�1800 ��78，07 ���� � 

（冥徴用数は以下の第1回から第5回までを合計したもの。人夫輸送日第1回4月26日

第2回5月26、27日、第3回6月7日、第4回6月19日、第5回6月26日）
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八
t
銭
か
ら
一
四
〇
円
七
四
銭
ま
で
相
当
の
差
（
最
高
額
と
最
低
額
で
八
．
四
倍
の
差
）
が
あ
る
．
全
体
の
平
均
（
人
夫
に
対
す

る
保
甲
の
総
醸
出
金
額
二
俣
数
）
を
と
る
と
、
八
二
円
と
な
る
。
経
済
状
態
の
厳
し
い
保
に
と
っ
て
は
そ
の
負
担
は
か
な
り
重

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
台
南
庁
で
は
出
役
者
数
が
増
加
し
、
保
甲
の
補
助
金
が
嵩
み
、
今
後
の
徴
用
を
見
越
し
て
「
生
活
程
度

（159）

ノ
低
キ
保
ノ
如
キ
ハ
早
ク
モ
寄
々
柁
憂
説
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ア
リ
」
（
六
月
）
　
と
い
っ
た
状
況
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

。
の
よ
う
な
状
況
は
次
第
に
深
刻
化
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
㌔
月
十
日
に
は
、
台
北
庁
長
が
藁
本
署
長
宛
に
「
保
甲
人

夫
補
助
金
其
他
ノ
件
」
　
と
題
す
る
以
下
の
よ
う
な
内
容
の
意
見
書
を
出
し
て
い
る
。

「
人
夫
へ
の
給
与
と
そ
の
資
源
で
あ
る
醸
出
金
は
予
算
を
定
め
て
統
一
す
る
方
法
を
と
っ
て
き
た
が
、
そ
の
後
多
数
の
人
夫

を
急
劇
に
徴
用
し
た
の
と
農
繁
期
の
時
期
で
労
働
力
が
払
底
し
た
こ
と
で
、
被
雇
用
者
が
多
額
の
補
助
金
を
強
要
す
る
た

め
、
保
甲
で
は
人
夫
の
供
出
に
困
難
を
感
じ
て
い
る
。
貧
弱
な
保
甲
が
そ
の
要
求
す
る
金
額
を
願
出
す
る
こ
と
は
到
底
不

可
能
と
判
断
さ
れ
る
の
で
、
人
夫
の
給
与
は
出
役
当
時
の
契
約
に
か
か
わ
ら
ず
、
左
記
の
通
り
取
り
扱
っ
て
い
た
だ
き
た

い。」
そ
こ
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
庁
と
し
て
保
甲
民
の
醸
出
金
額
の
限
度
額
を
示
し
、
こ
れ
を
も
と
に
人
夫
の
給
与
を
取
り
扱
う

よ
う
求
め
て
い
る
。

記

一
、
保
甲
民
ノ
醸
出
金
額
ハ
以
下
ノ
所
要
額
ヲ
限
度
ト
ス
ル
コ
ト

イ
　
人
夫
ノ
携
帯
品
食
費
（
出
役
集
合
地
到
着
日
ノ
昼
食
迄
）
旅
費
（
身
体
検
査
ノ
結
果
不
合
格
ト
ナ
リ
シ
モ
ノ
ノ
帰

還
旅
費
）
　
ノ
実
費

口
　
賞
興
金
　
人
夫
一
人
一
口
金
四
拾
銭
以
内
二
テ
出
役
日
数
二
応
シ
テ
支
給
額
ヲ
定
ム

ハ
．
救
助
金
　
傷
病
者
二
対
シ
其
軽
重
ヲ
参
酌
シ
テ
一
人
拾
円
以
上
五
拾
円
以
内
二
テ
其
支
給
額
ヲ
定
ム
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A ロ 計 四 ��X���ﾈ��vｸ��(h��蓼���X��+ﾂ�直 轄 

蝦　菜　梅　　角　帯 亶��

園　棚　礎　腰　洩　謀・陪 倡��ﾎB�>��

拭 
万 九 倅������ﾍﾈ�����?��ｷ(耳��T3��

九 佻ﾈ��������ｾ8��Jｨ��?���爾�課 醸 金 吾黍 

七 �ｨ��ﾍﾈ��耳��ｾ8��耳�����蔗�

円 俶ﾈ�ｩJｨ�ｨ�ｨｾ8ﾍﾂ�苓苓苓鈴nX苓冷�
四 刮ﾂ 額 

七 仞2�

銭 仞8�������ｨ��������������J｢�

八 ��ｸ�����ｸ�������������ｲ�

厘 價｢�

厘 

人 

円 五七七　五七五 儻b�

〇〇〇　〇〇〇 銭銭銭　銭銭銭 ��ﾂ�

日 ノ 補 給 額 

二
．
吊
祭
料
一
人
百
円
以
上
百
五
拾
円
以
内
二
テ
情
状
二
ヨ
リ
其
支
給
額
ヲ
定
ム

二
、
ハ
、
二
、
ハ
一
支
鹿
又
八
一
監
視
臨
聯
合
ノ
負
担
ト
ス
ル
コ
ト
」

②
人
夫
へ
の
血
人
当
り
補
助
金
額

人
夫
一
人
に
対
し
て
は
保
か
ら
ど
の
程
度
の
補
助
金
が
だ
さ
れ
て
い
た
か
。
二
つ
の
庁
で
は
、
人
夫
一
人
に
対
す
る
補
助
金

額
を
示
す
一
覧
表
が
作
製
さ
れ
て
い
る
。

表
口
「
臨
時
保
叩
規
約
二
俵
″
経
ぎ
（
買
上
ハ
粥
項
酢
桃
園
應
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人
夫
一
目
の
補
給
額
と
し
て
、
五
十
銭
か
ら
一
円
と
な
っ
て
い
る
。
備
考
欄
で
、
大
岩
叫
炊
支
庁
で
は
、
「
官
給
人
夫
賃
ハ
共
二

月
四
十
円
以
下
ヲ
給
ス
ル
コ
ト
二
定
メ
一
日
約
七
十
銭
ナ
リ
」
と
、
官
給
人
夫
賃
を
基
準
に
し
て
そ
れ
と
同
額
の
補
給
金
に
定

め
て
い
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
三
角
湧
支
庁
で
は
　
「
平
均
一
日
元
十
銭
位
ナ
リ
」
　
と
し
て
い
る
。
各
支
庁
で
は
一
口
五
十
銭

な
い
し
七
十
銭
を
基
準
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

B

　

意

義

庁

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

岨

）

「
徴
用
人
夫
一
覧
表
」
　
「
徴
用
人
夫
に
対
す
る
保
甲
醸
出
金
調
」
　
よ
り
保
甲
の
負
担
額
と
人
夫
給
与
観
の
一
覧
表
（
表
ほ
）
を

作
製
し
た
。

意
義
庁
で
は
、
人
夫
一
人
当
り
の
給
金
額
は
月
四
円
一
〇
銭
か
ら
二
七
円
九
銭
と
か
な
り
の
格
差
が
あ
る
が
、
二
十
円
台
が

七
支
庁
、
十
円
台
後
半
が
五
支
庁
で
、
月
二
十
円
前
後
が
目
安
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
嘉
義
庁
は
、

「
人
夫
一
人
二
対
シ
一
人
平
均
二
十
五
、
六
円
位
ノ
転
出
ヲ
為
シ
ツ
ツ
ア
ル
」
　
（
徴
用
人
夫
一
覧
表
備
考
欄
）
　
と
し
て
い
る
。

（冊）

ま
た
台
南
庁
の
報
告
（
六
月
）
で
は
、
「
出
役
者
二
封
ス
ル
補
助
金
額
ハ
概
シ
テ
一
日
一
人
五
拾
銭
即
チ
月
十
五
円
」
と
し
て

い
る
。
同
庁
の
四
月
二
五
日
の
報
告
で
は
、
「
各
保
民
ノ
櫨
出
二
依
り
一
人
一
日
五
六
十
銭
位
ノ
補
助
ヲ
与
フ
ル
ト
共
に
相
蕾
前

賃
ヲ
モ
ナ
ス
。
ト
ゝ
ナ
リ
徴
用
方
二
着
手
シ
タ
ル
担
。
直
轄
各
支
慮
下
二
別
二
巳
で
心
ノ
動
揺
等
ヲ
見
ル
。
ト
ナ
ク
牢
。
地
方
土

俵
リ
テ
ハ
全
部
希
望
者
ヲ
以
テ
徴
用
シ
得
タ
ル
有
様
」
　
と
、
補
助
金
に
よ
っ
て
順
調
に
動
員
が
進
ん
で
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い

る。

台
南
庁
の
報
告
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
補
助
金
支
給
が
保
甲
人
夫
の
出
没
要
請
を
充
た
す
上
で
か
な
り
大
き
な
役
割
を
見
た

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
が
、
①
で
み
た
よ
う
に
と
り
わ
け
経
済
状
況
の
厳
し
い
保
に
と
っ
て
は
重
い
負
担
と
な
っ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

（購）

ち
な
み
に
、
死
亡
者
救
助
金
に
つ
い
て
、
嘉
義
庁
の
資
料
　
（
徴
用
人
夫
二
軍
表
）
　
に
以
下
の
記
載
が
見
ら
れ
る
。



大正三年太魯閣原住民討伐陸軍部隊における保申人夫徴用（一）（前）

支

庁

名

　

　

　

最

高

額

　

　

　

最

低

緻

土

庫

　

　

一

〇

〇

円

塩

水

港

　

　

　

三

〇

円

　

　

　

二

〇

円

打
猫
・
下
糊
口
・
束
石
港
　
（
協
議
中
）

同
資
料
の
備
考
欄
に
は
、
「
死
亡
者
ノ
救
助
ハ
百
円
以
上
参
百
円
二
シ
テ
死
者
ノ
属
ス
ル
聯
合
保
甲
若
ク
ハ
應
直
轄
、
各
支
應

所
轄
ノ
保
甲
二
テ
施
行
セ
シ
ム
」
　
と
あ
る
。

③
　
補
助
金
禁
止
の
意
向
と
各
庁
の
反
対
意
見

人
夫
へ
の
補
助
金
支
給
に
つ
い
て
、
七
月
七
日
付
で
、
民
政
郡
警
察
本
署
長
か
ら
各
庁
長
（
宜
蘭
・
桃
図
・
新
竹
ム
口
中
・

南
投
・
窺
義
・
台
南
・
阿
賊
）
宛
に
、
「
生
者
討
伐
所
要
人
夫
将
来
尚
多
数
ヲ
要
ス
ル
」
の
で
、
保
甲
民
か
ら
人
夫
に
補
助
金
を

（冊）

出
す
こ
と
を
禁
1
L
し
た
い
、
こ
の
件
に
つ
き
意
見
を
出
し
て
ほ
し
い
旨
、
至
急
電
報
が
出
さ
れ
て
い
る
。

（■67）

こ
れ
に
対
す
る
各
庁
の
返
答
は
、
す
べ
て
補
助
金
の
禁
止
に
反
対
の
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
主
な
理
由
は
、
表
で
禁
止

し
て
も
裏
で
行
わ
れ
る
、
禁
止
す
れ
ば
今
後
の
徴
川
が
困
難
に
な
る
、
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
各
庁
の
意
見
は
、
保
甲

か
ら
の
補
助
金
が
人
夫
出
役
に
お
い
て
い
か
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
か
を
明
確
に
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
3
）
　
出
役
人
夫
へ
の
サ
ポ
ー
ト
促
進

保
甲
で
は
出
役
人
夫
へ
の
サ
ポ
ー
ト
が
求
め
ら
れ
た
。
人
夫
動
員
に
お
け
る
保
甲
の
役
割
の
重
要
性
に
鑑
み
、
人
夫
徴
用
に

基
本
的
な
責
任
を
負
っ
て
い
る
各
庁
は
、
動
員
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ
う
き
め
細
か
い
配
慮
や
対
応
を
行
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
。
の
点
を
よ
く
示
鞍
も
の
と
し
て
、
蓋
庁
長
か
ら
民
政
部
警
察
木
署
長
に
宛
て
た
出
役
人
夫
の
状
況
に
関
す
る
五

月
一
四
日
付
の
報
告
が
あ
る
。

「
当
應
二
於
テ
ハ
是
等
出
役
人
夫
ヲ
シ
テ
倍
々
良
成
績
ヲ
畢
ケ
シ
ム
ル
方
法
二
付
細
心
ノ
注
意
ヲ
梯
ヒ
各
其
人
夫
ノ
在
所
夕
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ル
保
甲
等
二
関
シ
各
支
魔
ヲ
通
シ
テ
左
記
ノ
通
り
施
行
セ
シ
メ
ツ
ー
ア
リ

右
御
参
考
迄
通
報
ス

記

一
、
出
役
人
夫
二
封
シ
テ
ハ
各
所
属
保
正
、
甲
長
等
ヨ
リ
此
際
奨
励
的
慰
安
ノ
書
面
ヲ
張
セ
シ
メ
同
時
二
逃
走
等
ノ
不
利

ナ
ル
コ
ト
ハ
勿
論
其
ノ
保
ノ
不
名
馨
ナ
ル
コ
ト
ヲ
申
送
ラ
シ
ム
ル
コ
ト
」

「
四
、
前
項
ノ
事
情
二
付
出
役
人
夫
中
二
ハ
巳
二
小
便
銭
こ
モ
窮
シ
居
ル
向
ア
ル
趣
キ
二
付
小
便
銭
ノ
送
付
方
ヲ
在
所
二
要

求
シ
来
ル
際
ハ
之
二
応
ス
へ
キ
様
線
テ
博
達
方
取
計
り
置
ク
コ
ト
尤
モ
此
場
合
二
ハ
引
率
警
察
官
吏
二
於
テ
其
ノ
必
要
ヲ

証
明
シ
来
ル
モ
ノ
ト
ス
」

「
五
、
山
役
人
夫
二
間
シ
テ
ハ
引
率
警
察
官
二
於
テ
出
来
得
ル
限
り
家
族
へ
ノ
通
信
ヲ
奨
励
シ
尚
ホ
張
信
ハ
成
ル
ヘ
ク
端
書

ヲ
用
ヒ
シ
メ
一
應
引
率
者
二
テ
之
ヲ
検
閲
蟹
送
セ
シ
ム
ル
ノ
方
法
ヲ
採
り
一
般
民
情
ノ
融
和
ヲ
測
リ
ツ
ツ
ア
リ
」
「
以
上
ノ

如
ク
ニ
シ
テ
各
人
夫
等
ノ
通
信
ノ
要
領
こ
ハ
労
役
ハ
頗
ル
軽
ク
且
ツ
危
険
ノ
虞
レ
ナ
キ
モ
食
物
ハ
嗜
好
二
適
セ
サ
ル
ト
鉄

線
釣
橋
二
ハ
多
大
ナ
ル
苦
痛
ヲ
感
シ
ツ
ー
ア
ル
由
二
有
之
候
此
外
尚
出
役
人
夫
ヲ
慰
撫
ス
ル
方
法
ト
シ
テ
管
内
各
保
正
中

二
ハ
各
保
正
ヨ
リ
互
選
シ
テ
慰
問
使
ヲ
派
遣
シ
物
品
等
ヲ
寄
贈
ス
ル
コ
ト
二
協
議
シ
居
ル
向
モ
有
之
候
得
共
是
等
ハ
今
暫

ラ
ク
時
機
ヲ
見
テ
應
下
全
体
ヲ
通
シ
テ
啓
一
ノ
行
動
ヲ
執
ラ
シ
ム
ル
コ
ト
こ
目
下
考
案
中
二
有
之
候
」

こ
の
よ
う
に
、
保
正
・
甲
長
よ
り
慰
安
の
書
状
を
出
す
、
小
便
銭
を
要
求
し
て
き
た
場
合
そ
れ
に
応
じ
る
よ
う
に
す
る
、
家

族
へ
の
通
信
を
奨
励
す
る
、
な
ど
の
対
策
を
実
行
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
対
応
は
、
嘉
義
庁
に
限
ら
ず
各
庁
に

お
い
て
も
と
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
。

（
4
）
　
人
夫
へ
の
過
怠
処
分

臨
時
保
甲
規
約
標
準
第
十
七
条
に
は
、
「
本
規
約
二
違
犯
シ
タ
ル
者
ハ
百
円
以
下
ノ
過
怠
金
ヲ
課
ス
」
　
と
い
う
規
定
が
あ
り
、
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表14　逃走者過怠金

種別 ‾庁別 �:i�h�"�死亡者 ��

最高 俐Y.��

直轄 中哺 竹頭崎 打猫 斗六 土価 鉄B�2�B��R�#r�r�c2�S��#R��"�3"�"�(.コ�1 1 2 4 2 】0 ��､��10円 

10円 ���?｢�

西　螺 剴3�冷�30円 

北港 下糊口 剴�� 0円 18円 店冷���冷�

僕仔脚 東石港 剴3�冷�2011 

塩水港 店仔ロ 合計 剴#�冷�5円 

人
夫
が
出
役
義
務
を
果
さ
な
か
っ
た
り
、
逃
亡
し
た
場
合
な
ど
に
過
怠
金
が
況
せ
ら
れ
た
。
二
つ
の
庁
の
事
例
を
み
て
お
こ
う
。

A
．
嘉
義
庁

（皿）

以
下
の
よ
う
に
徴
川
人
夫
一
覧
表
　
（
六
月
）
に
「
逃
走
者
過
怠
金
」
　
（
表
1
4
）
　
の
項
目
を
設
け
、
最
高
額
と
最
低
額
を
あ
げ
て

い
る
凸

最
高
額
は
、
三
〇
円
二
支
庁
、
二
〇
円
一
支
庁
、
一
八
円
一
支
庁
、
一
〇
円
三
支
庁
、
ま
た
最
低
額
は
三
〇
円
一
支
庁
、
二
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表15　臨時保申規約過怠処分一覧表（※原資料は縦畜き）

臨時保甲奴約二依ル過怠処分莞月号＿三六冨現在桃園庁 

直轄及 支庁別 儂ﾘ�Z｢��ﾈ蹴�円 ��

直　轄 �"�����"�b�11000 5000 5000 り5000 116000 ��

大神扶 劍自�ﾂ�

三角湧 中也至 劍自�ﾂ�

暢梅雌 成菜脚 剪�

大嶋園 計 剪�

ザルモノ一人 

〇
円
一
支
庁
、
一
〇
円
三
支
庁
、
五
円
二
支
庁
と
な
る
。
「
徴
用
人
夫
一
覧
表
」
　
の
備
考
欄
に
は
、
「
逃
走
者
過
怠
金
ハ
武
拾
円

ヲ
標
準
ト
セ
リ
」
　
と
あ
る
が
、
半
分
以
上
の
支
庁
は
そ
れ
を
下
回
っ
て
い
る
。B

．
桃
園
庁

「
臨
時
保
甲
規
約
過
怠
処
分
」
一
覧
表
（
六
月
）
（
蓑

1
5
）
　
で
は
、
各
支
庁
別
に
被
処
分
人
員
数
・
過
怠
金

認
可
額
・
処
分
事
由
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

六
人
に
対
し
一
一
六
円
の
過
怠
金
で
あ
る
が
、
直

轄
・
大
吊
山
炊
二
二
角
湧
支
庁
は
一
人
当
り
五
円
か
ら

五
円
五
〇
銭
で
あ
る
が
、
大
岨
園
支
庁
は
四
七
円
五

〇
銭
と
十
倍
近
く
の
差
と
な
っ
て
い
る
。
後
者
は
山

役
中
の
逃
亡
と
は
違
う
事
例
と
し
て
、
か
な
り
の
過

怠
金
が
課
せ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
過
怠
金
基
準
額
と
実
際
の
適
用
額
と
い
う

違
い
は
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
二
つ
の
庁

の
間
で
も
逃
亡
者
に
対
す
る
過
怠
金
に
か
な
り
の
差

が
あ
る
。
支
庁
レ
ベ
ル
で
も
差
が
あ
る
。
嘉
義
庁
の

二
〇
円
を
標
準
と
す
る
と
の
記
載
か
ら
す
れ
ば
各
支

庁
は
そ
れ
よ
り
低
い
額
で
適
用
さ
れ
て
い
た
場
合
が

多
く
、
桃
園
庁
の
五
円
程
度
も
最
低
の
基
準
額
の
適
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用
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
は
、
保
甲
民
に
対
し
、
そ
の
経
済
的
実
情
か
ら
し
て
あ
ま
り
高
い
働
怠
金
を
か
け
ら
れ
な
い
事
情

が
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

一
九
…
四
　
（
人
正
三
）
年
の
太
魯
閣
原
住
民
討
伐
の
陸
軍
部
隊
に
は
三
一
〇
八
人
の
同
人
が
動
員
さ
れ
た
が
、
こ
の
陸
軍
部

隊
に
使
役
さ
れ
た
保
甲
人
夫
は
そ
の
十
倍
を
超
え
る
約
四
万
人
近
く
に
な
る
。
そ
の
出
役
は
保
甲
民
の
義
務
と
さ
れ
た
。

徴
用
さ
れ
た
保
甲
民
は
、
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
が
連
な
る
台
湾
中
央
山
脈
地
域
に
動
員
さ
れ
た
。
平
地
出
身
の
保

叩
民
は
、
厳
し
い
気
候
条
件
の
下
、
峻
厳
な
高
山
地
帯
で
過
酷
な
担
送
作
業
を
強
い
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
食
魁
給
与
に
お
い
て

保
甲
民
の
食
習
慣
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
医
療
設
備
や
治
療
の
不
十
分
さ
、
軍
隊
の
担
当
者
の
苛
酷
な
取
扱
い
等
に

よ
り
、
確
病
者
が
続
出
す
る
状
況
も
う
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
出
身
の
庁
に
よ
り
差
が
あ
る
が
多
い
ケ
ー
ス
で
は
一

〇
数
％
の
逃
走
者
が
で
て
い
る
。
死
者
も
死
因
は
主
に
病
死
で
、
六
月
に
は
半
月
で
四
〇
～
五
〇
人
近
く
で
て
い
る
。

様
々
な
悪
条
件
が
待
ち
受
け
る
出
役
で
あ
っ
た
が
、
希
望
山
役
の
事
例
も
一
定
数
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
保
甲
か
ら
の
補
助
金

や
代
役
料
を
期
待
し
て
あ
え
て
　
「
希
望
」
し
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
が
、
そ
う
し
て
出
役
し
た
者
の
中
に
は
は
じ
め
か
ら
労
役
に
耐

え
ら
れ
な
い
も
の
が
い
た
の
で
あ
る
。

監
督
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
各
庁
の
警
官
は
、
出
役
人
夫
の
状
況
に
つ
い
て
山
身
の
庁
に
現
状
報
告
を
行
う
と
と
も
に
、
軍
隊

側
と
の
交
渉
役
を
務
め
る
な
ど
し
て
人
夫
の
立
場
に
立
っ
て
そ
の
待
遇
改
善
に
努
力
し
て
い
る
。

一
方
、
人
夫
動
員
に
直
接
的
責
任
を
負
っ
て
い
る
保
甲
で
は
、
「
大
正
三
年
討
伐
陸
軍
部
隊
所
要
保
甲
人
夫
徴
用
規
定
」
に
基

づ
い
て
支
払
わ
れ
る
給
与
以
外
に
、
出
役
人
夫
に
補
助
金
を
出
し
て
出
役
を
支
え
た
。
山
役
し
て
い
る
人
夫
へ
の
激
励
の
便
り
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を
出
し
た
り
、
必
要
と
さ
れ
る
物
資
を
送
る
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
も
各
庁
レ
ベ
ル
で
促
進
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
保
甲
で
の

動
員
と
支
援
の
体
制
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
保
甲
民
の
出
役
が
実
質
的
に
担
保
さ
れ
た
と
い
え
る
。
そ
れ
は
保
甲
組
織
に
と
っ
て

も
重
い
負
担
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
。

（
1
）
『
理
香
誌
稿
』
第
二
巻
五
百

（
2
）
『
理
事
誌
稿
』
第
二
巻
六
百

ち
な
み
に
、
こ
の
原
住
民
討
伐
で
は
、
討
伐
と
同
時
並
行
で
　
「
番
地
」
に
お
け
る
道
路
の
開
塾
も
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。
こ
こ
で
は
、
本

稿
で
と
り
あ
げ
る
人
夫
と
は
別
に
道
路
建
設
の
人
夫
の
動
員
も
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。

（
3
）
『
理
書
法
稿
』
第
二
巻
九
二
二
頁

（
4
）
『
理
蕃
舘
稿
』
第
二
巻
九
四
三
百

「
　
四
、
警
察
隊
行
動
ノ
概
要
ハ
来
ル
五
月
三
十
日
マ
テ
二
其
ノ
兵
力
ヲ
木
瓜
渓
口
附
近
ヨ
リ
、
ク
ツ
キ
リ
渓
口
附
近
二
亙
ル
間
二
集
合
セ
ソ
メ
翌
三
十
一
R
「
ヨ
リ

其
ノ
一
部
ヲ
以
テ
木
瓜
浅
口
附
近
ヨ
リ
同
渓
ヲ
遡
り
、
バ
ト
ラ
ン
蕃
ヲ
討
伐
シ
主
力
ヲ
以
テ
三
機
渓
及
ク
ツ
キ
リ
浅
口
附
近
ヨ
リ
外
太
魯
間
者
ヲ
討
伐
ス

軍
陳
行
動
ノ
概
要
ハ
来
三
十
一
日
ヨ
リ
其
ノ
一
部
ヲ
持
テ
寄
兼
主
山
南
峰
附
近
ヨ
リ
木
瓜
演
二
沿
フ
テ
下
り
、
バ
ト
ラ
ン
蕃
ヲ
討
伐
シ
主
力
ヲ
持
テ
合
歓
山

付
近
ヨ
リ
、
ク
ツ
キ
リ
渓
谷
二
沿
フ
テ
下
り
内
太
魯
間
者
ヲ
討
伐
ス

玉
、
討
伐
ノ
予
定
日
数
ハ
約
二
箇
月
ト
ス
」

（
5
）
『
帝
国
主
義
下
の
台
湾
』
二
一

（
6
）
「
公
文
類
纂
」
　
五
七
四
二
1
一

（
7
）
「
公
文
類
纂
」
　
五
七
四
二
1
一

（
8
）
「
公
文
類
纂
」
　
五
七
m
ニ
ー
一

（
9
）
「
公
文
類
纂
」
　
五
ヒ
四
二
－
一

（
1
0
）
「
公
文
類
纂
」
　
五
ヒ
嬰
一
－
一

一
〇
〇
九
六

一

一

頁

〇
〇
〇
八

〇
五
五

〇
〇
九
九

〇
〇
五
八

〇
〇
六
九
、
一
〇
〇
ヒ
一
、
一
〇
〇
七
三
、
■
〇
〇
七
八
、
一
〇
〇
八
一
、
「
〇
〇
八
四
、
一
〇
〇
八
七
、
一
〇
〇
九
三
、

（
1
1
）
「
公
文
類
纂
」
　
五
七
四
二
－

（
ほ
）
「
公
文
類
纂
」
　
五
七
四
二
－

（
1
3
）
「
公
文
類
套
」
　
五
七
四
二
－

（
1
4
）
「
公
文
類
纂
」
　
五
七
四
四
－

一
〇
〇
八
七

一
〇
一
一
五
、

一
〇
〇
八
三
、

一
〇
〇
ヒ
三

M
〇
一
五
九

「
〇
〇
八
〇
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（
1
5
）
「
公
文
類
纂
」

（
1
6
）
「
公
文
類
纂
．

四
川
八
、
一

九
、
¶
〇
一

（
1
7
）
「
公
文
類
纂
」

人
夫
集
合
血

五
七
四
二
－
一
〇
¶
二
五

五

七

凹

ニ

ー

一

〇

一

二

五

、

一

〇

一

五

〇

、

一

〇

三

七

二

、

一

〇

三

七

三

、

一

〇

三

〇

四

、

一

〇

三

九

二

一

〇

四

五

〇

、

一

〇

凶

四

七

、

一

〇

〇
四
九
八
、
五
ヒ
【
些
ニ
ー
一
〇
〇
二
七
、
】
〇
〇
九
四
、
一
〇
r
三
五
、
一
〇
一
八
四
、
一
〇
二
四
二
一
〇
五
二
二
二
、
五
七
四
四
－
二
U
O
四

六
六
、
五
七
四
五
－
一
〇
一
八
八
、
五
七
四
六
－
¶
〇
一
四
〇

五
七
四
二
－
一
〇
三
七
四
　
「
討
伐
軍
隊
担
送
入
夫
所
要
数
並
二
時
期
葉
合
場
一
覧
表
」
と
い
う
表
題
で
、
部
隊
ご
と
に
な
っ
て
い
る
。
部
隊
号
・

集
合
期
日
　
使
用
区
域
∴
所
要
人
目
∵
所
要
人
夫
内
訳
の
順
で
、
部
隊
の
中
で
ど
の
部
署
で
使
う
の
か
も
洋
細
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
文
字
が

不
鮮
明
で
読
み
取
り
が
困
難
な
部
分
が
あ
る
が
、
一
例
だ
け
紹
介
し
て
お
こ
■
つ
。

（
部
隊
船
）
　
歩
兵
第
一
一
聯
隊
本
部
　
（
人
夫
集
合
地
）
一
一
八
水
　
（
集
合
期
日
）
　
五
月
一
六
日

（
使
用
区
域
）
　
臼
二
八
水
至
臼
的
場
　
（
所
要
人
n
）
　
二
六
〇
　
（
所
要
人
夫
内
訳
）
　
連
隊
本
部
五
〇
　
第
二
中
隊
五
〇
　
第
三
中
隊
五
〇
　
第
四
中
隊
五
〇
　
第

一
大
隊
本
部
一
〇
　
哺
里
杜
交
付
品
五
〇

（
川
）
同
じ
臼
に
、
花
蓮
港
庁
点
か
ら
民
政
長
官
宛
に
、
「
討
伐
警
察
隊
ハ
今
回
ノ
暴
風
雨
被
智
後
ノ
復
旧
其
他
ノ
必
要
上
人
夫
一
〇
〇
〇
名
の
補
充
ヲ
要
求
セ
リ
最
近

便
船
ニ
テ
御
派
遣
ヲ
乞
ウ
」
　
と
電
報
を
打
っ
て
い
る
　
（
「
公
文
類
纂
」

雨
被
害
の
復
旧
に
関
係
し
た
応
は
隊
の
派
遣
と
考
え
ら
れ
る
。

五
七
四
凶
－
一
〇
〇
四
九
）
。
陣
軍
部
隊
が
要
諦
し
た
四
〇
〇
〇
人
の
人
夫
は
こ
の
暴
風

（
1
9
）
．
公
文
類
纂
」

（
凱
）
「
公
文
類
纂
」

（
2
1
）
「
公
文
類
纂
」

（
望
「
公
文
類
纂
」

〇
三
六
七

（
2
3
）
「
公
文
類
纂
」

（
2
4
）
「
公
文
類
纂
」

（
望
「
公
文
類
纂
J

（
讐
「
公
文
類
纂
」

（
2
7
）
「
公
文
類
纂
」

（
伽
ご
「
公
文
類
纂
」

（
銅
ニ
「
公
文
額
慕
」

（
3
0
）
「
公
文
顆
策
」

（
3
1
）
「
公
文
類
纂
」

（
3
2
）
「
公
文
類
纂
」

五
七
四
四
－
“
〇
三
六
六

五
七
四
二
－
一
〇
一
凶
〇

五

七

四

一

一

1

一

〇

一

六

三

桃
囲
庁
分
五
七
四
二
ト
∴
〇
三
六
三
、
新
竹
庁
分
五
七
四
一

五
七
四
二
－
一
〇
三
一
三

五
七
四
二
1
一
〇
三
一
二

五
七
四
二
－
一
〇
四
二
四
、
一
〇
四
二
五

五
七
四
三
1
一
〇
〇
一
三
、
一
〇
〇
【
四
、
一
〇
〇
一
五
、

五
七
四
三
－
一
〇
〇
八
二
、
一
〇
〇
八
四

五
七
四
三
－
一
〇
〇
九
一

五
七
四
三
－
一
〇
五
二
九

五
七
四
二
－
一
〇
三
〇
五

〇
三
六
五
、
台
南
庁
分
五
七
四
二
－
一
〇
三
六
六
、
阿
絨
庁
分
五
七
四
二
－
一

一
〇
〇
一
六

五
七
四
五
－
一
〇
二
三
〇
、
五
七
四
六
－
一
〇
〇
八
一
、
一
〇
〇
四
二
一
〇
〇
二
九
、
一
〇
一
三
五
、
一
〇
一
七
二
、
一
〇
一
八
二
、
一
〇
一

八
四
、
一
〇
¶
八
五
、
一
〇
一
八
七

五
七
四
四
－
一
〇
二
八
〇
、
一
〇
二
三
一
、
五
七
四
六
1
一
〇
一
七
五
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（
3
3
）
「
公
文
類
纂
」

（
竪
「
公
文
類
纂
」

（
誉
「
公
文
類
纂
」

（
3
6
）
「
公
文
類
務
」

（
3
7
）
「
公
文
類
纂
」

（
3
8
）
「
公
文
類
纂
」

（
3
9
）
「
公
文
類
纂
」

（讐「（44）「（45）「（46）「（47）「（48）「（49）「（50）「（51）「（52）「（mご「
（54）「（55）「（56）「（57）「、

ぺ
∵
■
、

（59）「

五
七
四
二
1
一
〇
四
〇
六

五
七
四
二
－
一
〇
四
〇
五

五
七
四
二
－
一
〇
四
〇
三

五
七
四
二
－
一
〇
一
九
六

五
七
四
四
－
一
〇
二
二
一
、
一
〇
二
一
四
、
一
〇
二
〇
六
、
一
〇
二
〇
〇
、
一
〇
一
九
〇
、
一
〇
一
九
二
、
一
〇
一
八
五
、
一
〇
一
八
一
、

一

〇

一

七

八

、

一

〇

一

七

四

、

一

〇

一

六

八

五
七
四
四
－
一
〇
一
二
四

五
七
四
四
－
一
〇
〇
七
五
～
一
〇
一
二
三
、
一
〇
二
四
七
、
一
〇
二
八
六
、
【
〇
二
九
六
、
一
〇
三
〇
〇
、
【
〇
三
〇
九
、
一
〇
三
一
五
、

一
〇
三
五
九
～
一
〇
三
六
四
、
五
七
四
五
－
一
〇
¶
三
三
、
一
〇
一
八
六
、
一
〇
二
五
五
、
一
〇
五
五
八
、
一
〇
二
六
一

五
ヒ
四
二
－
一
〇
一
八
六

五
ヒ
四
二
－
一
〇
二
〇
四

五
七
閃
ニ
ー
【
〇
二
一
三

五
七
凶
ニ
ー
一
〇
二
二
二

五
七
m
ニ
ー
一
〇
二
三
七

五
七
凶
四
－
一
〇
三
〇
二

五
七
四
四
1
一
〇
三
〇
二

五
七
四
二
1
⊥
〇
一
七
八

五
七
凶
ニ
ー
∴
〇
一
八
九

五
七
四
二
－
一
〇
一
九
四

五
七
四
二
－
一
〇
二
〇
四

五
七
四
四
－
一
〇
二
九
三

五
七
四
二
－
一
〇
二
二
一

五
七
四
四
－
一
〇
二
九
四

五
七
凶
閃
－
一
〇
二
九
〇

五
上
川
二
1
一
〇
二
四
二

五
七
四
二
－
一
〇
一
八
六

五
七
四
二
－
一
〇
一
八
九

五
七
四
二
－
一
〇
一
九
九

五
七
川
二
1
一
〇
二
〇
五

五
七
四
二
－
一
〇
二
三
七





l





大正三年太魯閣原住民討伐陸軍部隊における保申人夫徴用（一）（前）

170169168167166165164163162161160159158157156155154153152151150149148147

文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文
頸穀類顆類類類頸類類類類類頸類類類類額顆頸
纂纂纂纂慕慕纂纂無茶纂纂纂募集纂茶菓第第纂

五
七
四
四
－
一
〇
二
九
六

五
七
四
四
－
一

五
七
四
二
1
一

五
七
四
四
－
一

五
七
四
四
－
一

五
七
四
匹
－
一

五
七
四
四
－
一

E

L

U

八

　

二

〇
二
八
九

〇
二
三
七

〇
三
〇
二

〇
二
九
五

〇
三
一
五

〇
二
九
一

〇
三
一
八

五
七
四
二
－
一
〇
二
三
七

五
七
凶
四
－
一
〇
二
九
八

五
七
四
四
－
一
〇
三
〇
七

五
七
四
四
－
一
〇
三
一
八

五
七
四
匹
－
一
〇
三
一
五

五
七
四
五
－
一
〇
二
三
二

五
七
四
四
－
一
〇
三
一
一

五
七
四
四
－
一
〇
二
八
八

五
七
四
四
－
一
〇
三
一
九

五
七
四
二
－
一
〇
二
ハ
三

五
七
四
m
T
－
一

五
七
四
三
1
一

五
七
四
三
－
】

五
七
四
二
－
“

五
七
凶
四
－
一

五
七
四
四
－
一

〇
三
一
〇

〇
三
九
一

〇
三
四
七
～
一
〇
三
八
〇

〇
一
八
二

〇
三
一
〇

〇
二
八
七


